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プロローグ









　青い空と海の狭はざ間まに、銃じゆう声せいが響ひびき渡わたる。

　偽ぎ装そう揚よう陸りく艦かん〈シンドバッド〉号の艦かん尾び、ライフルを構えた市いち之の瀬せ達たつ哉やは、船体の後方に曳えい航こうされた標的に狙ねらいをつけていた。木箱を並べた即そく席せきの射座の上で、伏ふせ撃うちの体勢を取っている。

　波と風で、標的は不規則に揺ゆれている。達哉はライフルのセレクターをセミオートに合わせ、慎しん重ちように引き金を引いた。

　外れ──

　外れ──

　外れ──

　命中──

　外れ──弾たまが切れた。

「マガジン一つ、三〇発撃ち切って六発当てたか」

　教官役のアデリーナ・ケレンスカヤが、双そう眼がん鏡きようをのぞきながらそう言った。

「今日はこれまでだ。後始末をして、君はもう休め」

「まだ、やれるさ。ここからが本気の本番だ」

　そう言う達哉に向かって、アデリーナは静かに首を振ふった。

「いいから休んでおけ。そもそも作戦が終わったばかりだぞ。適切な休息で心身の疲ひ労ろうを抜ぬき、次の任務に備えるのも兵士の大切な仕事だ」

「そりゃ、お前まで訓練に付き合わせて悪いとは思っているよ。でも……」

「わたしのことなど、どうでもいい」

　きっぱりとアデリーナは言い切る。その言葉の裏には、達哉への気き遣づかわしげな感情がわずかに揺れていた。

「ただでさえ、あんなことがあった後なんだ」

「…………」

　押し黙だまった達哉のポケットから、場ば違ちがいに軽快なメロディーが鳴る。携けい帯たい端たん末まつのメール着信音だった。

　相手を確かく認にんし、達哉はひどく気まずそうな顔になる。日本に残した妹の由ゆ加か里りからのメールだったのだ。

　しばらくためらった後、達哉はメールを開く。

『お兄ちゃんへ。

　家の口座に振り込まれていたお金、確認しました。

　嬉うれしかったです。

　お金がじゃありません。お兄ちゃんが無事で元気なのが分かって、ほっとしました。

　連れん絡らくしてとか、帰ってきて欲しいとか、そういうことはもう言いません。

　便りのないのは良い便りだと思っておきます。

　だから、体だけは気をつけてください』

「────っ」

　達哉は小さく呻うめくと、ライフルを置いて無言のまま立ち上がった。そのまま、護身用という名目で持ち歩いていた拳けん銃じゆうを抜く。

「タツヤ？」

　チェコ製の軍用自動拳銃──あの時、あの場所で、三さん条じよう菊きく乃のが持っていた銃だ。

「くそっ！」

　初めて人を撃ったその銃で、達哉は海上の標的を狙った。基本通りの忠実な射しや撃げき姿勢を取り、発はつ砲ぽう。

　だが拳銃の有効射程の遥はるか向こうにある標的には、当然のことながらかすりもしない。ついには弾が切れ、スライドが後退したままホールドオープン状態になるが、それでも達哉は引き金を引き続ける。

　かちかちと虚むなしく引き金の音が響く中、アデリーナが横合いからそっと、達哉の手と拳銃を握にぎった。

「気はすんだか」

「……ああ」

　アデリーナのしなやかな白い指が、達哉の手を包む。その柔やわらかな感かん触しよくに、気き恥はずかしさが急にこみ上げてきた。

「その──わりい」

「君は悪くない」

　達哉の手から拳銃を受け取りながら、アデリーナはそう言った。

「君が悪いのではない」

　そのままアデリーナは、握った達哉の手を自分の頬ほおに押し当てた。

　新雪のように白い肌はだの、きめ細かな感触。そしてアデリーナの諭さとすような声に、達哉の心の水量が決けつ壊かいしそうになる。

　慌あわてて空を見上げ、潤うるみかけた目をアデリーナから隠かくす。それでも泣きたくなるような想おもいに、くしゃりと表情を歪ゆがめた。
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（由加里……俺、初めて人を殺しちまったよ──）








第一話　帰らざる日々に









　　　　１




「綺き麗れいな手」

　弟の手を取り、三さん条じよう菊きく乃のはうっとりとつぶやいた。

　ひんやりとした白い肌に、しなやかだが力強い指の感触。菊乃はその手を撫なでさすり、弄もてあそび、存分に堪たん能のうする。

「そりゃどうもありがとう」

　辟へき易えきした声で答えながら、弟の旭あきらはため息をつく。菊乃と瓜うり二ふたつの端たん整せいな顔には、諦てい観かんの思いがにじみ出ていた。

「そんなこと褒ほめられても、嬉しくも何ともないんだけど。だいたい、姉さんの手の方がよっぽど綺麗じゃないか」

　そう言われ、菊乃は絡からみ合う二つの手に視線を落とす。

　確かに旭の手がどれだけ繊せん細さいなつくりでも、男の手であることにはかわらない。細さでも柔らかさでも白さでも、女である自分の手の方が『綺麗』だろう。

　だが菊乃が重視しているのは、そんな表面的なことではなかった。

「こんな綺麗な手が、いくつもの命を奪うばってきただなんて」

「そうだね」

　やはりそれか──そう言いたげな旭の半眼を無視し、菊乃は問いかける。

「ねえ旭、そういえばあなたの初めてはいつだったかしら？」

「あのさあ、今さら姉さんのそんな物言いをどうこうしようとは思わないけど、僕までそういう世界に巻きこむのはやめてくれないかな？」

　そう不平を並べ立てながらも、旭は意外と真ま面じ目めに考えこんだ。

「……えーと、僕の初めてねえ？　たぶんレバノンじゃないかな。ベイルートで民兵の乗った装そう甲こう車を、〈サベージ〉のライフルで吹ふっ飛ばした時だと思う」

「まあ、なんてつまらないエピソードかしら！」

　旭の返事に、菊乃は大おお仰ぎような声を張り上げた。旭から離はなした手を、まるで祈いのりのように胸の前で組み合わせる。

「ごめんなさい、これは姉であるわたくしの責任ね。初めては大切にしなさいって、もっとあなたに教えておくべきだったわ」

「…………ああ、そう」

　もう言葉もない、とばかりにそっぽを向いた旭だが、思い出したようにつぶやいた。

「それで、姉さんはどうだったの？」

「何がかしら？」

「決まってるだろう、姉さんの初めてだよ」

　いつも通りの声こわ音ねだった。

　いつも通りの目線だった。

　いつも通りの表情だった。

　恨うらみも、怒いかりも、非難もなく、ただ静かに死者弟は生者姉へ問いかける。

「そうね──」

　うつむいた菊乃は、小声で答える。落とした視線は、両手で握り締しめた拳銃に据すえられていた。

「分からないわ」

「だろうね」

　菊乃の返答に、旭は苦く笑しようした。いつもの皮肉気なものではない。達観と、そしてわずかに憐れん憫びんの色がある。

「ねえ、旭……」

「なんだい？」

「──いいえ、何でもないわ」

　顔を上げた菊乃は、口をつきそうになった謝罪を辛かろうじて飲みこんだ。代わりに目の前の弟──己おのれの半身へと、銃じゆう口こうを突つきつける。

「愛しているわ、旭」

「愛していたよ、姉さん」

　そして彼女は、引き金を絞しぼった。




　菊乃の長いまつげが、かすかに震ふるえた。二度、三度──そしてまぶたが開き、黒い瞳ひとみがぼんやり虚こ空くうを見つめる。

「あ……」

　半開きの唇くちびるから吐と息いきが漏もれ、硬かたいベッドの上で拘こう束そく服を着せられた肢し体たいをよじる。その一部始終を、アデリーナは無言で観察していた。

　窓のない、狭せま苦くるしい部屋だった。天てん井じようは圧あつ迫ぱく感かんを覚えるほど低く、薄うすぼんやりとした照明で照らされている。

　ここはアデリーナが所属する民間軍事会社ＰＭＣＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスの移動拠きよ点てん、偽ぎ装そう揚よう陸りく艦かん〈シンドバッド〉号の一室だ。本来は予備の船室なのだが、今は捕ほ虜りよを拘禁する独どく房ぼうとして使用されている。

「目が覚めたか、キクノ」

「ええ。おはようございます、アデリーナさん」

　硬く冷ややかなアデリーナの言葉に対して、菊乃はわざとらしいほど朗ほがらかな声でそう答える。交差した両りよう腕うでを体の前で固定されたまま、拘束服の肩かたを器用にすくめた。

「虜りよ囚しゆうの身というのは理解しておりますけど、かよわい乙おと女めにこの仕打ちはあんまりというものではありませんか？」

「猛もう獣じゆうのあつかいとしては相応だ。鎖くさりに繋つながれていないだけでもありがたいと思え」

　そうアデリーナが答えた時、部屋のドアが外から開かれた。古風な侍じ女じよのお仕着せ姿の少女が、トレイを手に入ってくる。

「……リーナ、交代の時間。それと食事を持ってきた」

　彼女の名は、サミーラ・ビント・ハッサン。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のスポンサーであるラシッド王国第三王子ユースフ・アル・ケートリーの侍女で、アデリーナにとっても数少ない同年代の友人だ。

　据え付けの小さなテーブルに、サミーラはトレイを置いた。

「あら、サミーラさんもいらしたのですか。こうやって直接お会いするのは初めてかしら？」

「……東京の高校で一度」

　短く答えたサミーラの声はアデリーナ以上に冷ややかで、敵意すら孕はらんでいる。

「ところでお食事はありがたいのですが、この手では食べられませんわ。それとも、あなた方が食べさせてくれるのでしょうか」

　トレイに載のった食事（ブロック状の栄養食とペットボトルの水だった）を見やりながら、菊乃は言った。

「大だい丈じよう夫ぶです、この状じよう況きようで抵てい抗こうするほど愚おろかではないつもりですから。それともまさか、わたくしが怖こわいのでしょうか？」

「挑ちよう発はつのつもりならやめておけ」

　そう返しながら、アデリーナは菊乃の両手の拘束を解いた。しばらく指の曲げ伸のばしをした菊乃は、ペットボトルに手を伸ばす。

　それを確かく認にんしたアデリーナは席を立った。入れ替かわりに、サミーラがパイプ椅い子すに腰こしかける。
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「食事が済んだら尋じん問もんの時間だ。知っていることは、洗いざらい吐はいてもらうぞ」

「まあ、素す敵てきです。わたくしは責めるのが得意ですが、責められるのも決して嫌きらいではありませんから」

「……変態」

　サミーラのつぶやきと共に、アデリーナは部屋を出る。菊乃はその背に向けてつぶやいた。

「達たつ哉やさんはどこにおられます？」

「貴様の知ったことではない」

　アデリーナがドアを閉める音は、相当に乱暴なものだった。




「よう、リーナ」

「…………」

　部屋から出た途と端たんに当の達哉から声をかけられて、アデリーナはまじまじと彼を見つめ返した。

「えーっとだな、その……」

「キクノのことか」

「──あ、ああ」

　そう正面から切りこまれた達哉は、わずかの時間だけ目を泳がせるが、すぐにきっぱりとうなずく。

「一度、俺もあいつと会って話がしたいんだ。駄だ目めか？」

「駄目だ」

　半ば予期していた達哉の申し出を、アデリーナはにべもなく断る。

「あの女の危険さは、君も知っているだろう。閉所での近接戦闘ＣＱＢとなれば、わたしでも勝つ自信はない。いわんや君など相手にもならない。たとえ拘束服を着せていても、安心はできないぞ」

「それくらい、分かってるさ」

「いいや、君はまったく分かっていない。あれを人間と思うな、知性を持った猛獣の一種と思え」

「いくらなんでも、そりゃ言い過ぎだろ。確かに菊乃は色々とヤバイ奴やつだけど、それでも俺たちと同じ年とし頃ごろの女の子には変わりないんだし……」

　厳しい語調のアデリーナに、達哉は反論した。

「カルパチアからこの船に戻もどる途と中ちゆう、ヘリの中で菊乃は泣いてたんだよ。弟を殺しちまったって」

「…………」

　先日、カルパチアの戦せん闘とうにおいて、菊乃は弟の旭を手にかけた。逃のがれようのない状況で火に巻かれた旭を、苦痛から救うための言わば介かい錯しやくだった。

　だがどうしても弟に『慈じ悲ひの一いち撃げき』を撃うてなかった菊乃を介かい添ぞえし、共に銃の引き金を引いたのが、本来ならば敵である達哉だったのだ。達哉も菊乃も、実際に人間を手にかけたのはこれが初めてだった。

「菊乃は今、どうしてるんだ？」

「いつも通りだな。とても捕虜とは思えない不ふ貞て不ぶ貞てしさだ」

「そうか……」

　アデリーナがそう正直に答えると、達哉はつと目を伏ふせた。

「今のあいつがいつも通りってことは、やっぱり無理してるのかな」

「いや……多分、違ちがうと思う」

　達哉の言葉に、アデリーナは首を横に振ふった。

「無理しているのでも、演技でもない。きっとそのどちらも、菊乃自身だ。そうやって心を悲しみから切り離はなす術すべを知らなければ、今まで生き抜ぬいてこれなかっただろう」

　そう話すアデリーナの瞳に、一いつ瞬しゆんだけ悲しげな光が過よぎる。

　同情でも、憐憫でもない。自分と同じく戦場で生きてきた少女に対する、ある種の共感だった。

「とにかく、君をキクノに会わせることはできない」

「──分かったよ」

　再び話を元に戻してきっぱり宣告すると、達哉は大人しく同意した。いかにも不満ありありの様子だったが。

「今日の訓練はどうする？　そろそろＡＳのシミュレータを再開するべきだと思うが。よければわたしも付き合おう」

「ああ──そのことで話があるんだが」

「何だ？」

　尋たずね返すアデリーナの前で、達哉はうなずく。

「どうせなら、格かく闘とうの訓練に付き合って欲しいんだ」




　菊乃に対する尋問──もとい事情聴ちよう取しゆは、彼女の独房でそのまま行なわれた。

「こうやって直じかにお会いするのは初めてですかね、ミス・サンジョウ？」

　少なくとも表面上は穏おだやかな口調と表情で、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長補ほ佐さのベルナール・ベルトランはそう切り出した。テーブルの向かいに腰かけた菊乃もまた、両手を拘束されたまま笑え顔がおで答える。

「あらムッシュ、一度バリクでお会いしたことをお忘れですか？　わたくし少しばかり残念です」

「これは失敬。あの時は初めてお目通りかなった新社長の印象が、あまりにも強かったものでして」

「構いません。ところで──」

　言葉を切った菊乃が、視線をベルから右みぎ隣どなりに向ける。そこには一〇歳前後の幼い少女が、むすっとした表情で座っていた。

「クララ・マオだ。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の社長をしてる」

「ああ、あの時の勇ゆう敢かんなお嬢じようさんですね。その節は弟が失礼をいたしまして」

　丁てい寧ねいに一礼する菊乃に、クララは愛らしい顔をしかめた。

　それも当然のこと。菊乃が言う『その節』の『失礼』というのは、以前にカリフォルニア山中の戦闘で、旭の操縦するＡＳから撃たれたことなのだ。それを世間話のように平然と語られては、虚きよ心しんでいられない。

「アタシは、お前らがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．やママにしたことを絶対に許さない」

「少なくとも前社長の不幸な事故は、わたくしたちと無関係なのですが。ステンカ小お父じ様にしましても、あくまでただの雇やとわれ社長ですし」

「その『小父様』──ステファン・ミハイロフの件ですが」

　ごく自然に、ベルトランが話に割りこんだ。

「彼がジオトロンから請うけ負った、無人ＡＳ〈ケントゥリア〉の実戦テストについて、色々とお伺うかがいしたいのですが」

「やはりそのことなのですね」

　ややつまらなそうに、菊乃は答える。

「わたくしは現場のＡＳオペレータですし、そこまであのお人形さんに詳くわしいわけではありませんよ」

「あなたが知りうる範はん囲いだけで結構です」

「そういうことでしたら──」

　何のためらいもなく、菊乃はペラペラと話し始める。だがそれを聞くベルトランの顔は、ほんのわずかにだが強こわ張ばっていった。

　十分に予想していたことだが、菊乃の話は既すでに新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が把は握あくしていたことの範囲内だったのだ。

　機体の制せい御ぎよＡＩに、〈レイヴン〉のＴＡＲＯＳタロスから転写された達哉のデータが用いられていること。無人機である〈ケントゥリア〉の他ほかに、有人の指揮・管制機として〈レガトゥス〉と呼ばれる機種があること。実戦テストのため、現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．がこれらの機体で世界中の紛ふん争そう地域に介入していること。

　その中で新事実と言えるのは、精々──

「ジオ社では、この計画をカエサル・プロジェクトと呼んでおります。単なる無人ＡＳの開発計画に留とどまらず、インペリウム・ネットワークというまったく新しい戦争システムの構築を目指しているとか」

「百人隊ケントウリアに軍団長レガトウスと来て、今度は絶対命令権インペリウムと皇帝カエサルですか。どうやらジオトロンは、自分たちを古いにしえのローマにでもなぞらえるつもりのようですね」

「でしたらあなた方はさしずめ、蟷とう螂ろうの斧おのを振りかざすウェルキンゲトリクスといったところでしょうか」

　ウェルキンゲトリクスとは紀元前のガリア（現在のフランスとその周辺地域）で、ローマの侵しん攻こうに抵てい抗こうした指導者だ。ベルトランの故国であるフランスでは、歴史上初の民族的英えい雄ゆうとされている。

　そこを皮肉られ、ベルトランはかすかに苦く笑しようした。

「過去の歴史談義はけっこうです。我々としましては、現在と未来について話したいのですが」

「建設的ですわね」

「では早さつ速そく、あの日あなた方がクインコム要よう塞さいに迎むかえ入れた客人についてお聞かせ願えないでしょうか」

　ようやくベルトランは、話の核かく心しんに踏ふみこんだ。

「ジオトロンのモーガン会長が、直々に出迎えた相手です。これまで〈ケントゥリア〉の戦力を提供してきた小者とは、訳が違う。いずれかの国家の高官、あるいは元首本人相手の商談だった。違いますか？」

「さあ、どうでしたかしら」

　初めて菊乃が、話を露ろ骨こつにはぐらかそうとする。

「先ほども申しましたが、わたくしはあくまで現場のＡＳ乗りですので。そんな上の事情は、存じ上げません」

「ほう、ミハイロフ新社長の子飼いであるあなたが、ご存じないと？」

「それは、買いかぶりです」

「なるほど」

　低い声でつぶやいたベルトランが、眼鏡を直した。

「できれば、こういうやり口は避さけたかったのですが」

　取り出されたのは、真新しい注射器とアンプルの薬やく剤ざいだった。それを目にした菊乃の笑顔が、初めて強張る。

「自白剤、ですか。古典的ですね」

「だからこそ、有効な手段です。クララ、あなたは外に出て──」

「ダメだ!!」

　不意にクララが、その小さな体からは考えられないほどの大声を絞しぼり出した。

「確かにアタシらは、ママやＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のオトシマエつけるためこいつらにケンカ売ってる。でも、だからと言って──いや、だからそういうことはやっちゃいけねーんだ。なあ違うのか、ベル？」

「クララ……」

　一瞬、あっけにとられたベルトランが、軽く咳せき払ばらいをする。

「心配はいりません。最近は自白剤も進歩していますから。副作用や後こう遺い症しようの類たぐいも皆かい無むです。正直、不ふ眠みん不ふ休きゆうで尋じん問もんを続けるのに比べれば、はるかに安全だ。そもそも──」

「とにかくダメなものはダメ!!　シャチョー命令だ!!」

　取りつく島もなく、ぷいとクララはそっぽを向く。

　状じよう況きようが分からない子供のわがまま、そう黙もく殺さつすることも出来たが、ベルトランはなぜか戸と惑まどってしまう。

　そして──

「あ、あははははは」

　そのやり取りに、菊乃が弾はじかれたように笑い出す。体を折り、涙なみだすら浮うかべて。

「な、何がおかしいんだよ!?」

「ご、めんなさい。あまりにも、その──社長さんが可愛かわいらしくて」

　顔を真っ赤にしたクララに向かって、菊乃は目め尻じりの涙をぬぐいながら言った。

「本当に──食べてしまいたいくらい」

　ごく普ふ通つうの声こわ色いろだったが、クララはその言葉に背筋を震ふるわせた。その様子を見て、菊乃はさらにくすくすと笑う。

「キクノ、だったな。一つ聞いていいか？」

「何かしら？　わたくしに答えられることならいいのだけど」

　小さな手を握にぎり締しめ、クララは菊乃の目を見ながら言った。

「タツヤを──お前の弟を撃うったアイツを、恨うらんでるのか？」

「────」

　一瞬の沈ちん黙もく。ややあって菊乃は、ゆっくりと首を横に振ふる。

「いいえ、ちっとも」

　彼女の笑顔は、毛筋ほども揺ゆるがなかった。




　　　　２




　コンテナを積み上げた〈シンドバッド〉号の甲かん板ぱんには、陽光が燦さん々さんと降り注いでいる。その船首付近で達哉は、念入りな準備運動で体をほぐしていた。

「タツヤ、準備はいいか」

「おう、始めようか」

　アデリーナの呼びかけに、達哉は立ち上がる。ヘッドギアやプロテクターを身につけた、何とも物々しい格好だ。

「しかし、君の方から格かく闘とう技ぎのスパーリングを申し出るのは珍めずらしいな」

　対するアデリーナはそう言った。

　こちらはいつものタンクトップに、野戦服のズボンという軽装だ。オープンフィンガーのグローブは、達哉の安全を考こう慮りよしたものである。

「たまにはな」

　達哉がぶっきらぼうにそう答えると、アデリーナも表情を引き締めた。

「では、始めよう」

「分かった」

　うなずいた達哉は、両りよう腕うでを上げて構えを取る。

　二人のいる船首のあたりにはコンテナが積まれていないため、リングとしては十分な広さが空いている。対たい峙じするアデリーナは自然体で構えたまま、自分からは動き出そうとしない。

　コーチ役として、まず達哉のお手並み拝見という算段なのだろう。

　ならば、とまず達哉が先手を取った。可能な限りの速さで踏みこみながら、ジャブからストレートのワン・ツーを繰くり出す。

　だが達哉の両腕は、あっさりと空を切る。軽く上体を振ってコンビネーションをかわしたアデリーナは、軽く後方に跳ちよう躍やくして距きよ離りを取る。

「ほう、ずいぶんとフォームが良くなったな。見み違ちがえたぞ」

「そいつはどうも！」

　アデリーナの論評に答えながら、達哉は再度突つっこんだ。先ほどと同じワン・ツーを繰り出す──と見せかけ、左ジャブをフェイントに右のローキック。

「甘い」

　あっさりと見切られた。

　蹴けり出す直前、体重の乗った軸じく足あしを逆に蹴りで刈かり取られる。バランスを崩くずした達哉は、あっけなく転てん倒とうした。

　アデリーナはそんな達哉の姿を、じっと見下ろす。

「立てるか？」

「当たり前だ！」

　アデリーナの淡たん々たんとした言葉に、達哉は勢いよく跳はね起きる。蹴られた左ひだり脚あしはずきずきと痛むが、我が慢まんは出来そうだ。

「では、次はこちらから行く。気を入れておけ」

「おう！」

　予告通り正面から、アデリーナが突っこんで来た。迎え撃つ達哉の拳こぶしをすり抜ぬけざま、雷らい光こうの速さで閃ひらめいた右フックと左のボディアッパー。

　見事な上下のコンビネーションを、達哉は防ぎきれない。頭を狙ねらったフックは辛かろうじてブロックしたものの、がら空きのみぞおちに拳がめりこむ。プロテクター越ごしに、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが内臓を貫つらぬいた。

　たまらずよろよろと後ずさる達哉。距離が空いた途と端たん、その空間を跳ね上がったアデリーナのしなやかな右脚が埋うめた。

　側頭部で強烈なハイキックが炸さく裂れつ。衝撃で吹ふっ飛んだヘッドギアが宙を舞まい、達哉は再びダウンする。

「く──もう一本!!」

　一いつ瞬しゆんだが、完全に意識が飛んでいた。ふらつく頭を抱かかえ、コンテナにもたれながら何とか達哉は立ち上がる。

　両りよう膝ひざが完全に笑っているが、取りあえずは無視する。

「まったく、タフさだけはもう一人前だな」

　呆あきれたような感心したような声で、アデリーナは言った。腰こしをかがめた達哉は、ヘッドギアを拾おうとした手を止める。

「どうした？」

「…………」

　答えないまま、達哉はプロテクターまで脱ぬいだ。身軽になった達哉の姿に、アデリーナは眉まゆをひそめる。

「何のつもりか知らないが、それは無茶だぞ。早くプロテクターをつけるんだ。訓練で君に怪け我がをさせるわけにはいかない」

「今は、その無茶がしたいんだ」

　じっと真しん剣けんな目で、達哉はアデリーナを真まっ直すぐに見た。

　達哉の中で、言葉に出来ない何かが荒あれ狂くるっている。

　菊乃のこと、旭のこと。放ほうっておくと爆ばく発はつしそうになる衝しよう動どうのまま、達哉は限界まで体を苛さいなもうとしていたのだ。

「……なるほど、そういうことか」

　少し考えたアデリーナがうなずく。

「要するに君は、Ｍなのだな」

「違うって！　そういうんじゃねえよ！」

「冗じよう談だんだ」

　しれっと答えたアデリーナは、自分もグローブを取る。

「そういうつもりなら、わたしも手加減はしない。怪我をしないよう、気を入れろよタツヤ」

「頼たのむ」

　構え直した達哉は、その時になって周囲のざわめきに気づく。手の空いた船員たちが、見物に集まってきたのだ。

「熱いねえ。ベアナックルとは根こん性じよう入ってるじゃないか、若いの」

「おいタツヤ！　せめて一発くらいは返してみろや!!」

　好き勝手にはやし立てるギャラリーを、達哉は横目で見やる。

「別に見せ物のつもりじゃな──!?」

　視線をずらした隙すきをついて、アデリーナの右ストレートが達哉の顔面にめりこんだ。めきょり、と異音を立てて頬ほお骨ぼねが歪ゆがむ。

　達哉はそのままひっくり返った。

「訓練中に隙だらけだぞ、馬ば鹿か者もの。集中しろ」

「りょ、了りよう解かい」

　辛うじてそう答えた達哉は、何とか立ち上がった。




　古いにしえより船乗りと博ばく打ちには、切っても切り離はなせない縁えんがある。

　そもそも航海という行こう為い自体に、成功すれば実入りは大きいものの一つ間違えれば海の藻も屑くず──というハイリスク・ハイリターンな面がある以上、当然かもしれないが。

　特に使う当てもない金を握り締め、娯ご楽らくに乏とぼしい航海中では、ギャンブルは貴重な遊興である。達哉とアデリーナが繰り広げているスパーリングは、その絶好のタネとなっていた。

「さあどうだい！　まだ受付中だよ、どんどん賭かけな!!」

　胴どう元もと役のダニエラ・コールマンが、声を張り上げる。

　その向こうではアデリーナが達哉を相手に、一方的に殴なぐる、蹴る、投げる、極きめると圧あつ倒とう的てきなワンサイドゲームを繰り広げていた。

「これではそもそも、賭けにならぬのではないか？」

　やや遅おくれて甲板に出てきたユースフが、小首を傾かしげていた。

　まだカルパチアでの負傷が完治していないため、頭に包帯を巻き杖つえをついた痛々しい姿だ。その背後には、侍じ女じよのサミーラがひっそりと付き従っている。

「もちろんまともに勝敗を比べたら一〇：〇になるだろうからね。坊ぼうや──タツヤが何ラウンドで音を上げるか賭けてるのさ」

　カラカラと大声で、ダニエラは笑う。

　相当にひどいことを言っておきながら、そこに陰いん湿しつさが感じられないのは、ある種の人徳なのかもしれない。

「どうだい、王子サマも乗ってみないかい？　一口一〇〇ドルで一人三口まで、連番買いがおすすめだよ」

「遠えん慮りよしておこう。友が戦士フエダーインとして試練を迎むかえておるのだ。それを遊興の種にしようとは思わん」

「遊びのネタにするくらいで、ちょうどいいんだよ」

　ユースフの言葉にこめられた、かすかな非難を感じ取ったのか、ダニエラが軽く肩かたをすくめる。

「バカ騒さわぎして、一いつ杯ぱいやって、みんなと発散させちまった方がね。自分の中だけに溜ためこむより、よっぽどいい」

「なるほど、一理あるか」

　うなずいたユースフが、ふと話題を変えた。

「ところで整備課長殿どのはこのような場所で油を売っていてもよいのかな？」

「動くＡアーム・Ｓスレイブは仕上げてあるよ。〈レイヴン〉の二号機に、〈シャドウ〉が二機。あんたの〈ヴォルフ〉は、まあご存じの通りだし」

「…………」

　ユースフの専用機だった〈ヴォルフ〉は、カルパチアの戦いで大破し、そのまま放ほう棄きされたのだ。クロンシュタット要よう塞さいの崩ほう落らくに巻きこまれ、今は地の底で眠ねむりについているだろう。

　失われた愛機の名を出され、ユースフが切なげに押し黙だまる。代わりに、サミーラがダニエラにたずねた。

「……タツヤの一号機は？　かなり手て酷ひどくやられていたはず」

「そうそう、そのことなんだよ。実はミゾロギのセンセイが、〈レイヴン〉のことでタツヤに話があるみたいなんだけどさ。そろそろ連れて行かないと──」

　その時、戦せん況きようが動いた。




　もう何度殴られ、蹴られ、投げられたのか、達哉は数えるのを止やめていた。

（あー、何やってるんだろうな、俺）

　十数度目のダウンを喫きつし、甲かん板ぱんに寝ねっ転がったまま達哉は青空をながめている。そんな彼に、アデリーナが声をかけてきた。

「もうよせ。これ以上は、訓練の域を超こえている」

（まったくだ……）

　最低限の手加減はされているものの、容よう赦しやのない暴力に晒さらされた達哉の全身は、もう限界寸前だ。殴られた皮ひ膚ふは腫はれ上がり、締しめ上げられた骨格は軋きしみ、内臓はハンガーストライキを訴うつたえている。

　正直、痛覚さえ遠ざかりつつあった。

　──だが、まだ限界は来ていない。

「ラ、ラスト一本」

　くぐもった声でアデリーナにそう答え、達哉はコンテナにもたれかかりながらも身を起こす。

　達哉の体力は、完全に尽つきかけている。おそらくもう、自分の脚で立てるのはこれが最後になるだろう。

（だったら、今の俺の全すべてをリーナにぶつけてやる）

　わずかにだが息を弾はずませているアデリーナに相対し、達哉はあらためて腹を括くくった。

「行くぞ！」

「来い」

　そのまま正面から、タックルで突つっこんだ。何のフェイントもかけない、愚ぐ直ちよくな突とつ撃げきだった。

　アデリーナの右フックが迎げい撃げきで飛んできた。辛かろうじて頭を守る。ガードした両りよう腕うでがみしりと軋んだ。続く左のローキックが炸裂。涙なみだが出るほど痛い。耐たえきれず達哉の腰が落ち──ない！

「おおおおおお！」

　腹の底から叫さけびを上げながら、達哉はアデリーナの蹴けり足をそのままつかんだ。体重をかけ、諸もろ共ともに引きずり倒たおす。

　体勢を崩くずしたアデリーナの顔に、初めて動どう揺ようが浮うかんだ。

「おお!?」

「やったか！」

　ギャラリーの声も届かない。もつれ合った二人は、達哉の体が上になっていた。ここだ、勝機はここしかない。

　体格と体重だけは、達哉の方が上だ。アデリーナの容赦ない反撃を捌さばきながら、懸けん命めいに押さえこもうとする。一秒、二秒──不意に抵てい抗こうが弛ゆるんだ。

「三カウント、ピンフォールだ」

「え？」

「だから、君の勝ちだと言ってる」

　達哉はまじまじと、押さえこんだアデリーナを見つめた。

　正直、勝ったと言われても驚おどろきと虚きよ脱だつが先に立ち、全く実感が湧わいてこない。

「それより、のいてくれないか。重いぞ」

「あ、ああ。すまね──ええええっ!?」

　その時になって、ようやく達哉は気づいた。自分の右手が、フォールしたアデリーナの胸の膨ふくらみを、雄お々おしくかつ力強く握にぎり締めていたことに。

「すすす、すまんリーナ！　わ、わざとじゃないんだこれは！」

　慌あわてて跳はね退のきながら、達哉はアデリーナに謝罪する。柔やわらかく、かつ張り詰つめた、たとえようのないほど心ここ地ちよい感かん触しよくを反はん芻すうしながら。

「あまり騒ぐな、バカ」

　そっぽをむいたアデリーナの顔は、わずかにだが赤くなっていた。




「ずいぶん男前になったもんじゃねえか、ああん」

〈シンドバッド〉号のＡＳ格納庫。絆ばん創そう膏こうだらけの腫れ上がった達哉の顔を見て、溝みぞ呂ろ木ぎは遠慮なく笑った。

「そいつはどうも……」

　憮ぶ然ぜんと達哉は答える。

　そのアデリーナは達哉のすぐ隣となりで、平然と腕組みをしていた。他ほかにもユースフにサミーラと、ＡＳオペレータは一通り顔をそろえている。

「それで、何の話かな」

「おうよ。日本と連れん絡らくが付いてな、ビッグなプレゼントが来るそうだ」

「プレゼント……？」

「ようやく組み上がった、〈レイヴン〉の三号機と四号機だ」

　その言葉に、達哉たちは息を呑のむ。

「まだＡＳ─１を造っていたのか」

「お前さんたちの奮戦で、ＥＨＩウチの居残り組にも火が付いたみたいでな。送ったデータを元に、あれこれ手弁当でやってるんだとよ。まったく、どうしようもないバカどもだ」

　心の底から嬉うれしそうな溝呂木に、達哉とアデリーナは顔を見合わせた。

「そりゃまあ、くれるって言うんならありがたく使わせてもらうけどさ」

「色々と高くつきそうだな」

「とはいえ、このタイミングでのＡＳの補ほ充じゆうはありがたい」

　ユースフが考えながら、ゆっくりと言葉を挟はさむ。
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「現時点では、まともに動く機体は〈レイヴン〉二号機と、〈シャドウ〉が二機のみよ。これではいささか心こころ許もとない」

「そりゃそうだよな。俺の〈レイヴン〉はあの有様だし、お前の〈ヴォルフ〉はぶっ壊こわれちまったし」

　外装のほとんどを剥はがされ、フレームが剥むき出しになった〈レイヴン〉一号機の姿に、達哉はため息をつく。

「ところで補充される二機だが、ユースフとサミーラが乗るのかよ？」

「……ペアルック」

　何やら拳こぶしを握り締めるサミーラだが、溝呂木は困ったように頭をかいた。

「それなんだがなあ。三号機はともかく、四号機は相当にイロモノな仕様なんだよ」

　その言葉に達哉たちは顔を見合わせる。この我わが道を行くロッケンロールなエンジニアをして『イロモノ』と呼ばしめるとは、果たして〈レイヴン〉四号機とはどこまで奇き怪かいな機体なのだろうか？

（まさか戦せん闘とう機に変型するとか）

（いや、日本の国情に合わせた水陸両用ＡＳかもしれない）

（以前〈ヴォルフ〉のオプションで馬型のキャリアユニットを見たことがあるが、よもやそれではあるまいな）

（……ガチタン一択たく）

　そういった勝手な想像を言い合いながら、達哉はふと疑問を感じた。

「そういやセンセイ、そのプレゼントってのは、一体どうやってこの船まで持ってくるんだ？　日本からヘリでえんやこら運ぶわけにもいかないだろうし」

「具体的なスケジュールは、上と日本の間で調整中だ」

　格納庫の天てん井じようを指さして、溝呂木は言った。

「日本からは輸送機で飛ばすにしても、この船に直接は降ろせないからな。どこか適当な空港で降ろしてから、陸路かヘリで港の〈シンドバッド〉号まで運ぶ、って段取りになるだろうよ」

　その言葉に、アデリーナは少し考えこむ。

「しかし積み荷がＡＳの試作機では、あまり堂々と港で積みこむわけにもいかないだろう。こちらの事情を知っていて、その上で便べん宜ぎをはかってくれる相手──またラシッドに頼たよるのか？」

「そのついでに、慣らし運転で演習場の一つでも貸してくれるとありがたいんだがなあ」

　そう水を向けてみるが、ラシッド出身のユースフとサミーラは、どうにも渋しぶめの顔をしている。

「……この海域から、ラシッドは少々遠い。アムルの港まで戻もどるのでは非効率的」

「演習場もな。私も今は武者修しゆ行ぎようの身、故ゆえにあまり表立ってそのような手配をするのははばかられる──」

　と、ユースフの表情が不意に明るくなった。

「どうしたんだ？」

「いやなに、格好の場所があったことを思い出してな」

　自信ありげなユースフの態度に、達哉たちは顔を見合わせた。




「ソマリアだぁ？」

〈シンドバッド〉号の船橋で耳にした国名に、クララは愛らしい顔をしかめた。

「内戦でシッチャカメッチャカになってる上、海かい賊ぞくがウロウロしてる超ちよう危険地帯じゃねーか。なんでわざわざ、そんなヤベーとこ行くんだよ」

「正確にはソマリランドよ。日本からくる荷物の受け渡わたしにどうかって、スポンサーから提案があってね」

　海図を広げながらそう言ったのは、小麦色の肌はだをした妙みよう齢れいの女性だった。〈シンドバッド〉号船長サンチャ・ヴァレンティナ、本来はＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．海運課の所属であり、この〈シンドバッド〉号の船員の大半はその時からの彼女の部下だ。

　彼女が指し示したのは、アフリカ大陸東部の大半島──いわゆる『アフリカの角』の北岸だった。

「……ソマリランド？　ソマリアとどう違ちがうんだよ、それって？」

「激しい内戦が続くソマリアの中で、分ぶん離り独立を宣言した北西部一帯がソマリランド共和国です。そもそも帝てい国こく主義時代のソマリアは、北部のイギリス領と南部のイタリア領という、二つの植民地に分割されていました。その旧イギリス領一帯が、ソマリアに見切りをつけて再独立した形ですね」

　首を傾かしげたクララに、ベルトランが補足する。

「今でも無政府状態が続くソマリアとは違い、ソマリランドはまがりなりにも一〇年以上の平和を維い持じしています。もっとも国際社会からは承しよう認にんされておりませんので、自じ称しよう国家という非常にあやふやな立場ですが」

「そんなウサンクサイところ、大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「うーん、前にいっぺんだけ仕事したことあるけど、商売相手としちゃ悪くない相手だったわよ」

　まだ不安げなクララに、サンチャはそう言った。

「うちでも使わなくなった中古の〈サベージ〉売って、ついでに戦術の基本をレクチャーしたの。訓練生もけっこう真ま面じ目めだったし、払はらいもすっきりしたものだったわ」

「ママ、そんな危ない橋も渡っていたのかよ」

「まあ、そうおっしゃいますな、社長殿どの。確かに外から見れば無主無法の地やもしれませぬが、我がラシッドはいささかなりとも内情を心得ておりまする。ここはお任せできませぬか？」

　げんなりした様子のクララをそうなだめたのは、穏おん和わな笑えみを浮かべた小太りのアラブ人男性だった。ハッサン・ビン・ジャスィーム、ユースフの守もり役として幼少の頃ころから仕えてきた人物だ。侍じ女じよのサミーラは、彼の娘むすめである。

　本来はラシッド陸軍で中ちゆう佐さの階級にある職業軍人なのだが、今はユースフの側近として新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に出向していた。

「日本からの荷は輸送機でラシッドまで運んだ後、アブドゥラ殿の手配した船に乗せ替かえて、海路でソマリランドまで運ぶ手はずになっておりまする」

「船同士で直じかに荷の積み替えをすれば、陸おかからいちゃもんをつけられることもないだろうからねえ」

「現地の政府に打だ診しんしてみましたが、大たい抵ていのことには目をつぶると。こうなると、多少はいいかげんな方がありがたいですね」

「……やけに手回しがいーな、オメーら」

　大人たちを順じゆん繰ぐりに見回しながら、クララはそう不ふ機き嫌げんそうに言った。

「どーせもうオゼンダテしてるから、アタシは黙だまってサインしてりゃいーんだろ」

「話が早くて助かります。では、こことここと、後ここに──」

「くそ、アタシはサイン専用マシンじゃないんだぞ」

　ベルトランから手渡された書類の束に毒づいたクララだが、ふと顔をあげた。

「そーいや、キクノのやつはどうするんだ？」

「上陸時、しかるべき機関に引き渡します」

　きっぱりと、ベルトランは言い切った。

「引き渡し先については──社長はお知りにならない方が良いでしょう」

「やっぱりアタシ、軽かろんじられてる気がする」

　不平満々で、クララはぼやいた。




　船室の硬かたいベッドに、菊乃は身を横たえていた。

　就しゆう寝しん時のため、今は室内にいるのは彼女一人だ。とはいえ船室の扉とびらは外から施せ錠じようされ、その向こうには交代で見張りが立てられているが。

「はあ……」

　拘こう束そくされた柔やわらかな肢し体たいをよじり、菊乃は物もの憂うげなため息をつく。引き締しめていた心身の緊きん張ちようがわずかに弛ゆるみ──その途と端たん、故意に思い出さないようにしていたあの情景が、脳のう裏りに蘇よみがえる。

『頼たのみがあるんだ、姉さん』

『死ぬのはともかく、焼け死ぬのは嫌いやだな。苦しそうだ』

『だから、今のうちに楽にしてくれると嬉うれしいかも』

　苦く悶もんする弟──迫せまる炎ほのお──震ふるえる銃じゆう口こう──霞かすむ視界──引き金にかけた指は、ぴくりとも動かない──なぜ!?　もう撃うつことでしかあの子を救えないと分かっているのに!?

「う……く──ん……」

　テロリストの仮面の下から、少女の繊せん弱じやくな素す顔がおがのぞく。シーツに顔を押しつけ、菊乃は声を殺してむせび泣いた。

　思い知らされたのは、自分の弱さと脆もろさ。

　今まで菊乃は、自分を戦士だと思っていた。戦いに享きよう楽らくを求め、死線の狭はざ間まで生を感じ、いずれ訪おとずれるはずの『初めて』を心待ちにしていた。

　笑わせる。

　本当の自分は、苦しむ最愛の弟に慈じ悲ひの一いち撃げきすら下せない、ただのか弱い小こ娘むすめに過ぎなかったというのに。

（駄だ目め……駄目よ……）

　それを認めてはいけない。一度でも認めてしまえば、もう自分は今までの自分でいられなくなってしまう。今までの場所に、戻れなくなってしまう。

　だが、本当に戻れるのだろうか？

（ステンカ小お父じ様、わたくしたちはもう用済みですか？）

　あの戦いで無人ＡＳ〈ケントゥリア〉は、自分と旭のＭ９諸もろ共ともに、達哉の〈レイヴン〉を撃った。確かに〈レイヴン〉を倒たおす好機だったとはいえ、本来なら〈ケントゥリア〉の思考ルーチンではありえない行動だ。

　制せい御ぎよＡＩに何らかのバグが発生したのか、それとも意図的なものか。もし後者ならば、それは誰だれの差し金なのか──

　確かめなければならない。戻らねばならない。そうしなければ自分は、旭の姉としてあり続けることはできない。

　その時なぜか、昼の尋じん問もんで新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長クララ・マオから受けた質問を思い出した。

『タツヤを──お前の弟を撃ったアイツを、恨うらんでるのか？』

　ふと達哉の手の感かん触しよくが蘇る。共に銃を握にぎり、引き金を引き、重みを分かち合ってくれたあの手の感触が──

「恨みようなど、ありませんわ」

　菊乃の口元に浮うかんだ小さな笑みは、自じ嘲ちようのものではなかった。




　　　　３




　ソマリランド共和国最大の港こう湾わん都市であるベルベラへの入港は、ほぼスケジュール通りだった。

　青空に大きなローター音を響ひびかせながら、二機の輸送ヘリが〈シンドバッド〉号へのアプローチに入っていた。大おお掛がかりな積み替え作業に、埠ふ頭とうの野次馬たちが呆あきれたようにこちらを見ている。

「何か、ずいぶんと目立ってるぞ。こう、クレーンでひょい、ってな具合にはいかなかったのか？」

　船橋で、作業を見物──もとい監かん督とくしていたクララが首を傾げる。ラシッド側の輸送船と打ち合わせをしていたサンチャが、交信を切り上げて苦く笑しようする。

「ＡＳを丸見えのままクレーンで吊つったら、もっと目立つでしょ。それにどうせ演習で陸に上げる時は、ヘリを使うんだし」

「そういやそうだな」

　素直にうなずくクララ。

「それで結局、演習場のレンタルはどうなってるんだ？」

「陸で、ベルとユースフ殿でん下かが交こう渉しよう中よ。事前の話し合いじゃ、感触は悪くないみたいだけどね」

　と、そこで船員の一人が、サンチャに船内通信機を差し出した。

「船長、格納庫からです」

「何かしら──」

　受け取ったサンチャの表情が、会話を交かわすたびに険しくなっていく。

「どうしたんだ？」

「ちょっと厄やつ介かいなトラブルよ」

　ベルトランの問いに、サンチャは舌打ちをこらえながら答える。

「〈レイヴン〉三号機のヘリを格納庫に降ろしたところで、エレベーターが故障しちゃって。しばらく動かせないみたい」

「それじゃ、四号機のヘリは──」

「修理が済むまで、甲かん板ぱんに露ろ天てんで係留するしかないわね。ちゃんと固定しとかないと、危ないったらありゃしない」

　そう答えたサンチャは、船橋の窓から甲板の輸送ヘリを見下ろす。いつも陽気な顔には、なんとも渋しぶい表情が浮かんでいた。




「おし、そっちのワイヤーを頼むぞ」

「うーっす」

　年かさの船員の胴どう間ま声ごえに答えながら、達哉はヘリの係留作業を続けた。

「やれやれ、人手不足は大変だ──おいリーナ、これでいいか？」

「うむ、問題ない」

　すぐ隣となりで作業中のアデリーナが、ワイヤーの張りを確かく認にんしてうなずく。

「おし、終しゆう了りようっと」

　両りよう腕うでを大きく回して、伸のびを一つ。肩かたの関節が、コキコキと鳴った。強きよう烈れつな太陽の下、汗あせがどっと噴ふき出す。

「たまらねえな、この暑さ。さすがアフリカ」

「まったくだ」

　達哉のぼやきに、アデリーナが珍めずらしく同意した。と、そこにかけられる声──

「おう、ご苦労だなご両人」

「ゴクローだ」

　溝呂木とその尻しり馬うまに乗ったクララという、妙みような組み合わせだった。

「〈レイヴン〉の確認すか、センセイ」

「まあな。格納庫に降ろすのが遅おくれそうなんで、今のうちに見るだけでも見ておこうと思ってな」

「アタシも社長として、それにドーコーする義務があるってわけだ」

　そっくり返るクララに、アデリーナは呆れてため息をつく。

「お前は単なる野次馬だろうが」

「ま、そうかもな」

　当のクララは、全く悪びれていなかったが。

「で、お前らはどうするよ？　一いつ緒しよに見たいってなら、構わないぜ」

　あくまで『許可する』という体てい裁さいな溝呂木の言葉だが、表情や声こわ色いろは『見せたい』と雄ゆう弁べんに語っていた。

「そういうことなら、お願いします」

「頼む、ドクター」

　達哉もアデリーナも、あっさりとうなずく。先日に聞いた『イロモノの〈レイヴン〉』という言葉が、気にかかっていたのだ。

「じゃあ決まりだな、行こうぜ」

　溝呂木に先導され、達哉たちはヘリの後方に回った。




　軋きしみながら開いたヘリの後方ハッチをくぐり、達哉たちはカーゴ内にのりこんだ。

「こいつが、〈レイヴン〉……？」

　厳重に固定されていた巨きよ大だいな影かげに、達哉はあぜんと言った。

「何というか……太いな」

「おいおい、デブ９じゃあるまいし勘かん弁べんしてくれよ」

　アデリーナやクララの反応も、似たり寄ったりだ。

　そのＡＳは、確かに大きかった。

　全高は一号機や二号機と大差ないものの、横方向──特に肩と腰こしの追加装そう甲こうのボリュームが凄すごい。

　元から〈レイヴン〉は鎧よろい武者を思わせる姿をしているが、その重厚なシルエットが、さらに一回りも二回りも膨ふくれ上がって見える。まるで、箱状の大鎧で体を覆おおった源げん平ぺい武者のようだ。

「ＡＳ─１四号機〈イージス・レイヴン〉だ。見ての通り、〈レイヴン〉のペイロードを防ぼう御ぎよ力に全振ふりした機体さ」

　溝呂木の説明に、アデリーナが振り向いた。

「装甲重視ということは、Ｍ９の〈アーマード〉と同様のコンセプトということか？　対ＡＳ戦せん闘とうよりも、歩兵等による不意討うちへの対処を優先した」

「ま、基本的にはな。だがこいつは対ＡＳ戦も重視していて、ちょいとした工く夫ふうをしてあるんだ。たとえ第三世代型ＡＳを敵に回しても、そう簡単にくたばらねえように仕上げてある──はずだ」

「はずって何すか、はずってのは」

「仕方ねえだろ、俺もちゃんと組み上がったのを見るのは初めてなんだし。ていうかマジで動くのか、アレ」

「────？」

「…………」

「なーセンセイ、今さらっとスゲーこと言ってなかったか？」

　溝呂木がぽろりとこぼした本音に、達哉、アデリーナ、クララの三人は、半眼になってにらみつけた。

「あー、いや、その──今のは言葉の綾あやってやつだ。心配しなくても四号機は完かん璧ぺきに仕上がってるぜ、多分」

「だから多分というのは──」

「大だい丈じよう夫ぶ、俺は本社で居残りやってる変態どもを信じてるから！」

「信じる信じないは、センセイじゃなくてアタシらの問題だろ！」

「まあ、それはさておき──」

「話を聞けよ!?」

　達哉たちの不安をよそに、溝呂木は悠ゆう然ぜんとタバコを吹ふかす。

「取りあえず上陸した後の話だが、この四号機は達哉、当面お前さんに任せようと思う」

「お、俺!?」

　溝呂木の思いがけない言葉に、達哉は驚おどろく。てっきり〈レイヴン〉三号機と四号機のオペレータは、ユースフとサミーラになると思っていたのだ。

「お前さんなら、この四号機でもきっちり動かせるはずなんだ。いきなりで悪いが、ちょいと一ひと肌はだ脱ぬいでくれ」

「はあ、構いませんけど」

　何となく釈しやく然ぜんとしない気分のまま、達哉はうなずく。

「だがドクター、〈レイヴン〉は一号機の方も単なる修理ではなく、何らかの改装を施ほどこす予定なのだろう？」

　と、アデリーナがそう言った。

「そちらの試運転はどうするのだ？　達哉なしでは、一号機の真価を引き出すのは難しいと思うが」

「そこなんだよな、問題は。達哉一人で二機の新型を並行してテストしろってのも無茶だし、そもそも非効率的だ。どうしたもんかねえ」

　いつも以上に、溝呂木はテンションの乱高下が激しい。達哉たちは、思わず顔を見合わせた。

　と、そこにクララの持っていた通信機が鳴り響く。

「ブリッジからだ──はい、アタシだけど──え？──うん、分かった」

　短い打ち合わせを終え、クララは通信機をしまう。

「何だよ、一体？」

「お客さんが来てるから、今すぐブリッジに戻もどれってさ」




　船橋に戻った達哉たちを待っていたのは、確かに意外な客人だった。

「お久しぶりです、皆みな様さま方」

　丁てい寧ねいに頭を下げたアラブ系の幼い少女の姿を見て、達哉たちは驚く。

「あんた、マルヤム──さんじゃないか。ユースフの嫁よめの」

「おいおい、何でまたこんなトコに」

「夫にお会いしたくて、横車を押し通しました」

　顔を上げた少女は、幼いながらも整った目鼻に上品な笑えみを浮うかべた。傍かたわらには、サミーラが控ひかえている。

　少女の名は、マルヤム・ビント・アブドゥラ。ラシッド王国内の有力部族であるナブハン族の族長アブドゥラ・アル・アテヤの娘むすめで、同時に一一歳の若さ──というよりも幼さでユースフに嫁とついだ『妻』である。

　アブドゥラ族長は、ラシッドにおけるユースフ最大の後ろ盾だてである。ユースフとマルヤムの結けつ婚こんは、その証あかしなのだ。無論、いまだ本当の意味では夫ふう婦ふの契ちぎりを交かわしていない、いわゆる『白い結婚』であるが。

「此こ度たびは〈シンドバッド〉号がラシッドに立ち寄らぬと聞き及およびましたので。父の船に同乗させていただき、まかりこしました。どうぞよしなに願います」

　船橋の窓まど越ごしに隣りん接せつした船を見やりながら、マルヤムは言った。ラシッドから〈レイヴン〉二機、およびその他諸もろ々もろの補給物資を運んできた貨物船、〈ルイアン〉号である。

　妙に自じ慢まんげなマルヤムを見て、達哉は呻うめく。

「何でまたラシッドのお偉えらいさんって、こうもアクティブなんだ？」

「つーか、相変わらずユースフにベタボレなんだな、オヒメサマ。確かセーリャク結婚なんだろ？」

　クララの疑問に、マルヤムはしたり顔で胸を張る。

「あら、たとえ家同士の結婚であろうとも、夫婦の愛は存在します。結ばれてから互たがいに育はぐくむ、愛や絆きずなもあるのですから」

「でもカンジンのダンナは今、この船にはいねーけどな」

　少しだけ意地悪そうにクララが笑うと、マルヤムはたちまちしゅんとなった。

「まさかユースフ様が、交こう渉しよう事で首都に赴おもむいておられるとは。さぷらいずを狙ねらって、わたくしの同行を伏ふせておりましたことが、仇あだとなりました。この程度、予想できてしかるべきですのに」

「策さく士し策に溺おぼれる、ってヤツだ。残念だったな」

　妙に気安げなクララとマルヤムのやり取りに、達哉は内心で首を傾かしげた。いつも通り無言で控えるサミーラに、小声で問いかける。

「あの二人、いつの間に仲良くなったんだ？」

「……この前、アブドゥラ族長の招待を受けた夜から。二人とも、同い年だし」

「相あい性しよう良さそうには見えなかったんだがなあ」

　達哉はあらためて、二人の少女を見やる。この暑さでもいつものパンクルックなクララに、上品なドレス姿のマルヤム。

（不良娘とお嬢じよう様さまの友達関係──にしちゃ、二人ともちょっと早すぎるか）

　と、マルヤムがガラスの小こ瓶びんを取り出した。

「はい、これが頼たのまれていた品です」

「おおー、こいつか。サンクス」

　小瓶を受け取ったクララは、にんまりと笑う。その不ふ吉きつな笑顔に、達哉はどうも悪い予感がした。
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「なんだそれ？」

「アムルに古いにしえより伝わる秘伝の香こう油ゆです。何でも殿との方がたの心を蕩とろけさせる、魔ま性しようの匂においを放つとか」

「……なあ、それ意味分かって言ってるのか？」

「さあ？」

「…………」

　可愛かわいらしく小首を傾げるマルヤムに、達哉は言葉を失った。

「ふっふっふっ、これでアタシもオンナの格ってやつが一つ上がるってモンだ──ってうわっ!?」

　悦えつに入いっていたクララが、不意に悲鳴を上げる。背後のアデリーナが、無言で香油の小瓶をひったくったのだ。

「な、何すんだよ!?　返せよ」

「子供にはまだ早い。大体、誰だれに使うつもり──!?」

　小瓶の蓋ふたを開けて中身を確かめたアデリーナが、大きくのけぞってよろける。まるでプロボクサーの一いち撃げきを受けたような、激げき烈れつな反応だった。

「な……なんだこれは？　鼻が曲がるかと思ったぞ」

「うそ!?」

　目に涙なみだをたたえて鼻を押さえたアデリーナから、クララは小瓶を取り戻した。

「そんなはずねーよ、あんだけ高──ってマジでヤバッ!!」

　同じくひっくり返りかけたクララが、涙目でマルヤムを見やる。

「お前ら、こんなもの使ってるのかよ？　アタシ無理、絶対無理だ」

「あの、それはあくまで香油の原液ですから。そのまま使ってはいけませんよ？」

　訴うつたえるクララに、マルヤムは困ったように微ほほ笑えむと小首を傾げた。

「そうなのか？」

「ええ、こちらの液で希き釈しやくしてから、肌はだに塗ぬるのです」

　マルヤムの言葉と共に、サミーラが別の瓶を取り出した。

「……正確に分量を量って、香油の原液を一ひと滴しずく加える。面めん倒どうでも使うたびにそうすること。さもないとこの玄げん妙みような香かおりが、たちまち逃にげてしまう」

「使うのは、手や足の先がよろしいでしょう。目立たぬ場所へ控えめに用いる奥ゆかしさが、肝かん要ようなのです」

「ふむふむ」

「なるほどな」

　マルヤムとサミーラ主従の講こう釈しやくに、クララだけでなくアデリーナまで真しん剣けんに聞き入っている。その様子に、達哉は小声でつぶやく。

「何で女ってやつは、あんなことで盛り上がれるんだろ？」

「こらこら、そんなこと言ってちゃモテないわよ、少年」

　作業の片手間に様子をうかがっていたサンチャが、笑いながら達哉をたしなめた。




「それで、なぜこんなことになったのだ？」

　華はなやかな色合いをした小さな布きれの数々に囲まれ、アデリーナは憮ぶ然ぜんとつぶやいた。

　ここはベルベラ郊こう外がいにある、外国人観光客向けのリゾート施し設せつだ。ホテルとプライベートビーチ、それにショッピングモールが一体となっている。

　治安回復にかけるソマリランド政府の熱意が実を結んだのか、利用客の数はそこそこ多いようだ。

「……若が戻ってくるまで、マルヤム様の無ぶ聊りようをおなぐさめするため。目立たないよう、護衛は少数が基本」

　隣となりのサミーラが、しれっとした調子で答える。

「なぜその護衛に、わたしまで駆かり出されているのかを聞いているのだ」

「……クララ社長も来ている以上、双そう方ほうから一人ずつ出すのが筋」

「……それとも、どうせならタツヤも連れて来たかった？」

「なぜタツヤの名前が出る？　大体、あいつは作業で忙いそがしい」

　二人の目線の先では、クララとマルヤムが店の商品を手に、あれこれ論評し合っている。

　海水の温度がほとんど温泉並みにまで上じよう昇しようしているため、とてもビーチで泳ぐ気にはなれない。そこでまずは、冷れい房ぼうの効いた屋内でのショッピングを楽しむことになった。サミーラが真っ先に案内したのは、なぜかランジェリー売り場だったが。

「どーよ、アタシはこれがいいと思うけどな」

「い、いささか派手すぎませぬか？」

「まだまだオコサマだな、オメーは。これくらい危険な香りのものを着こなしてこそ、オンナの格も上がるってもんだ」

「女の格など、子供が何を言ってる」

　無む闇やみかつ無意味に自信満々なクララの態度に、アデリーナは呆あきれ返った。ちなみにクララが手にしているショーツは、やけに写実的な灰色熊グリズリーのワンポイントがプリントされた、確かに色々と危険な代しろ物ものだった。

「……マルヤム様、確かにクララ社長の言葉にも一理ある。来きたるべき若との夜よ伽とぎに備えて、今のうちから計画を練らねば」

　そう必要以上に力説するサミーラを、アデリーナはじっと見やる。

「……何か？」

「いいのか、それで？」

「……だから何が？」

「いや、いいならそれで構わない」

　アデリーナが視線をそらすと、すっかりサミーラに感化されたマルヤムが、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「な、なるほど。分かりました、ユースフ様の御おん為ためならばこのマルヤム、一肌も二肌も脱ぬぎましょう！」

「……軽々しく肌を晒さらしてはダメ。秘ひめ隠かくし、焦じらしてこそ、男心は燃え上がるもの」

「て言うかヨトギって何だ？」

　そんなやり取りに、アデリーナは小さく息をつく。

（クララも喜んでいることだし、来て良かったのかもな。でも、どうせショッピングに行くなら──）

　と、アデリーナの目が、展示されているショーツの一つに止まった。赤い生き地じは向こうが透すけるほど薄うすく、色々と大事な場所が隠せていない気がする。

「──そういえば菊乃は、似たものを着ていたな」

　つい手に取ってしまったアデリーナは、ひどく真剣な目でそれを観察する。

（男性は、こういうものが好きなのだろうか）

　ふと、それを身につけた自分の姿を想像しかけ、そこで我に返った。

「何を馬ば鹿かなことを」

　ショーツを戻もどそうとしたアデリーナの肩かたが、不意に後ろから叩たたかれる。

「……中々いい趣しゆ味み」

　ぼそり、とした囁ささやきに、思わずアデリーナは飛び上がりそうになる。

「サ、サミーラ!?　い、いや、これはだな、その──気の迷いというやつで……」

「……どうせなら、ブラも合わせるべき。あなたのサイズなら──」

　しどろもどろなアデリーナの弁明を完全に無視し、サミーラはブラジャーやストッキング、ガーターベルトまでてきぱきと選ぶ。

「ま、待て、わたしは──」

「……さあ試着試着」

　サミーラに背を押されるまま、アデリーナは下着ごと試着室に放ほうりこまれた。

「……他ほかにも色々と見み繕つくろってくる」

「だから、待てと──」

　抗こう議ぎの間もなく、試着室のカーテンは閉じられた。アデリーナは途と方ほうに暮れたように、手にした下着を見つめる。

「や、やるしかないのか」

　これが挑ちよう戦せんならば、受けて立つしかない！──自分でもよく分からないテンションのまま、アデリーナはタンクトップの裾すそに手をかける。

　数分後──

「…………」

　無言でアデリーナは、鏡に映った自分の姿と対面していた。気き恥はずかしくて正視できず、うつむいたままちらちらと視線を送る。

　引き締まったしなやかな肢し体たいを飾かざる、赤い下着。純白の肌と金の髪かみ、そして赤のコントラストが鮮あざやかすぎて、どうにも自分自身だとは思えない。

（ええい、ままよ！）

　心中で気合の声を上げ、アデリーナはゆっくりと身を起こす。背筋を伸のばしてわずかに胸を張り、右手は腰こしの位置に。挑発的な視線を鏡の中の自分に向け──

「……大だい丈じよう夫ぶ、似合っている」

「そ、そうか──って待て！」

　声に気づいたアデリーナは、慌あわてて後ろを振ふり返る。まるでトーテムポールのように、三つの顔が並んでいた。

　サミーラ、クララ、マルヤムの三人が、カーテンの隙すき間まから首だけ突つっこんでこちらをのぞいていたのだ。

「……眼福眼福」

「セクシーだぜぇ、リーナ」

「よくお似合いですよ、リーナ様」

　三者三様の笑顔に、アデリーナの脳は羞しゆう恥ちと憤ふん怒ぬで沸ふつ騰とうする。

「お、お前ら!!」

　だが逆上したアデリーナにも、サミーラたちは全く動じていない。

「……で、どうする？」

「買えー、買っちまえー」

「さあさあ」

「…………」

　アデリーナはもう一度、鏡の自分を見つめた。




「買ってしまった……」

　ホールに併へい設せつされていた喫きつ茶さ店てんで、アデリーナは放心したようにつぶやいた。隣の椅い子すに置いた紙包みを、ちらちら見やる。

「──何に使うと言うんだ、あんなものを」

「いいんじゃねえの、あれならどんなボクネンジンでも一発ＫＯだぜ──にょわ!?」

　にやにや笑うクララの頬ほおを、アデリーナは思いっきりつねり上げる。

「ひゃにひゅんひゃよー、ひゃなへぇひょー」

「うるさい」

　柔やわらかな頬を容よう赦しやなく引っ張る。たちまちクララは涙目で抗議した。と、向かいのサミーラが小さく咳せき払ばらいする。

「……コーヒータイムくらい、静かにとるべき」

「そもそも誰だれのせいだと思っているんだ、誰のせいだと」

「……さあ？」

　半眼でにらみつけるが、サミーラの鉄面皮は全く動じない。クララを解放したアデリーナは、コーヒーのカップに口をつける。煮に出だし式の、濃こい味と香かおりが広がった。

　続いて小さなドーナツ状の揚あげ菓が子しに手を伸ばし──軽く顔をしかめた。

「甘すぎるな」

「そっかぁ？　コーヒーが苦すぎるんだしちょうどいいんじゃね？」

　答えるクララは、カップに大量の砂糖を投入していた。そんな社長に、アデリーナは軽く首を振る。

「いや、やはり一味足りん気がする」

「あら、リーナ様もそう思うのですか。奇き遇ぐうですね」

　その言葉に、マルヤムがぱっと顔を上げた。

「ああ、やはりこういう時はあれだろう」

「ええ、あれです」

　言うなり二人は、肌はだ身み離はなさず持ち歩いている逸いつ品ぴんを取り出し──そしてやはり同時に顔をしかめた。

「何なのだ、それは？」

「リーナ様こそ、それは何でしょうか？」

「見ての通り、マヨネーズだ。そちらのそれは──」

「当然、醤しよう油ゆです」

　互たがいにマヨネーズのチューブと醤油の小こ瓶びんを手にしたアデリーナとマルヤムは、まるで不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵のようににらみ合う。

「いやいや、ありえんだろう？　甘いお菓子に醤油など、馬鹿げている」

「まあ、一たらしの醤油が甘みを引き立て、風味を引き出すのをご存じないと？　むしろマヨネーズこそありえません。何もかもが、マヨネーズの味に塗ぬりつぶされてしまうでしょう」

「マヨネーズの味は至高だ。合わせる必要がないお菓子など、ボンボンくらいのものだ。まさか、ウィスキーボンボンに醤油をかけたりはしないだろうな」

「アルコールはアラーの教えに反しておりますので、あいにくとボンボンを食べたことはございません。ですがきっと、醤油は合うはずです。あれこそ神が人に賜たまわりし究極の調味料ですから」

「冒ぼう涜とくだ！」

「そちらこそ！」

　なにやら果てしなく不毛な論争を行なう二人を、クララとサミーラはげんなりと見やる。

「オメーらそれ、同じ穴のムジナってやつだから」

[image: ]

「……その悪あく食じきは改めるべき──」

　その時、サミーラの携けい帯たいに着信があった。一言二言会話した後、腰を浮うかしかけたマルヤムに呼びかける。

「……マルヤム様」

「後になさい、サミーラ。今はリーナ様の蒙もう昧まいを正し、真の調味道へと啓けい発はつせねば──」

「……若から電話」

「──あら」

　瞬しゆん時じに笑え顔がおを取り戻したマルヤムは、いそいそと椅子に座り直して携帯を受け取る。

「──はいわたくしです。ええ、今はお買い物に──もう船にお戻りに？──はい、わたくしたちも急いで帰ります！」

　マルヤムの幸せそうな笑顔を見たアデリーナは、唇くちびるに嘲ちよう笑しようを浮かべる。

「勝負を投げるか、惰だ弱じやくな」

「そもそも勝負する意味ねーだろ」

　ぼそり、とクララは小声でつっこんだ。




「うし、作業終しゆう了りようっと」

　夕暮れの〈シンドバッド〉号の甲かん板ぱん、艦かん載さいクレーンの運転台から降り、達哉は大きく伸びをした。

　北の岬みさきで外海から守られているベルベラ港は、西に港こう湾わん口が開いている。大地と海の境界に巨きよ大だいな太陽が沈しずむ雄ゆう大だいな光景を、達哉はじっとながめた。

「ゴクローさん」

　甘ったるい声に振り向くと、ちょうどクララやアデリーナたちが甲板に出てきたところだった。

「おう、お帰り」

　達哉はゆっくりとした足取りで、クララたちに近づいた。

「どうだった、久々の陸おかは？」

「……中々、いい買い物が出来た」

「ええ、本当にいいお買い物でした」

　サミーラの意味ありげな言葉に、マルヤムがくすくす笑う。アデリーナは無言のまま、じっと足あし下もとを見ていた。

「これ、お土産みやげな」

「ありがとよ──っておい」

　クララから手て渡わたされたおしるこドリンクのホット缶かんに、達哉は顔をしかめる。

「モールに日本の雑貨屋があってさ、そこで売ってたんだ。久しぶりの日本の味だぞ」

「いや、この暑いのにおしるこはねえだろ、おしるこは」

　とりあえず夜まで待って、夜食代わりに温め直すか──そう達哉が考えた時だった。

「──タツヤ」

　今まで黙だまっていたアデリーナが、神しん妙みような面おも持もちでそう言った。

「分からないか？」

「……何がだ？」

「わたしがだ。その、いつもと違ちがわないか？」

「え？」

　そう言われて達哉は、あらためてアデリーナの姿をしげしげと見やる。だが、いつもの作業服姿にしか見えない。

　強しいて言えば、この暑いのに胸むな元もとを襟えり首くびまできちんと締しめていることくらいだろうか。

（やばい、さっぱり分からん）

　こんなこと言ってちゃ、モテないわよ──サンチャの忠告が耳に蘇よみがえる。

「ブーツか？　いつも顔が映るくらい磨みがきこんでるのに、今日はちょっと泥どろがついてる」
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「違う」

「そう言えば僧そう帽ぼう筋きんと三角筋が増量しているような。訓練メニュー変えたのか？」

「違う」

「少し腹が出てないか？　久しぶりの陸だからって食べ過ぎ──ゲフッ!?」

　久しぶりのデコピンが炸さく裂れつした。達哉は涙なみだ目めで額を押さえて悶もん絶ぜつする。

「もういい」

　不ふ機き嫌げんになったアデリーナを見て、サミーラとマルヤムは呆あきれていた。

「……それは当然」

「分からないと思いますよ、あれは」

「──？」

　事情がさっぱりのみこめない達哉に、クララがにやにや笑いながら言った。

「あのなあタツヤ、実はリーナのやつ、した──」

　その声は、途と中ちゆうで寸断された。アデリーナが、クララの額にも容よう赦しやなくデコピンを叩たたきこんだのだ。

　声も出せないまま、クララは達哉と仲良く並んでうずくまった。

（お前もかよ……）

　被ひ害がい者しや同士、涙目で視線を交かわした時だった。

「どうした、騒そう々ぞうしい」

「……若」

「ユースフ様！」

　甲板に出てきたユースフに、マルヤムの顔がぱっと明るくなる。

「お久しゅうございます、我わが背の君様！」

「久しいな、我が妻よ」

　飛びついてきたマルヤムの小さな体を、ユースフは抱だきとめた。

「全く、ずいぶんと舅しゆうと殿どのに無理を言ったそうではないか」

「申し訳ありませぬ。ですが、どうしても我が慢まんできず……」

「よいよい、私もそなたに会えて嬉うれしい」

　軽くたしなめた後、ユースフは妻の柔らかな髪かみを撫なでた。マルヤムは目を細める。その様子を、達哉は見ていた。

「妹とか親しん戚せきの子が相手なら微ほほ笑えましい光景だけど、やっぱあれで夫ふう婦ふってのは反則だよなあ……」

「本人たち同士が納なつ得とくしているのだ、外野が口を挟はさむ筋合いではあるまい」

「文化の違いってやつか」

　アデリーナやいつの間にか立ち直っていたクララと、達哉はそう囁ささやき合う。そんな三人を、ユースフが振ふり向いた。

「リーナたちにも、面めん倒どうをかけたようだな。礼を言わせてもらう」

「なに、わたしやクララにもいい気分転てん換かんになった。大したことではない」

「ていうか俺たちが汗あせ水みず垂らして働いている間、女だけリゾートホテルでショッピングとか、ちょっと納得いかないんだけど」

　ぼやく達哉を前に、クララがけらけらと笑った。

「接待も重要な社のギョーム、ってやつだ。残念だったな」

「……適材適所」

　すまし顔のサミーラからまで切り返され、達哉は苦く笑しようする。

「へいへい、分かってるって。ま、体を動かして働いてる方が、あれこれ考えずにすむからな」

　おどけたように肩かたをすくめる達哉を、ユースフは静かに見やる。

「無理はしておらぬようだな」

「まあな」

　達哉はそう、短く答えた。

「少し、吹ふっ切れてきた気がする」

「左様か。ならば良い」

　そう微ほほ笑えむユースフを、マルヤムはじっと見上げた。

「ユースフ様、少しお変わりになりました」

「私がか？」

「ええ。わたくしが嫁とついだばかりの頃ころは、いつもこう、怖こわい顔をなさっていましたから」

　そう言うなりマルヤムは、愛らしい顔をしかめて眉み間けんに皺しわを寄せる。サミーラが無言でうなずき同意した。

「それが今は、よくお笑いになられます。そう、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．へ武者修しゆ行ぎように出向いて以来、お会いするたびに……」

　一瞬だけうつむいたマルヤムだが、すぐに満面の笑みをつくって周囲を見み渡わたす。

「きっと、皆みな様さま方のおかげですね。感謝いたします」

　喜びの中に、一いち抹まつの寂さびしさが混ざった声だった。それを敏びん感かんに悟さとったユースフは、またもマルヤムを抱だき上げる。

「寂しい思いをさせて済まぬ。側そばにおれぬ夫を、許して欲しい」

「な、何をおっしゃいます。わたくしは、決してそんな……」

「だから今こ宵よいは久方ぶりに、夫婦として相応ふさわしき夜を過ごそう。よいな」

「はい、喜んで」

　ユースフの首に抱きつくマルヤム。それを見やりながら、達哉はまたもつぶやく。

「……やっぱりこれってヤバイ気がする」

「……言うな」




　　　　４




　その夜半──

「昼間は少々、上が騒さわがしかったですわね」

「…………」

　ベッドに横たわったまま、菊乃は何気ない調子で見張りのサミーラに問いかけた。だがサミーラは、沈ちん黙もくを守り通している。

「港についたようですが、わたくしの処しよ遇ぐうはどうなるのでしょう？　このままでは心配で、夜も眠ねむれません」

「…………」

　一言も発せず、頑かたくなに無視を決めこむサミーラの態度に、菊乃はわざとらしく悲しげな顔をしてみせた。

「ねえサミーラさん、そこまで無視されては、わたくし少し悲しいです。少しおしゃべりでもなさいませんか？」

「…………」

　どれだけ水を向けても、サミーラの態度は変わらない。何とも手て堅がたく面おも白しろみがない、と菊乃は心中で嘆たん息そくした。

（それならば、別の方向からつついてみますか）

　菊乃の唇くちびるの端はしがわずかにつり上がり、小さな笑みを形作る。

「愛いとしの王子様を傷つけられたことが、そんなに腹立たしいのですか」

　その言葉を聞いたサミーラの褐かつ色しよくの肌はだに、さっと朱しゆが差した。

「……あなたから若のことを、とやかく言われたくない」

「あらあら、そんな可愛かわいらしい仕草や表情もできるんじゃありませんか。中々に魅み力りよく的ですよ」

　くすくすと笑いながら、菊乃はサミーラに向けて言葉を重ねる。半分は挑ちよう発はつ、もう半分は正直な本心だった。

「その調子であの殿でん下かに迫せまれば、一晩の情けをかけてもらえるのではありませんか？」

「…………!!」

　無言のまま、サミーラが菊乃のベッドに詰つめ寄る。そうだ、それでいい。あと三歩、二歩、一歩──今だ！

「……あなた、私を怒おこらせたいの」

　静かなその声に、菊乃の笑みはいっそう深まった。

「ええ、その通りです──」

　同時に拘こう束そくされていたはずの体が、蛇へびのようなしなやかさでサミーラに躍おどりかかる。跳はね上がった右足が、容よう赦しやなくのど笛を捉とらえた。

「……かは」

　悲鳴すら上げられないまま菊乃の脚がサミーラの首に絡からみつき、床ゆかに引き倒たおされる。その体の上に、馬乗りになる菊乃。

　馬乗りになられた上に気道を押さえこまれているため、サミーラは警告の声を発することさえできない。その間に菊乃は左足で、侍じ女じよのスカートの中をまさぐる。

「やはり、ありましたか」

　会心の笑みを浮うかべた菊乃は、サミーラが太ももに固定していたコンバットナイフを、スカートの裾すそから引きずり出す。器用に口で柄つかを咥くわえて刃やいばを抜ぬくと、両手の拘束を一息で断たち切った。

「ああ、ようやく楽になれましたわ」

　久方ぶりに自由を取り戻もどした両手の指を動かし、菊乃はやんわりとその感かん触しよくを味わった。そして押さえこんだ獲え物ものの頬ほおに、ナイフの刃はを当てた。

「ありがとうございます、サミーラさん。おかげさまで自由になれました」

　嘲ちよう弄ろうと嗜し虐ぎやくの笑みを浮かべながら、菊乃はサミーラの頬をナイフで撫でる。だがサミーラの顔に恐きよう怖ふはない。

　菊乃と、何より自分自身のふがいなさに対する怒いかりをこめて、声を封ふうじられたまま菊乃をにらみつけている。

「お礼ついでに、そのお召めし物を頂ちよう戴だいいたします」

　その怒りを意に介かいさず、菊乃は笑っていた。




「…………？」

　サミーラと見張りを交代するため菊乃の独どく房ぼうに向かう途中、狭せまい船内通路の暗がりでアデリーナは足を止めた。通路の先にある曲がり角、ちょうど照明の陰かげになった暗がりで、見慣れたメイド服の背中を見た気がしたのだ。

（まだ交代していないのに、なぜサミーラがここにいる？）

　呼び止めようとしたアデリーナの背に、言いしれぬ悪お寒かんが走る。

　特に不ふ審しんな何かがあったわけではない。ただ勘かんとしか言えない何かが、彼女に警告を発していたのだ。

　まずは、確かめねば。アデリーナは全速力で、独房へ向かって駆かけ出す。

　念のために拳けん銃じゆうを確かめ、こちらからは呼びかけずノブに手をかけて──今度こそアデリーナは愕がく然ぜんとした。

（鍵かぎが、かかっていない!?）

　躊ちゆう躇ちよなく銃を抜き、室内に飛びこむ。

　船室は、もぬけの殻からだった。捕とらえていたはずの菊乃も、見張りのサミーラも、姿が見えない。

　と、部屋の片かた隅すみで小さな音がした。備え付けの小さなトイレの方からだ。カーテンで仕切られたその向こうから、小さな物音がする。

　躊躇なくカーテンをめくる。その向こうにあった光景を目にして、アデリーナは思わず目を丸くした。

　予想していた、最悪の事態は辛かろうじて免まぬがれていた。厳重に拘束されたサミーラが、そこに転がっていたのだ。

　いつもの侍女のお仕着せがはぎとられており、あられもない下着姿を晒さらしていた。苦く悶もんの表情を浮かべた顔には口元に猿さるぐつわが噛かまされていて、目元には屈くつ辱じよくの涙なみだがたたえられている。

　幾いく重えにも縄なわをかけられたほっそりとした肢し体たいには、首から『大特価もぎたてメイド！　グラム一〇〇円』という値札（？）が下げられていた。

（安っ!?──いや、そんなことはどうでもいい！）

　サミーラの拘束を解きながら、アデリーナは問い質ただす。

「何があった!?」

　その直後、質問の無意味さに内心で舌打ちした。この状じよう況きようで起こったことなど、ただ一つしかないではないか。

　果たしてサミーラの答えは、アデリーナの予想通りのものだった。

「……あの女──キクノに、逃にげられた」

　猿ぐつわから解放され、サミーラは喘あえぎ喘ぎそう言葉を絞しぼり出した。

「……私の失敗、早く連れん絡らくを──この船が、危ない」

　言われるまでもない。アデリーナは即そく座ざに船内電話の受話器を手に取り、船橋を呼び出す。

「ヴァレンティナ船長を起こしてくれ！　緊きん急きゆう事態だ──」




　日課の訓練や夕食を済ませた後、達哉は再び甲かん板ぱんの輸送ヘリに向かった。

　どうやらエレベーターの修理が長引いているらしく、ヘリと積み荷を格納庫に降ろすのは明日あしたになるらしい。相変わらず露ろ天てんで厳重に係留されたヘリの前には、すでに先客が来ていた。

「なんだ、来てたのかよクララ」

「おー、考えることは一いつ緒しよだな」

　そんな言葉を交かわしながら、達哉とクララは後部ハッチからヘリの機内に入った。そのままじっと、四号機を見上げる。

　溝呂木が言っていた、四号機のテストを達哉に任せるという言葉。実のところ、達哉にはその理由の見当がついていた。

（ＴＡＲＯＳタロス──だっけ？）

　それは一三年前、東京西部のテロ事件で回収された所属不明のＡＳに搭とう載さいされていた、謎なぞのシステムのことだ。

　搭乗したオペレータの神経活動を読み取って機体の中枢制御機器ＣＣＵへと転写する機能を持ち、〈レイヴン〉にはその応用としてマンマシン・インターフェイス用に乗せられている。本来、人体には存在しない機器──たとえば〈レイヴン〉一号機のアジャイル・スラスタのような──をダイレクトに操作するためだ。

　とはいえ非常に乗り手を選ぶシステムのようで、以前のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．だとＴＡＲＯＳをまともに作動させたのは、達哉一人だけだったらしい。

　その一方で、ジオトロンもまたＴＡＲＯＳを狙ねらっていた。そのためマオ社長を狙ったテロを起こしてまでＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．にＭ＆Ａを仕し掛かけ、〈レイヴン〉の奪だつ取しゆを目もく論ろんだのだった。

　もっともジオトロンの目的は溝呂木たちＥＨＩ社とは異なり、無人ＡＳ〈ケントゥリア〉制せい御ぎよのため、ＡＩにＴＡＲＯＳのデータを転写したのだが。

　要するに現在、達哉たち新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．とミハイロフの現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．──その背後にいるジオトロン社との抗こう争そうは、このＴＡＲＯＳという謎のシステムが中心になっているのだ。

　となると〈レイヴン〉一号機の専任パイロットである達哉に、わざわざ四号機まで任される理由は、一つしか考えられない。

（こいつも、ＴＡＲＯＳ主体の機体ってわけか）

　無意識のうちに達哉は、拳こぶしを固く握にぎっていた。

　前述したように達哉の乗る〈レイヴン〉一号機は、アジャイル・スラスタの制御にＴＡＲＯＳを用いている。予備の制御系である視線誘ゆう導どうでもスラスタの作動は可能だが、完全に性能を引き出すためには、現時点だとＴＡＲＯＳへの適性──それがどのような要因によるものなのかはいまだに不明──が不可欠なのだ。

　その一方、アデリーナの〈レイヴン〉二号機は先日、〈ブラスト・レイヴン〉と呼ばれる火力支し援えん型に改装された。一五五ミリ破は砕さい砲ほう〈ゴルゴン〉や三五ミリチェーンガン〈ブッシュマスター３〉といった重火器を満まん載さいした機体だが、それらの追加装備はあくまで従来技術の延長線上のものだ。

　一号機〈ブレイズ・レイヴン〉のアジャイル・スラスタのように、ＴＡＲＯＳの制御は必要ない。

　そこから推測すると、この四号機〈イージス・レイヴン〉のテストに、達哉が指名された理由も見当がつく。おそらくこの四号機にも、アジャイル・スラスタのようなＴＡＲＯＳ制御の追加兵装が搭載されているのだろう。

（一体、どこにだ？）

　さっきから達哉はそう予測して、機体の各所をあれこれ見ているのだが、それらしき部位はまるで見あたらない。

　少なくとも〈レイヴン〉四号機は外見だけだと、Ｍ９〈アーマード〉や〈セプター〉といった従来の重ＡＳとのあからさまな差異は見あたらないのだ。

（直じかに乗ってみれば、何か分かるかも）

　ふと思いついた達哉は、やや退たい屈くつし始めていたクララを振ふり向いた。

「社長、ちっとばかしお願いがあるんすけど」

「何をあらたまってんだよ、気持ち悪いな。取りあえず言ってみな」

「今、少しだけ四号機に乗ってみたらやばいっすかね？」

「やばいに決まってるだろ。大体そういうのって、アタシの一存じゃ決められない──」

　不意に船内無線機が鳴り響ひびき、クララを呼び出す。

「何だよ、いきなり──お、ベルか。どうした──」

　交信するクララの表情が、あっという間に強こわ張ばった。

「分かった。すぐそっちに戻る」

　緊きん張ちようした声を聞き、達哉も機体から滑すべり降りた。そんなことをしている場合じゃないと分かったのだ。

「何があった？」

「キクノが逃げ出した」

「────!?」

　予想外の言葉に、達哉は絶句した。

「くそ、丸まる腰ごしじゃ話にならねえ。アタシはライフル取ってくる」

「おい待てクララ、ライフルってお前──」

　止める間もあらばこそ、クララはヘリのハッチから飛び出す。そして──

「あら社長さん、ちょうどいいところでお会いしましたわね」

　機外から聞こえた声を耳にして、達哉はとっさに身を潜ひそめた。




　夫ふう婦ふ久々の穏おだやかな微睡まどろみは、ドアを叩たたく激しい音で破られた。

「殿でん下か、奥方様！　一大事でございます！」

「何事だ、ハッサン!?」

　忠実な側近の慌あわてた声に、絹のガウン姿のユースフは寝しん台だいから跳はね起きた。ユースフの腕うで枕まくらで添そい寝ねをしていたマルヤムは、寝ぼけ眼まなこのまま慌てて薄うすい夜着の肩かたまでシーツを引き上げる。

　部屋に転がりこんできたハッサンは、そんなマルヤムから驚おどろいたように目を逸そらして膝ひざをついた。

「これは、不調法をいたしました」

「構わん、何事か申せ」

「我わが娘むすめが不覚を取り、捕ほ虜りよが牢ろうを破った次し第だいにございます」

「キクノがか？」

　ユースフは片かた眉まゆを動かし、マルヤムは息を呑のむ。

「そ、それで、サミーラは無事なのですか？」

「情けなきことながら、手も足も出ぬまま軽くあしらわれたようでして、傷一つございませぬ」

「何、それは不幸中の幸いと言うべきよ。それに相手が悪かったのだ。無用にサミーラを責めるでないぞ」

　言うなりユースフは、絹のガウンを脱ぬぎ捨てた。ギリシャ彫ちよう刻こくのように均整の取れた肉体が露あらわになる。着き替がえを手に、マルヤムが駆け寄ってきた。

「我が君、これを」

「ご苦労」

　動きやすいよう、薄手のシャツとズボンのみを身につけた。サイドボードの引き出しから、美々しい装そう飾しよくが象ぞう嵌がんされた愛用のリボルバー拳けん銃じゆうを取り出し、滑なめらかな手つきで弾だん数すうを確かく認にんする。

「逃げ出したキクノの行方ゆくえは？」

　主あるじの問いに、ハッサンは首を横に振った。

「いまだつかめておりませぬ」

「そうか。では我らは下の格納庫へ向かうぞ。万一にでも動くＡＳがキクノの手に落ちれば、惨さん事じとなりかねぬ。ついて参れ」

「御ぎよ意い」

　続いてユースフは、マルヤムの前に膝をついた。柔やわらかな髪かみを優やさしく撫なでながら、目線を合わせて語りかける。

「マルヤムよ、そなたはこの部屋で私の帰りを待っておれ。私かハッサン、サミーラ以外の者が来ても、決して鍵かぎを開けてはならぬぞ」

「承知いたしました」

　青ざめているマルヤムだが、それでも気き丈じようにうなずく。

「ご武運をお祈いのりしております、我が君様」




　星の瞬またたく夜空の下、〈シンドバッド〉号の甲板で三人の少女は対たい峙じしていた。

　サミーラから剥はぎ取った侍じ女じよのお仕着せ姿のまま、菊乃はクララの小さな体を羽は交がい締じめに拘こう束そくしていた。駆かけつけたアデリーナから銃口を向けられながら、菊乃は意に介かいさず笑えみを返す。

「その子を離はなせ、キクノ」

「そう言われて、離すと思いますか？」

　柔らかな声で答えながら、菊乃はナイフでクララの首筋を撫でる。内心で感心したことに、クララはごく小さく息を呑んだだけだった。

　悲鳴一つ、口にはしない。

（気丈な子ですこと）

　残念なことにこの姿勢と暗さでは、菊乃からクララの顔がよく見えない。できればのぞきこんで、存分にその表情や感情を堪たん能のうしたいところだが、その余よ裕ゆうはなさそうだ。

「くっ」

　小さく呻うめいたアデリーナは、焦あせりと怒いかりで顔を強張らせている。とはいえ菊乃にも、実のところそれほど余裕はない。

　今は事態の主導権を菊乃がつかんではいるが、それはあくまで奇き襲しゆう・初動の利を得ているだけのこと。このまま膠こう着ちやく状態でまごまごしていては、あっという間にひっくり返されてしまう。

　必要なのは菊乃が動き続け、そして事態を動かし続けること。如い何かに拙せつ速そくであったとしても、手を打ち続けねばならない。そしてそのために最適なものが、今ちょうど菊乃の眼前にあった。

　じりじりと摺すり足で移動した菊乃は、機を見計らってヘリの操縦席の扉とびらを開けた。まずクララの体を操縦席に放ほうりこみ、次いで自分自身が乗りこむ。

「うわわ!!」

「貴様!?」

「お静かに」

　アデリーナの焦りの声に、菊乃は再びクララにナイフを突つきつけることで答える。そのまま片手で、ヘリを始動させる。

　今まで小型ヘリの操縦経験なら何度もあるが、この手の大型ヘリは初めてだ。しかもそれが夜間飛行。
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（ですが、やらねばなりません）

　ガスタービンエンジンに火が入った。高速回転するメインローターが唸うなり、機体が大きく震ふるえる。

「ではご機き嫌げんよう、積み荷は行きがけの駄だ賃ちんに貰もらっていきますので」

　機体を固定するワイヤーを引きちぎり、ヘリの巨きよ体たいが夜空に舞まい上がった。




「くそっ!!」

　飛び去るヘリを見み逃のがすことしかできず、アデリーナは甲かん板ぱんを殴なぐりつけた。白い皮ひ膚ふがすり切れ、じんわりと血が滲にじむ。

（どうする？）

　焦しよう慮りよにすり切れそうになりながら、頭脳を高速で回転させる。

　この〈シンドバッド〉号は、あくまで商船改造の偽ぎ装そう揚よう陸りく艦かんだ。船自体には一いつ切さいの武装が搭とう載さいされていない。残ったヘリを飛ばそうにも、格納庫のエレベーターはいまだ故障したままだ。

　対処するならば、搭載しているＡＳの出番だろう。たとえばアデリーナ自身の〈レイヴン〉二号機ならば、この距きよ離りでも一撃で──

（撃うち落としてどうする!?）

　内心で自分自身につっこみ返す。

　ようやく船内が慌ただしくなってきた。だが、どうしても遅おそい。こうしている間にも、ヘリの姿は夜空に消えてしまいそうだ。

（そう言えば、達哉はどこだ？）

　この騒さわぎでも姿を見せない僚りよう友ゆうを、アデリーナは気づかう。まさか、まだあのヘリに乗ったまま──

「ここにいたのかよ!!」

　息せき切った声と共に、溝呂木が駆け寄って来た。寝ね間ま着き姿の上から、律りち儀ぎに白衣を羽織っている。

「ドクター、このままでは──」

「ああ、分かっている」

　溝呂木がそう答えた瞬しゆん間かん、〈シンドバッド〉号の船体が震えた。

「これは？」

　戸と惑まどうアデリーナに、溝呂木は緊張しながらもにやりと笑った。

「今ならまだ、何とかなる──いや、何とかしてみせる」




（やべえことになっちまったな）

　飛び立ってしまったヘリのカーゴで、達哉は唾つばを呑んだ。

　半開きになった奥の連れん絡らく口から、そっと操縦席の様子をうかがう。メイド姿の菊乃が、操そう縦じゆう桿かんを握にぎっていた。

　隣となりではクララが、開き直ったような態度でふんぞり返っている。

「どこまで行くんだよ？」

「そうですね。電磁迷彩ＥＣＳで身を隠かくしながら、ここから海岸沿いに東へ。ソマリアとの国境を越こえたあたりで乗り捨てようかしら」

　本気かどうか判じかねる声こわ音ねでそう答えながら、菊乃はくすくす笑う。

「安心なさい、可愛かわいい社長さん。人里までなら、あなたも連れて行ってあげます。そこから先の算段は、自分でなさい」

　どうやら菊乃も、達哉の存在には気づいてないようだ。菊乃にとっても相当に危ない橋を渡わたっているようで、そちらに気を取られているのだろう。

　これは、幸運だ。

「それでオメーは、オヤダマのとこに帰るってわけか」

「ええ、そのつもりよ」

「オメーと弟を切り捨てたハクジョーモノのボスだろーが。それでもオメー、まだソイツにギリダテすんのかよ」

「そうね……義理立て、とは少し違ちがうかしら」

　考え考え、菊乃は律儀にクララの問いへと答える。

「前も言いましたけど、旭の死では誰だれのことも恨うらんでいないの。殺し殺されの世界で生きてきて、ただその順番が回ってきただけ」

「…………」

「────」

　クララも、そして達哉も、黙だまって菊乃の言葉に耳を傾かたむけていた。

「それにわたくし、他ほかに戻もどる所なんてないのだから……」

　今にも消え去りそうな、儚はかない声だった。

「だから、オヤダマのところに戻るってわけかよ」

「ええそうよ、ですから社長さん、もう少しわたくしに付き合ってもらいます」

　ここまで切せつ羽ぱ詰つまった様子の菊乃は、初めて見る。心身ともに、相当に追い詰められているようだ。やはり、弟の旭を亡なくしたことが──そう考えて達哉は、気づかれないようそっと頭を振ふった。

（あー、いかん。あいつは敵なんだ、それもとびきりヤバイやつ。変に同情してる余裕はないんだぞ）

　気持ちと思考を切り替かえる。とにかく、このまま菊乃を逃にがすわけにはいかない以上、どうにかして取り押さえなければならない。

　護身用に持っていた、拳けん銃じゆうの感覚を確かめる。皮肉なことに、菊乃が使っていた例の拳銃だった。

　とはいえこの状じよう況きようでむやみに銃を振り回しても、菊乃を制圧できるとは思えない。

（何か、チャンスが必要だ。それも、決定的な）

　焦りながら達哉は、窓まど越ごしに遠ざかりゆく〈シンドバッド〉号を見やり──そしてそれに気がつく。

（あれは？）

　暗がりの中、巨大な何かが〈シンドバッド〉号の甲板に、這はい上がろうとしていた。




　下りっぱなしになっているエレベーターのシャフトを自力で這い上がり、一機のＡＳが甲板に姿を現した。

『これは、〈レイヴン〉──三号機か!?』

「いかにも」

　甲板で驚おどろくアデリーナの声を、機体の集音マイクが拾い上げる。コクピットのユースフは、軽くうなずいた。

「ここは私に任せよ。そなたは少し下がっておれ」

　スピーカーでそう告げ、ユースフと〈レイヴン〉三号機は、ヘリの飛び去った方角を見上げる。

　三号機のフレームは他の〈レイヴン〉たちと同じだが、肩かたに一号機のアジャイル・スラスタや二号機の〈リンドブルム〉兵装システムのような追加装備がないため、ずいぶんと細身に見える。一応、腰よう部ぶには小型のスラスタが搭載されていた。

　特とく徴ちよう的なのは背部に搭載された、まるで背負しよい子このような四角いユニットである。

「さて、始めるか」

　ユースフの操作に従い、背部ユニットが展開した。それぞれ、太いアームで支えられた三つの円えん盤ばん。それが各おの々おのの姿で空に向けられ、ゆっくり回転していた。

『レドームか？』

『ま、そういうこったな』

　ＡＳ─１三号機〈ファントム・レイヴン〉は、指揮管制および電子戦用の機体だ。

　三つのレドーム内には、各種レーダーや対ＥＣＳセンサＥＣＣＳといった、多種多様な電子機器を満載している。さらに高性能ＡＩやデータリンクシステムの補助により、単機で大隊規模のＡＳ群を誘ゆう導どう可能だ。

　まさに『歩く早期警戒管制機ＡＷＡＣＫＳ』と呼ぶべき機体である。

　今も三つのレドームは、闇やみ夜よに飛び去った輸送ヘリの姿をくっきりと捕とらえている。モニターのデータ諸もろ々もろを素す早ばやく見やり、ユースフは表情を引き締しめる。

　続いて、自機の現状を確かく認にん。大出力のパラジウム・リアクターが生み出す莫ばく大だいな電力は、大型のコンデンサに蓄たくわえられている。

　おそらくチャンスは一度の、ぶっつけ本番。不安はあるが、こうなればもはや三号機を信じるしかない。

「ロスタムの一いつ矢し、受けるがよい！」

　その瞬間、眼めであり盾たてであるはずのレドームは、不可視の矢を放つ弓と化した。




　事態の急変は、突とつ然ぜんのものだった。

「これは──!?」

　ヘリの操縦席で、菊乃は驚きよう愕がくの声を上げた。

　正面の多機能ディスプレイＭＦＤに表示された計器類が、一つ残らず狂くるったような数字を吐はき出したかと思うと、一いつ斉せいに停止したのだ。完全に沈ちん黙もくした液えき晶しようパネルを、菊乃は呆ぼう然ぜんと見つめる。

　続いて機体が平へい衡こうを失い、大きく不安定に揺ゆれる。操縦桿にかかる重さが一気に増加し、菊乃は小さく呻うめいた。

「電子系が死んでる？　一体、何が──」

　ＭＦＤのみならず、機体の安定や操縦系の油圧制せい御ぎよに用いられる電子機器が、一斉に停止したのだ。疑問の声を上げる菊乃だが、今は詮せん索さくしている場合ではないと思い直す。

　慣れない大型ヘリに闇夜の飛行という悪条件で起こった、このアクシデントだ。ＧＰＳさえ機能を停止した現状では、これ以上のフライトは不可能だろう。

　いやそもそも、この状況でまともな着陸ができるのか？

「お、おい、どうするんだよこれ？」

「黙っていなさい社長さん、舌を噛かみますよ」

　焦あせるクララにそう告げ、菊乃は操縦桿を握り直す。幸いにも下は砂すな浜はまとはいえ、見る見る下がっていく高度には本能的な恐きよう怖ふをかき立てられる。

　コクピットの片かた隅すみで辛かろうじて動いているアナログの計器をにらみながら、菊乃は必死に重たいレバーとペダルを操あやつる。電気系統が停止している今、このヘリを動かしているのは菊乃自身の筋力だった。

「来ます！」

　衝つき上げるような衝しよう撃げきと共に、ヘリは着陸した。

　浜辺に引き上げられていた漁船の一隻せきが、運悪くヘリの下した敷じきになった。粉々に砕くだけ散った木造の船体と白砂が、ぱっと舞まい上がる。

　完全に勢いを殺しきれなかったヘリは、一度だけ反動で跳はね上がるものの、砂浜にめりこんで動きを止める。メインローターがからからと空回転を続け、機体はそのまま斜ななめに傾いた。

「────」

　安あん堵どの息を漏もらしながら、菊乃はシートにもたれかかる。辛うじて操縦席からは放ほうり出されずに済んだようだ。

　はっと隣りん席せきを見ると、クララの小さな体は完全にひっくり返っている。

「社長さん!?」

「うーん」

　返事代わりに、小さな呻き声が上がった。完全に目を回しているが、どうやら怪け我がはないようだ。

　ほっと息をつく菊乃の後頭部に、硬かたいものが押し当てられる。

（銃口!?）

「大人しくしろ、菊乃」

　緊きん張ちように強こわ張ばった声は、達哉のものだった。




「無事、着陸は出来たようだな」

　双そう眼がん鏡きよう型の暗視装置で浜辺に不時着したヘリの機体を確認し、アデリーナは胸をなで下ろした。

「今のは、ひょっとして電磁パルスＥＭＰ攻こう撃げきか？」

「おうよ、よく分かったな」

　アデリーナの問いに、かたわらの溝呂木はにやりと笑って答える。

「コンデンサに溜ためこんだ電力で、レドームのアンテナから指向性の電磁パルスを放出、さらに三つのレドームの焦しよう点てんを目標に合わせることで、電子機器を焼き切っちまうって寸法──」

　自じ慢まんげに回る溝呂木の舌が、不意に停止した。血相を変えたアデリーナが胸むな元もとを引っつかみ、締め上げたのだ。

「貴様、クララを殺す気か!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだったろ。固定翼よく機と違ってヘリにはオートローテーションがあるし、そうそうひどい墜つい落らくはしないって計算してたんだよ、角度とか」

「…………ふん」

　弁明に納なつ得とくしたのか、アデリーナは不ふ機き嫌げんそうに手を放した。溝呂木は首元を押さえて深呼吸する。

「ま、終わり良ければ全すべて良しだ。まさかここまで効果があるとは思わなかったぜ。自分の天才が怖こわ──ってうお!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げながら、溝呂木は大きく飛び退しさった。三号機の機体がふらついたかと思うと、そのまま垂直に崩くずれ落ちたのだ。

　まずは両りよう膝ひざを甲かん板ぱんに付き、そのまま前方に倒たおれこむ。うつぶせになった機体のコクピットハッチが開いた。

「どうやら、中々にそうは上う手まくいかぬようだな。こちらの機体も一発で、機能を停止しおった」

　コクピットから出てきたユースフが、憮ぶ然ぜんとつぶやく。

「三号機にも、想定外の負ふ荷かが強しいられたのであろう。この有様では到とう底てい、武人の蛮ばん用ようには耐たえぬ」

「ＮＯＯＯＯＯ!!　俺様の三号機がぁぁっ!!」

　叫さけびながらのけぞる溝呂木を尻しり目めに、ユースフは三号機を見上げた。

「やはりロスタムの矢は、己おのれの身をも苛さいなむか」

「さっきから気になっていたが、そのロスタムというのは何だ？」

「古いにしえのペルシアの、偉い大だいな勇士です」

　アデリーナの疑問に答えたのは、暗がりから現れたマルヤムだった。その背後には、サミーラが静かに従っている。

「その偉業の晩年、ロスタムは大敵イスファンディヤールをこの世ならざる弓矢で打ち倒しますが、その呪のろいを受けて非ひ業ごうの死を遂とげたとか」

「いや、わたしはなぜそんな大おお仰ぎような名をわざわざ付けたのかを聞きたかったのだが」

　したり顔で語る夫ふう婦ふに、アデリーナは首を傾かしげる。と、そこにサミーラの静かな声が聞こえた。

「……若にリーナ、ボートの用意ができた。早く社長とタツヤを救出に」

「おお、手回しがいい……な？」

　サミーラの姿に、アデリーナもユースフも唖あ然ぜんとした。

　両手で保持した、長大なマシンガン。機関部から伸のびた弾だん帯たいを、お仕着せの上からたすきのように全身に巻き付けている。さらに背負った、いくつもの歩兵用ロケットにミサイルランチャー。

「……あんな屈くつ辱じよくを受けたのは、生まれて初めて。あの女、絶対に許さない」

　いつも通りの無表情で、サミーラは淡たん々たんと言った。

「……必ず私の手で殺す。肉にく片へん一つ残さない」

「ほどほどにな──」

　アデリーナとしては、そうとしか言えなかった。




「……達哉、さん？」

　傾かたむいたヘリの操縦席。突つきつけられた銃じゆうの感かん触しよくに、菊乃は息を呑のむ。

　失態だった。格納庫に潜ひそんでいた達哉に、今の今まで気がつかなかったとは。自分も、ずいぶんと焼きが回っていたようだ。

「動くなよ、さもないと──」

「どうなさいますか？」

　余よ裕ゆうを装よそおってそう言いながら、菊乃はナイフの位置を確認する。足あし下もとの、手を伸ばせばすぐ届く場所にあった。

（どうします？）

　菊乃の脳のう髄ずいで、思考の流れがシナプスを激しく駆かけ抜ぬける。

　この距きよ離りならば、たとえ射撃の腕うで前まえが素人しろうと同然でも、外すことはまずありえない。だがわざわざ警告を発している以上、自分を無傷で取り押さえたいと思っているはずだ。これが達哉でなくアデリーナなら、すでに自分は撃うたれているはず。

　その思おも惑わくに、賭かけるべきだろうか？

　警告に従うと見せかけて油断を誘さそい、虚きよをついてナイフを拾い上げる。もし達哉が躊躇ためらわず撃てばそれまでだ。だが一いつ瞬しゆんでも戸と惑まどえば、そこに反撃の好機が生まれる──かもしれない。

　とはいえ非常に危あやうく、分の悪い賭けではあるが。

（……いいではないですか、賭けに負けても）

　唐とう突とつに、菊乃はそう思った。

　旭を撃つ重みを共に分かち合ってくれた、達哉の手。あの同じ手が自分にも終わりを与あたえてくれるのだとしたら、それはそれで首しゆ尾び一いつ貫かんしている気がする。

　愛いとしい人の命を奪うばっての生か、あるいは愛しい人の手にかかっての死か。追い詰つめられた菊乃にとって、それはとても魅み力りよく的な二に者しや択たく一いつに思えた。

　次の瞬間、菊乃は可能な限りの速さで身をかがめ──そして自分が賭けに負けたことを知った。

　背後の達哉の気配は全く動どう揺ようしておらず、そして銃口も微び動どうだにせず自分を狙ねらい続けている。

（お見事です、達哉さん）

　だがそう賞賛しながらも、菊乃の肉体は最後まで諦あきらめようとはしない。ナイフを拾い、握にぎり締しめ、振ふり向きざまに白はく刃じんを達哉の首筋に──

「なぜ、です？」

　震ふるえる声での問いには、二重の意味があった。

　なぜか菊乃の予想を覆くつがえし、最後まで火を噴ふかなかった拳けん銃じゆう。

　なぜか菊乃自身の意志に逆らい、皮一枚で止められたナイフ。

　共になぜそうなったのか、菊乃自身にすら理解は出来なかった。

「そりゃ、こうなるって分かってたからな」

　対照的に達哉の声は、平静そのものだった。

「お前、旭を撃つ時あんなに泣いてただろう」

　言うなり達哉の手が、ナイフごと菊乃の右手を握る。ぴくりと怯おびえたように切っ先が震えるものの、抵てい抗こうはしない。

「俺だってそうだよ。もう、こんなことはたくさんだ」

　その一言と同時に、達哉は拳銃を床ゆかに捨てる。それが自分の拳銃──旭を撃ったその銃だと、菊乃はようやく気づいた。

「え？」

　驚おどろく菊乃に、達哉はゆっくりと言う。

「俺はもう、お前の弟を撃った。だから、お前まで撃ちたくない」

　噛かんで含ふくめるような苦い言葉に、菊乃の両りよう肩かたが震えた。うつむいて拳銃を見つめ、また顔を上げて呆ぼう然ぜんと達哉を見つめる。

「本当に、あなたという人は……」

　その目から、一ひと滴しずくの涙なみだがこぼれる。力の抜けた手からナイフが滑すべり落ち、菊乃は顔を覆おおうと声を押し殺してむせび泣いた。

「…………」

　いつの間にか意識を取り戻もどしていたクララは、薄うす目めを開けたまま何も言えずに目を逸そらした。








第二話　トルキスタンの風
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　ユーラシア大陸内陸部の広大な領域──中央アジア一帯は、中国領の東トルキスタンと、旧ソ連領の西トルキスタンに大別される。

　いわゆるシルクロードの中心部であり、古いにしえよりテュルク（トルコ）系やイラン系の様々な民族が往来してきた。時にはチンギス・ハンの征せい服ふくやティムールの覇は業ぎようにより誕生した巨きよ大だいな帝てい国こくが、大陸の東西を結びつけることもあった。

　一九世紀の帝国主義時代、世界中が欧おう米べい列強に分割されていく中で、中央アジアもその嵐あらしに巻きこまれていった。

　インド洋への出口を求めて広大なステップを南下するロシア帝国と、インド亜あ大たい陸りくの植民地化を進める大英帝国。広大な中央アジアを舞ぶ台たいにした英えい露ろ両国の攻こう防ぼうはチェスにたとえられ、時に『グレート・ゲーム』と呼ばれた。

　バルカン半島やカフカス、極東にまで飛び火した『ゲーム』は、ロシアの西トルキスタン領有とイギリスによるアフガニスタンの保護国化という形で、一応の決着を見た。だが大国間の政治的駆け引きにより現地の実情を無視して引かれた国境線は、後に様々な禍か根こんを残すこととなる。

　そして時代は流れて二一世紀。ソ連の崩ほう壊かいに伴ともなって中央アジア諸国が独立する中、再びこの地域は新たなる『ゲーム』の舞台となっていった。




『くおらあぁっ、何をしておるか伍ご長ちよう!!』

〈サベージ〉の狭せまいコクピットに、通信機から大だい音おん声じようが響ひびき渡わたる。半ば船を漕こいでいたオペレータのキーロフ伍長は、はっと目を覚ますと僚りよう機きに詫わびた。

「も、申し訳ありませんパトリチェフ軍ぐん曹そう殿どの」

　スクリーンに映った僚機に、伍長は慌あわてて詫びた。

　星空の下、周囲には未開の原野が地平線まで広がっている。人造物といえば、背後に黒々と見えるクラノヴォーツク基地の影かげくらいのものだ。二機の〈サベージ〉は、基地の外周部を夜間哨しよう戒かい中だった。

　二人の乗る〈サベージ〉は、Rk─96ｂｉｓという改良型の機体だ。従来のRk─92から生産性や信しん頼らい性せいを維い持じしながら全ぜん般ぱん的な性能の底上げが図はかられており、西側では〈スーパーサベージ〉とも呼ばれていた。各種センサや暗視装置も強化されていて、夜間の作戦行動も問題なく行なえる。

『ま、この状じよう況きようでは気を抜くのも分からんではないがな。もう少しで交代の時間だ。それまでは集中しておけ』

「は、はあ」

　ふと、軍曹の声の調子が変わった。

　クラノヴォーツク基地はガルナスタン共和国西部、カスピ海沿岸にある旧ソ連れん邦ぽう時代の軍事基地だ。だがソ連が崩壊した後も、ウクライナのセヴァストポリ軍港やカザフスタンのバイコヌール宇宙港同様、現在でもロシアによる租そ借しやくが続いている。

　カスピ海周辺には、石油や天然ガスといった豊富な資源が眠ねむっている。たとえ中央アジア諸国が独立しても、ロシアとしてはその権益まで手放すつもりはない──そんな露ろ骨こつな意志の表れだった。

　そしてカスピ海天然資源を巡めぐりロシアとガルナスタン両国の対立が深まる中、クラノヴォーツク基地は問題の大きな焦しよう点てんになっていった。ガルナスタンは基地の返へん還かんとロシア軍の撤てつ退たいを求め、ロシアは逆に基地戦力の増強を繰くり返していく。

　今、基地周辺の哨戒に当たっているキーロフ伍長も、つい先日にロシア本国から到とう着ちやくした増ぞう援えんだった。だが──

「何だかロシアを出る時は今にも戦争が始まりそうなこと言われてたもので、こりゃ年ねん貢ぐの納め時かと震え上がってたんですが。いざ現地についてみたら、何とものんびりしたものですんで」

『そりゃそうだ。この国の連中にしろ、口じゃあ威い勢せいのいいこと言ってるが、本気でロシアに喧けん嘩かを売る度胸はないさ。今はもう、振り上げた拳こぶしの下ろし所で頭を抱かかえてるだろうよ』

　Ａアーム・Ｓスレイブ操縦兵としての訓練を終え実戦部隊へ配属されたばかりの伍長に対して、軍曹はソ連軍の時代から軍隊でメシを食っているベテランだ。

　自信たっぷりの言葉に、取りあえず伍長は同意しておく。

「はあ、そんなものですか」

『そんなものさ。六年前のカフカス紛ふん争そうもそうだった』

　どうやら軍曹も、相当に退たい屈くつしていたようだ。一席ぶつその言葉の端はし々ばしに、段々と熱がこもってきている。

『あの時は現地の政府軍がロシア系住民の虐ぎやく殺さつまでやらかしたもんだから、ついに連中も腹を括くくったと色めき立ったんだがな。実際に俺たちが出兵すれば、たちまち腰こし砕くだけで白旗を上げやがった』

「そう言えば、軍曹殿はあの戦いで勲くん章しようを貰もらったんでしたね」

　感心したように、伍長は言った。

「カフカスの紛争と言えば、実際のところあの噂うわさってどうなんですかね？」

『あの噂ってのはどの噂だ？』

「ほら、あれですよ。あの時に虐殺された市民ってのが実は我わが軍に援助されていた民兵で、そもそも虐殺自体が出兵のための自作じえ──」

『馬ば鹿かなことを言うな!!　どこに耳があるか分からんのだぞ!!』

　いきなり、先ほど以上の大声で怒ど鳴なられた。

「も、申し訳ありません」

『まったく、これだから若い連中は！　一昔前なら、そんな不用意な一言だけでシベリアの奥地にまで飛ばされていたもんだぞ！　それも本人だけならまだしも、聞いただけの周囲まで巻きこんで、だ』

　鼓こ膜まくごと頭を殴なぐられたような感覚に、頭がくらくらする。

『とにかくだな、事態の主導権は常に我が軍にあり、ということだ。向こうから手を出してはこんよ。それこそ、自殺志望でも──』

　と、不意に軍曹の言葉が途と切ぎれた。彼の〈サベージ〉はやや身をかがめた姿勢で、夜よ闇やみの奥を注視している。

「どうしました、軍曹殿？」

　呼びかけても返事はない。伍長も軍曹機と同じ方向をセンサで探さぐってみたものの、特にこれといった反応はなかった。

「あの、一体──」

『下がれ、伍長！』

　鋭するどい命令と共に、軍曹の〈サベージ〉が素す早ばやく後退、事前に設営しておいた予備陣じん地ちに飛びこむ。あっけにとられた伍長だが、その機体が大きく揺ゆれた。

　突とつ如じよの砲ほう声せいと、激しい衝しよう撃げき。もぎ取られて宙に舞まう自機の左ひだり腕うでが、〈サベージ〉のスクリーンに大写しになる。

　その時になってようやく伍長は、自分たちが何者かによる襲しゆう撃げきを受けていることを理解した。

「う、うわ──」

『下がれと言っただろうが！　死にたいのか馬鹿者!!』

「りょ、了りよう解かい！」

　軍曹の大音声による命令が、辛かろうじて伍長をパニックから救った。無様によろけつつも後退し、予備陣地──とは言ってもＡＳサイズのタコツボのようなものだが──へと転がりこむ。

「な、何がどうなって!?」

『決まっている。ガルナスタン軍の奇き襲しゆう以外にあるか』

「────」

　先ほどその可能性を全否定したにもかかわらず、軍曹の声は腹が立つほど冷静だった。何らかの八つ当たりじみた文句を付けようとした伍長も、逆に気を削そがれてしまう。

『考えられることは二つだな』

「二つ、でありますか？」

『ああ。一つは連中が俺たちの思っていた以上に阿あ呆ほうで、とち狂くるったバンザイアタックをかけてきた場合。もう一つは──』

　一いつ旦たん、軍曹は言葉を切る。伍長の唾つばを呑のむ音は、実際以上に大きく聞こえた。

『──もう一つは阿呆なのは俺たちの方で、連中の本気に気づいていなかった場合だ』

　この場合の『本気』とは、ガルナスタン側が何らかの方法で秘密裏りに戦力を増強し、たとえロシア軍相手の戦争でも勝てるだけの算段を立てていたということだ。それぐらいのことは、伍長にも分かった。

『基地司令部との連れん絡らくが取れん。ジャミングか、くそ！　連中、完全に本気だぞ』

「ど、どういたしますか、軍曹殿!?」

『ここで孤こ立りつしたままでは犬死にだ。何としてでも基地まで後退し、主力と合流するぞ。付いてこ──』

　不意に、通信が途と絶だえた。

「軍曹殿？」

　訝いぶかしみながら伍長は、こちらから通信を入れる。

「どういたしました？」

　だが、返事はない。わけが分からないまま、伍長は通信を繰り返す。

「軍曹殿！　ご命令を、軍曹殿!!」

　いや、本当は彼にも何が起きたのか分かっていた。ただ、それを理解したくなかっただけなのだ。

　背後からの一撃で上官の〈サベージ〉を屠ほふった、見たこともないＡＳの存在を──

「軍曹殿──」

　錯さく乱らんし、既すでにどこにもいない上司を呼び続ける〈サベージ〉に、そのＡＳはライフルの砲門を向ける。十字のメインセンサが、赤く明めい滅めつした。

　無む慈じ悲ひな一撃は、だがそれゆえ速すみやかに、イワン・キーロフ伍長をこの世の全すべての労苦から解放した。




『彼』の発した声なき声が、『彼ら』の間を駆かけ抜ぬける。

《tra=unt0065;ユニツト００６５より伝達、conf=remove EU1敵性体の排除を確認》

　この戦せん闘とうは、『彼ら』にとっても不本意なものだった。

　本来の計画では『彼ら』は闇夜の中、ＥＣＳを駆く使しすることによって交戦することなく警けい戒かい網もうをすり抜け、クラノヴォーツク基地に潜せん入にゆうすることになっていた。輸送機やヘリを用いず、わざわざ陸路で基地まで接近したのもそのためだ。

　だが巧たくみに設置された警戒網と、哨戒に当たっていた〈サベージ〉オペレータの技量がそれを妨さまたげた。発見されかけた『彼』は、その〈サベージ〉を先制攻こう撃げきで撃破せざるを得なかったのだ。

　たとえジャミングをかけていたにしても、基地司令部でも異変は察知しているはずだ。基地の戦力見積もりを上方修正しながら、『彼ら』は速やかに決断を下す。

《sug=unt0024;ユニツト００２４、cha=planB-3プランＢ‐３への移行を提言》

《aff=unt0076ユニツト００７６同意》

《aff=unt0187ユニツト０１８７同意》

《aff/cond=ユニツト００６５unt0065条件付きで同意》

　インペリウム・ネットワークを走る命令に従い、一〇機の〈ケントゥリア〉は速やかに襲撃へと移った。




「始まりましたな」

　指揮通信車の狭せまい車内で、ガルナスタン軍共和国防衛隊のアリー・パルミシュ参さん謀ぼう長は、低くつぶやいた。

　目まぐるしく切り替かわる情報システムの表示は、ついにロシア軍相手の火ひ蓋ぶたが切られたことを示している。ぬぐいきれぬ緊きん張ちようを皺しわ深い顔に滲にじませ、パルミシュ参謀長は対面の人ひと影かげを見やった。

　野戦服の男女と、場ば違ちがいな白衣姿の男性。ガルナスタンが契けい約やくした民間軍事会社ＰＭＣ、Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスの首しゆ脳のう陣じんである。

「いささか、事前の計画と齟そ齬ごが生じているようだが」

「戦場に混乱はつきものですよ。この程度のプラン変へん更こうでは、〈ケントゥリア〉の能力に問題はありません」

　答えたのは、白衣の男だった。ヨナタン・クルピンスキー、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が持ちこみ、現にクラノヴォーツク基地で戦闘中の無人ＡＳ〈ケントゥリア〉の開発責任者だ。

「事前の売り文句だと、まるで〈ケントゥリア〉は無敵かつ無む謬びゆうのシステムのようだったがね。これは少し、認にん識しきを改めねばな」

「はは、これは手厳しい」

　大おお仰ぎように肩かたをすくめたクルピンスキーの態度に、パルミシュは目を鋭く細めた。

「いいかな、そもそも──」

「それぐらいにしなよ、パルミシュ少将」

「……了解しました、閣下」

　割りこんできた彼の『上官』の言葉に、パルミシュはひとまず口を閉じる。

　その『上官』は、まだ若い──若すぎる青年だった。一〇代後半の年とし頃ごろで、甘い顔立ちにはどこか作り物くさい笑えみが張り付いている。だらしなく着き崩くずした野戦服には、中将の階級章があった。

　オルカン・アタエフ共和国防衛隊司令。ガルナスタン共和国大統領ムーザ・アタエフの一人息子むすこである。

　共和国防衛隊はガルナスタン軍の最精せい鋭えい部隊であると同時に、大統領に直属する私兵としての側面を強く持っている。だからこそ大統領の息子であるオルカンが、司令の座に据すえられているのだ。

　隊の実際の指揮統とう率そつは、パルミシュら幕ばく僚りように丸投げされているが。

「君の言いたいことも分かるけどさあ、ここは僕の顔を立てると思って」

　大統領と直接に契約したＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が、形式上は共和国防衛隊の指揮下に入っているのもそれが原因である。

「分かっておりますとも」

　パルミシュがうっそりとそう言うと、オルカンは満足気にうなずいた。

「しっかしさあ、これってどうも地味だよね」

　情報システムのパネルをながめながら、アタエフは退たい屈くつそうに言った。

「もっとさ、分かりやすいのはないかな。こう、派手にひゅー～、ドカーン！──って具合にさ」

「分かりました、では」

　眼鏡をかけた怜れい悧りな女性──Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長秘書のナタリア・イワノヴナが、手早く端たん末まつを操作した。

「おおっ!?」

　パネルの映像が切り替わった。前線で戦う〈ケントゥリア〉から送られた、メインカメラの映像だ。

　激しく揺れる映像は鮮せん明めいとは程ほど遠いが、それだけに異様な迫はく力りよくがあった。

「マジ？　これマジなの!?」

　押っ取り刀で飛び出してきた〈サベージ〉に、曳えい光こう弾だんの火線が伸のびる。容よう赦しやのない銃じゆう撃げきを浴びて、横転する〈サベージ〉に、オルカンは歓かん声せいを上げた。

「はは、すごいや。ガチで戦争やってるよ。ＦＰＳなんて目じゃないって」

「…………」

　手を叩たたいてはしゃぎ回る上官の姿を、パルミシュは苦々しく見やる。と、今まで無言だった対面の男が口を開いた。

「そちらの計画は、よくできている」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長であるステファン・ミハイロフの言葉に、パルミシュは少し驚おどろいた。

　今回の作戦計画自体は、ガルナスタン軍が以前に立案したものがほぼそのまま使われている。その中心になったのは、パルミシュ自身だ。

　元々ガルナスタン軍は独立時、旧ソ連のトルキスタン軍管区第一軍を基幹として建軍されている。それ以前はパルミシュも、ソ連軍の将校だった。

　その経験や知識を元に立案した計画には、確かな自信がある。もっとも実行に移すため、どこの馬の骨とも知れないＰＭＣの戦力を借りねばならなかったのは、何とも業ごう腹はらではあったが。

「奇襲案から強襲案に移行したとして、あの計画なら問題なく成功するだろう。違うのかな、参謀長？」

「分かっている」

　だからこそその相手からこう出られては、何も言えなくなる。

　そんな部下の内心を知ってか知らずか、オルカンは脳天気な声を上げた。

「おっと忘れてた、ちゃんとお袋ふくろ──じゃなかった大統領閣下に報告しないと。ええと、こういう時は『トラトラトラ』だっけ？」




　クラノヴォーツク基地は、混乱の極きわみにあった。

「本気なのか、ガルナスタンの連中は？」

　地下シェルターの緊きん急きゆう作戦室で、基地司令のコーネフ少将は、呆ぼう然ぜんと呻うめいた。

　急報を受けた当直将校からの連絡で叩き起こされ、作戦司令室に駆けつけてからまだ五分も経たっていない。そのわずかな時間で、事態は取り返しのつかないほど悪化していた。

　敵の襲撃は、水みず際ぎわ立ったものだった。

　闇夜をついてぎりぎりまで基地に接近した後、哨しよう戒かい網もうに引っかかった瞬しゆん間かんに全力を挙げた強襲に移ったのだ。その判断の良さ、思いきりの早さが尋じん常じようではない。

　真っ先にＡＳ等の格納庫が狙ねらわれた。ＡＳを始めとする機き甲こう戦力の大半が、無人のまま無残に破は壊かいされ、虚むなしく骸むくろを晒さらしている。寝ね込こみを襲おそわれた兵士たちはろくな統制も取れないまま、雑多な小火器で敵ＡＳに楯たて突つくしかできないでいる。

「何を、何を考えている？」

　実のところロシアの政府や軍上層部は、ガルナスタンとの緊張が実戦にまで至る可能性は皆かい無むだと判断していた。

　ガルナスタンの天然資源がいくら豊富でも、その大半は旧ソ連時代に開発されたものであり、今でも採さい掘くつ施し設せつの大半はロシア人の技術者によって運営されている。しかもその石油やガスを運ぶパイプラインは北方、つまりロシア方面にしか延びておらず、買い手の大半もロシアなのである。

　ロシアとしては、ガルナスタンが示している採掘施設の国営化やクラノヴォーツク基地の返へん還かん要求は、少々過激な値上げ交こう渉しようといった認識でしかなかった。仮にガルナスタンが施設を接収してロシアへの資源禁輸を始めた場合、確かにロシアの経済も打撃を受けるだろう。だが資源輸出の他ほかにろくな産業を持たないガルナスタンは、それ以前に国そのものが破産してしまう。

　であるからこそクラノヴォーツクへの戦力増強も、言わば見せ金の吊り上げレイズであり、実戦を想定したものでない。震ふるえ上がったガルナスタンが大人しく恭きよう順じゆんさえすれば、問題のない要求のいくつかは呑のんでやってもいい。そんな余よ裕ゆうすらあった。

　彼らは間ま違ちがっていた。ガルナスタンは──正気かどうかはともかく──完全に本気だったのだ。

「司令、本国に増ぞう援えんの要よう請せいを！」

「馬ば鹿かを言うな！　そんな恥はじさらしが──いや、そもそも間に合うものか！」

　その瞬間、作戦室が大きく揺ゆさぶられた。

「じ、地じ震しん!?」

　トーチカ並みの強度を持つはずの天てん井じようが吹ふき飛び、コンクリートの破は片へんがばらばらと降り注ぐ。ぽっかりと開いた大穴からは、夜空がのぞいた。

　そして基地司令をはじめとした司令部要員を見下ろす、黒々としたＡＳの影かげ。十字型のメインセンサが明めい滅めつし、合成音声が呼びかける。

《これ以上の抵てい抗こうは無意味である。今すぐ武器を捨て、投降せよ。繰くり返す──》




　　　　２




《各目標の制圧に成功。これより、最終フェーズへと移行する》

「信じられん、こんなにもあっさりと──」

　クラノヴォーツク基地における、あまりにもあっけない勝利。その報しらせに、パルミシュ参謀長は呻くことしかできなかった。

　確かに作戦の原案は彼が立てたものだが、現在のガルナスタン軍の練度・装備では、実行は不可能だと半ば放ほう棄きしていたのだ。

（それを、こうも簡単に）

　海外から雇やとったＰＭＣ、それも無人ＡＳによる完勝を見せつけられ、パルミシュは酷ひどく覚おぼ束つかない気分になった。自分たちガルナスタン軍の存在意義を、根こそぎ否定された気がしたのだ。

「あー、面おも白しろかった」

　オルカンは気楽な口調でそう言いながら、だらしなくシートにもたれかかったまま手足を伸ばす。

「さて、今度は僕たちが働く番か。やれやれ、面めん倒どうだなあ」

　ぼやきながらオルカンは腰こしを浮うかせた。

　たとえ基地の攻こう略りやくを実行したのがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．だとしても、表向きはガルナスタン軍による接収という形式を守らねばならない。それが政治というものだ。

　その接収が軍の最精鋭である共和国防衛隊によるものであり、かつ率いているのが大統領の若き後こう継けい者しや候補となれば、宣伝効果も非常に高い。

　要するに、茶番劇ではあるが。

「～～～～♪」

　鼻歌を歌いながら指揮車を降りようとしたオルカンが、怪け訝げんそうに振ふり向く。パルミシュ少将が、まだシートに座りっぱなしだったのだ。

「どうしたんだい、行くよ」

「申し訳ありません、司令閣下」

　よろめきながら立ち上がる参さん謀ぼう長。オルカンには、腹心の部下が急に一〇年近くも歳としを取ったように見えた。




「予想よりも、ずいぶんと早かったな」

　ガルナスタン側の二人が車外に出たのを見計らって、ミハイロフはクルピンスキーにそう言った。

「それはまあ、〈ケントゥリア〉の肝きもは成長するＡＩだからね。作戦行動のたびに経験し、学習し、戦術も行動も洗練されていく。しかもインペリウム・ネットワークを通じてデータは共有され、個々の機体が失われてもその成長は全体へと反映されるんだ。たとえ機体のスペックは同一でも、戦せん闘とう能力には雲うん泥でいの差があるよ」

「群体として進化し続けるＡＳ、ですか」

　うそ寒そうにつぶやくナタリアに対し、クルピンスキーは首を振った。

「進化というのは、生物種の環かん境きよう適応による不可逆的な形態変化だよ。この場合には相応ふさわしいと言いかねるかな。やはり成長や進歩と呼んで欲しいね」

　調子よく舌を回すクルピンスキーに、ミハイロフは低い声で言った。

「進歩し続けているにしては、どうも肝かん心じんなところで信用できないようだがな」

「やはり、そのことかね」

　薄うすい笑えみを顔に張りつけ、クルピンスキーは口先では弁明してみせる。

「アキラくんのことは、私もすまないと思っているよ」

「アキラ一人のことではない。自分の背中を撃うちかねない味方を連れて歩くなど、もってのほかだ」

「その件に関しては、モーガン会長からも怒おこられたよ。信しん頼らい性せいのないシステムでは、ビジネスにならないとね。まあ身内での試験運用段階だったから、表おもて沙ざ汰たにならなかったのはもっけの幸い。それに姉の方ならともかく、彼はそれほど惜おしい手て駒ごまだったのかい？　こういうのをそちらの言葉では、許容しうる損害と言うんじゃなかったのかな」

「な──」

　腰を浮かせかけたナタリアだが、ミハイロフ自身は太い眉まゆをわずかに動かしたのみだった。

「否定はできんな」

「なるほどね」

　分かっている、と言わんばかりにクルピンスキーは笑みを深めた。

「暴走した〈ケントゥリア〉の残ざん骸がいは、今でも解かい析せき中だ。無論、インペリウム・ネットワークからは切断している。二度とこういった事故が起こらないよう、万ばん全ぜんを期すつもりだからね」

「それがお前の仕事だ」

　腕うでを組んだミハイロフが、ふといった調子でつぶやいた。

「ナターシャ、例の件はどうなっている？」

「『猟りよう犬けん』の手配は済みました。万事、滞とどこおりなく順調です」

「分かった。俺も明日には現地に向かう」

　上司の言葉を聞いたナタリアが、ややためらいがちに言う。

「ですが、これでは彼女も巻きこむことになりますが」

「当然だ。たとえ家出娘むすめでも、最後に一働きしてもらう」




　指揮車両の前には、共和国防衛隊の主力が集結していた。

　払ふつ暁ぎようの空の下、仮設の陣じん地ちはすでにあらかた撤てつ去きよされている。将兵たちは整列して、彼らの司令官を待っていた。

「総員、オルカン・アタエフ司令閣下に礼!!」

　傍かたわらに立つパルミシュの号令一下、一いつ斉せいにオルカンへと敬礼が捧ささげられる。アタエフもまた、鷹おう揚ように答礼した。

「これより閣下の訓辞がある。謹きん聴ちようせよ」

「我わが軍は当初の計画に従い、クラノヴォーツク基地の接収に向かう！」

　うながされるまま、オルカンは朗々と声を張り上げた。

「諸君らも知っての通り、クラノヴォーツクは一九世紀にロマノフ朝の軍が要よう塞さいを築いて以来、長きにわたってロシアによる侵しん略りやくと支配の拠きよ点てんであった！　彼かの地を奪だつ還かんすることによって、初めて我がガルナスタンは真の独立を果たすのだ！」

　と、その盛り上がりどころで、不意にオルカンの表情が弛ゆるんだ。全くもって、いつもの締しまりのない顔へと。

「要するに、ここは一世一代の格好つけどころってわけだ。みんな、精々目立てよ」

　隊列のそこかしこから、失しつ笑しようが上がった。傍らのパルミシュが叱しつ責せき代わりの咳せき払ばらいをするが、オルカンは気にせず内心で拳こぶしを握にぎる。

（よし、ウケは取れた）

　ふとその視線が、隊列の最前列に向けられた。オルカン自身が直率するＡＳ中隊、その端はしに立つＡＳ操縦服を着た少女を見やる。

　やや吊つり気味の目としなやかな体型が特とく徴ちよう的な、どこか猫ねこを思わせる少女だった。ソラヤ・パルミシュ少しよう尉い、パルミシュ参謀長の娘であり、主にオルカンの護衛役を務めている兵士だ。

　オルカンは軽く目配せをするが、ソラヤにはあっさりと無視された。ならばとウインクを送るものの、これまたスルー。半ばムキになって手でも振ろうとしたところで、パルミシュ参謀長が先ほど以上に大きな咳払いをした。

　どうやら調子に乗りすぎたようだ。反省。

「ぼ──私からはこれまでだ。総員、配置に付け」




　ガルナスタン軍の装備は、旧ソ連軍時代に引き続き、ロシア製の兵器が大半である。ＡＫライフルのような小火器ならば自国で生産しているが、戦車やＡＳといった重装備のほとんどは、以前の蜜みつ月げつ時代にロシアから輸入したものである。

　今ソラヤ・パルミシュ少尉が操縦している、共和国防衛隊所属のZy─99Ｍ〈シャドウ〉も、その一機だ。

　原野を進む〈シャドウ〉の右足に、ソラヤはわずかな違い和わ感かんを覚えた。

（整備不良かしら？）

　これは後で、点検をせねば──そこでふとソラヤは、父であるパルミシュ参謀長の言葉を思い出した。

（ロシアからの兵器輸入が滞って久しい。今はまだ第三国経由で部品を調達できているが、ロシア側が本気で締め付けを始めればどうなることか。かといって兵器の輸入先を切り替かえるにしても、機種変へん換かんの訓練でどれほどの時間がかかるか分からん）

　出しゆつ撃げき前、久しぶりに戻もどった自宅で、父はひどく深刻そうに言っていた。

（そもそも我々は号令や操そう典てんの類たぐいさえ、いまだロシア語を使っているのだぞ。このような有様でロシアとの戦争になって、勝てるものだろうか）

　まだ一いつ介かいのＡＳオペレータでしかないソラヤだが、それでも父の悩なやみや心配は理解できる。もしかして今のガルナスタンは、取り返しの付かない過あやまちを犯おかそうとしているのではないか。

『おーい、聞こえてるかいソラヤちゃん』

　その時、何の悩みも心配もない脳天気な声が、コクピットに響ひびいた。秘ひ匿とく回線を通じた、オルカン・アタエフ中将閣下直じき々じきの通信である。

　ふと見ると右みぎ隣どなりを進むオルカンの〈シャドウ〉が、ぴっと右の親指を立てていた。むかつく。

（……あのバカチン──っていけない）

　かっとしかけた頭を何とか冷やし、ソラヤは可能な限り冷静な声を出した。

「何のご用でしょうか、閣下」

『つれないなあ、僕と君の仲じゃん。他ほかに誰だれも聞いてないんだし、いつも通りで行こうよ、いつも通りでさ』

　あまりにもいつも通りすぎる、オルカンの軽けい薄はくな物言いに、ソラヤは段々と頭が痛くなってきた。

　ソラヤの父であるパルミシュ将軍は、バルイシュ・アタエフ前大統領の腹心だった。のみならずプライベートでも家族ぐるみの付き合いがあり、その信頼はバルイシュ大統領の死後、娘のムーザが後継者となった後も変わっていない。

　一言で言えばオルカンとソラヤの二人は、同年代の幼おさな馴な染じみなのだ。

『あれぇ、今度はだんまり？　つれないなあソラヤちゃん。ほんと、大人になるって悲しいことだよね』

「……それじゃあ、お言葉に甘えていつも通りにいかせてもらうけど」

　すっと息を吸いこみ、ソラヤは物もの腰ごしを切り替えた

「さっきの態度は何なのよ!?　せっかくの大おお舞ぶ台たいで、笑いものになりたいのアンタは！」

『ああ、あれね。大だい丈じよう夫ぶだって、本番じゃ真ま面じ目めにやるからさ。こう、ちゃんと、キリッて感じで』

　あくまで軽い語調で、オルカンは答える。だがソラヤはこの幼馴染が、人前だと割と役者になることを知っていた。

（この様子だと、大丈夫かな？）

　念のため、もう一度だけ発はつ破ぱをかけておく。

「しっかりやんなさいよ。アンタ、顔だけは割とまともなんだから」

『分かってるって』

　そこで一度、会話は途と切ぎれた。不意に戻った静せい寂じやくの中、ソラヤはふと父との会話を思い出す。

　少しだけ迷った後、今度は彼女の方から通信を繋つないだ。

「ねえ、ちょっといいかな？」

「もちろん、僕はいつでもＯＫだよ」

　軽口を無視し、本題を切り出す。

「本当に大丈夫だと思う」

「何がだい？」

「このまま、ロシアと戦争になってもよ」

『大丈夫じゃない？　お袋ふくろもおやっさんも、勝つ算段くらいは立ててるだろうし』

「…………」

　続く言葉を口にするまでには、相当の葛かつ藤とうがあった。もし他に漏もれたら、自分はともかく父にまで累るいがおよびかねない。

「……父さん、このままでは勝てないかもって言ってた」

『ええ!?　こりゃ大変だ！』

　ひどく芝しば居いがかった大声を、オルカンは張り上げる。

『軍部の重じゆう鎮ちんたるパルミシュ少将閣下ともあろうお方が、まさかの敗北主義者的な発言とは！　こりゃあスキャンダルですよ、スキャンダル』

「茶化さないで！」

「……ごめん」

　ほんの少しだけ、沈ちん黙もくが続いた。

「もう、無理なのかな？　戦争を避さけるのは」

『そりゃ無理だよ』

「あんたじゃ無理でも、ムーザ小お母ば様──大統領閣下に直じき訴そすれば……」

『だから、それが無理だって言ってるの。お袋には、戦争を止められないよ』

　ふと、オルカンの声の調子が変わったことに、ソラヤは気づいた。

『ガルナスタンをロシアと対立するよう舵かじを切ったのは、死んだ祖じ父いさんだ』

「でも、あの時の大統領は──」

『ああ、どこからどう見ても耄もう碌ろくしてたね。でもうちのお袋が祖父さんの跡あと継つぎとして大統領に担かつぎ上げられたのは、政権内での権力抗こう争そうを避けるためだ。そんな御み輿こしが、祖父さんの方針に逆らえるはずないだろ』

「…………」

　ソラヤは、何も言えなくなっていた。誰もが漠ばく然ぜんと思っていながら、誰も口に出来なかった事実を、オルカンは舌先で切り取ってみせたのだ。

『少し目め端はしの利きく奴やつなら、誰でも分かってるさ。このまま続けばやばいってことぐらいね。でも、誰もそのことを口にはできない。言った途と端たんにそいつは亡なき先代大統領閣下の遺命に背そむく不忠者として、失しつ脚きやくまでまっしぐらだ』

　からからと、乾かわいた声でオルカンは笑う。

『いや、何だろうねこれって。笑えるじゃないか──笑うしかないじゃないか』

　初めて幼馴染が見せる姿に、ソラヤは半ば圧あつ倒とうされていた。ややあって、独りごつように言葉を絞しぼり出す。

「どうにも、ならないんだね」

『どうしようも、ないんだよ』




　　　　３




　ガルナスタン共和国の首都であるガルナバシュは、五年前まではポルトラツクという名だった。バルイシュ・アタエフ前大統領が、国民議会から『ガルナ人の父』を意味するガルナバシュの称しよう号ごうを贈おくられた際、首都の名前も同様に改めたのだ。

　市街のほぼ中央には広大な独立広場が広がっており、その中央では前大統領の巨きよ大だいな像が、黄金色に輝かがやいている。さらにその周囲には、大統領宮きゆう殿でんや国民議会議事堂といった国家機関の中ちゆう枢すうが集中していた。

「現地からの報告によりますと、クラノヴォーツク基地の接収は、予定通り無事に成功いたしました」

　ガルナスタン大統領宮殿の第二会議室では、臨時の国防会議が開かれていた。参加者はムーザ・アタエフ大統領以下、外務相と財務相、それに国防相の四人のみである。

「極きわめて遺い憾かんながら、現地では若じやつ干かんの武力衝しよう突とつが起こり、ロシア軍の将兵に多少の被ひ害がいが出たようだ。だがその責任は全すべて、頑かたくなに基地返へん還かんを拒こばみ続けたロシア側の横暴にあることは、極めて明白である──政府からの公式発表としましては、このようなものを予定しております」

「結構だ」

　恰かつ幅ぷくの良い国防相の報告にうなずいた大統領は、つづいて外務相に視線を移す。

「それで、ロシア政府からの抗こう議ぎ文章は？」

「連中、かなり慌あわてておるようですな。通り一いつ遍ぺんのことしか言ってきておりません」

　小男の外務相は、含ふくみ笑いを浮うかべてそう言った。

「モスクワでは、まだ事態を把は握あくし切れておらんのでしょう。こちらからは何もせずとも、時間は稼かせげます」

「その間にこれを発表すれば、ロシアはもはやぐうの音も出ますまい」

　最後に痩やせぎすの財務相が、手にした書類を卓たく上じように広げた。米国の石油メジャー、アングロ・オイル社と秘密裏りに交かわした契けい約やく書しよだ。

　接収し、国営化したカスピ海の油田・ガス田に対する経営のアドバイスや、採さい掘くつ作業の下した請うけ。ロシアルートに代わる、新たなパイプラインの敷ふ設せつ。これらの事業に必要とされる莫ばく大だいな資本の投下といった内容が、事細かに記されている。

　これらの全てが成功すれば、ガルナスタンは独自の天然資源の販はん路ろを開かい拓たくし、莫大な富を得ることが出来るだろう。

「これでようやくガルナスタンはモスクワの頸くび木きから解き放たれ、真の独立が得られるのですな」

「左様、ようやく先代の悲願が達成されるわけです」

「ガルナバシュ万ばん歳ざい！　ガルナスタン万歳！」

　三閣かく僚りようは揃そろって起立すると背筋を伸のばし、会議室の一角に掲かかげられたバルイシュ前大統領の肖しよう像ぞう画がに向かって、深々と一礼した。

　その様子を、ムーザ大統領は黙もく然ねんと見やる。白けた感情を表情に出さないためには、それなりの努力が必要だった。

（真の独立、か……）

　大統領は正直、そこまで楽観的には考えられなかった。

　基地の占せん領りようを成功させたＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の戦力にせよ、将来の経済的繁はん栄えいを約束するはずの石油メジャーとの契約にせよ、何一つとしてガルナスタンが独力で獲かく得とくしたものではない。

　全ては、ジオトロン・エレクトロニクス社の斡あつ旋せんによるものだ。今のガルナスタンは言わば、国家戦略そのものをジオトロンへと丸投げしたに等しい。

　こんなことで、本当にあのロシアに勝てるのだろうか。よしんば勝利したとして、それは結局のところ──

（──首輪の主あるじが、ロシアからジオ社に替かわるだけではないのか？）

　だがムーザ大統領は、その考えを口にすることは出来なかった。




　ロシア連れん邦ぽう軍参謀本部情報総局ＧＲＵとは読んで字のごとく、ロシア軍における情報機関である。ソ連時代には有名な国家保安委員会ＫＧＢに匹ひつ敵てきする巨大な諜ちよう報ほう機関であり、ソ連解体に伴ともなってＫＧＢが分割された後も、ロシア連邦軍の内部に残り続けた。

　その日、モスクワにあるガラス張りのＧＲＵ本部庁舎は、蜂はちの巣をつついたような大おお騒さわぎだった。

「──以上で、現地よりの報告を終わります」

「ご苦労」

　自らの執しつ務む室で、デミトリー・キリエンコ少将は部下の報告に耳を傾かたむけていた。深い灰色の目は、書類に添てん付ぷされた写真を見つめていた。

「やはり、ジオトロンの無人ＡＳか」

「間ま違ちがいありません。ＰＭＣを通して、ガルナスタンに提供された模様です」

　キリエンコ少将は、ＧＲＵ生はえ抜ぬきの情報将校だ。冷戦終結やソ連崩ほう壊かいといった難しい時代を巧たくみに泳ぎ抜き、今はＧＲＵの中枢に席を占しめている。

「まさかガルナスタンの連中、国ごとジオトロンに身売りするとは」

「圧力をかけすぎた。あれだけ追い詰つめられれば、ネズミでも猫ねこ相手に牙きばを剥むく」

　キリエンコ少将の怒いかりは、ガルナスタンよりもむしろ自国の政府や軍上層部に向けられていた。

（だから何度も警告していたのだ、もっと早く落としどころを見つけろと。それを開戦の覚かく悟ごもないまま、いたずらに武力だけを振ふり回すからこうなる）

「それで、どうなさいます？」

「どうするも何も、決まっているだろう。向こうが本気な以上、こちらも本気で戦争をするだけだ」

　頭とう髪はつのないつるりとした頭と、鷲わし鼻ばなが印象的な顔に、少将は酷こく薄はくな表情を浮かべた。

「ガルナスタンの人民諸君には気の毒だが、火遊びのツケは払はらって貰もらおう」








第三話　蒼あおい炎ほのお









　　　　１




「中央アジアのガルナスタン共和国、ですか」

〈シンドバッド〉号の船室、再度行なわれている事情聴ちよう取しゆの場で、ベルトランは菊きく乃のの言葉に唸うなった。

「ええ。ムーザ・アタエフ大統領から直接、わたくしどものＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が請うけ負いました」

「ワタクシドモのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ね……」

「気持ちは分かるけど、そこでつっかかるなよ」

　口を尖とがらせるクララを、達たつ哉やはたしなめた。ふんと鼻を鳴らし、クララはそっぽを向く。そんな二人のやり取りに、菊乃は小さく笑った。

　達哉の尋じん問もんへの立ち会いは、菊乃の方から求めたものである。彼が同席するのなら、新生Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービス側の欲ほつする情報の提供もやぶさかではない、と。

　実際、どういう心境の変化なのか、今回の尋問において菊乃は驚おどろくほど協力的だった。もっとも達哉自身は特にすることもなく、置物のように黙だまって座ったまま、話の流れを静観しているだけだが。

「そして攻こう撃げきの対象がロシア軍、と。つまりジオトロンの計画は、新たな段階に入ったということですか」

「それはもう。モーガン会長とムーザ大統領が、直じかに顔を合わせて交こう渉しようをしたくらいですし」

「もはや単なる新型無人ＡＳのテスト、という範はん疇ちゆうを超こえていますね。ジオトロンの狙ねらいは、カスピ海周辺の莫大な天然資源の利権ですか。それにロシアの脇わき腹ばらに楔くさびを打ち込むというのは、アメリカ政府や軍の一部の方々には魅み力りよく的でしょう」

「わたくしの知らないことまでは、さすがに申し上げられません。勝手な推測を交えては、そちら側もかえって迷めい惑わくでしょうし」

　表面上だけは穏おだやかに、ベルトランと菊乃はやり取りを続ける。それを脇で聞きながら、達哉は徐じよ々じよに顔を強こわ張ばらせていった。

　事態の深刻さは、達哉にでも分かる。

　今までのように、第三世界の紛ふん争そうへの介かい入にゆうではない。歴れつきとした大国の正規軍相手に、〈ケントゥリア〉はその戦力と価値を証明してしまったのだ。

　そしてその裏にある、ジオトロンの思おも惑わくと欲望。それは米ロ両大国の対決を招きかねない、深刻な火遊びである。もう冷戦が終結して一〇年以上になるというのに、ジオトロンは時計の針を巻き戻もどす積もりなのだろうか？

「────」

　これが自分にとって紛まぎれもない現実だと再確かく認にんし、達哉は重く息をつく。目を逸そらす余よ裕ゆうなど、今はどこにもないのだ。

　そう達哉が考えていると、ベルトランは菊乃に向き直った。

「つまるところ、カエサル・プロジェクトとやらの焦しよう点てんは現在、ガルナスタンに移動していると」

「そう取られても構いません。ステンカ小お父じ様も、今はそちらにおられるはずですし」

　彼女の言うステンカ小父様──ステファン・ミハイロフの名に、クララが反応した。

「キクノ、オメーはアタシらへの情報提供の見返りに、ボスのミハイロフに会うのを協力しろって言ったよな？」

「ええ。このまま官憲に引き渡わたされては困りますし、どうやら脱だつ出しゆつも無理そうです。ご協力、願えませんか？」

「貴様、自分が条件を付けられる立場だと思っているのか」

　今まで無言で立っていたアデリーナが、鋭するどく菊乃をにらみながら言った。その手には黒光りするサブマシンガンを、これ見よがしに構えている。

「あれだけのことをしておいて、射殺されないだけでもありがたいと思え。大体あの時、サミーラを止めるのがどれだけ大変だったか」

「サミーラさん、ずいぶんとご立腹でしたからね」

「人ごとのように言うな。いっそ今からでも──」

「そこまでにしとけよ、リーナ」

　不毛な口論を始めかけたアデリーナを、クララが止めた。

「コイツが自分からベラベラ白状してくれるなら、それにこしたことはねーよ」

「…………」

　まだ納なつ得とくがいかないという不満げな様子ながら、アデリーナは無言で引き下がった。そのタイミングを見計らい、ベルトランが口を開く。

「とりあえず、今日はここまでにしておきましょう。こちらとしても、得られた情報の分ぶん析せきや確認が必要です」

「だよなー、裏はちゃんと取っとかないと──っておっと」

　椅い子すにもたれていたクララが、時間を確認して飛び起きた。

「やべ、もう時間だ。アタシ行ってくるから、後はヨロシク」

　言うなり駆かけ出そうとするクララに、菊乃が声をかける。

「どうしました社長さん、ずいぶんと急いでいますけど」

「今から友達がクニに帰るんだよ。だからちゃんと見送らないと」

　笑え顔がおで──だが一いち抹まつの寂さびしさをこめ、クララはそう言った。




「では、わたくしどもはこれで失礼いたします」

　ベルベラ港の埠ふ頭とうで、マルヤムは丁てい寧ねいに一礼した。

「舅しゆうと殿どのには、よしなに頼たのむぞ」

　見送るユースフが、幼い妻を優やさしく抱ほう擁ようする。その感かん触しよくに、マルヤムはうっとりと目を細めた。

　背後ではラシッドの貨物船〈ルイアン〉号が、すでに出港の準備を整え、マルヤムの乗船を待っている。

「その、サミーラもユースフ様のことをお願いします」

「……当然」

　言わずもがななことを、わざわざマルヤムはサミーラに告げる。その頃ころになって、ようやくユースフはマルヤムの様子が少々妙みようなことに気づいた。

「どうしたのだ？　あまり別れを引き延ばすは、かえって不ふ吉きつぞ。〈ルイアン〉号の皆みなにも迷惑をかけることとなろう」

「それは、その……そうなのですが」

「……若、分かってない」

　恐きよう縮しゆくするマルヤムと、呆あきれ顔のサミーラ。二人の少女の様子に、ユースフが不ふ審しんを覚えた時だった。

「おーい！」

　埠頭に、元気な少女の声が響ひびき渡る。暑さとその他諸もろ々もろで顔を真っ赤にしたクララが、全速力で駆け寄って来た。

　その後ろからはアデリーナが、早足でついて来ている。

「待たせたな、すまね」

「いえいえ、こちらこそお忙いそがしいところをわざわざ見送りに来ていただき、恐きよう懼くに堪たえませぬ」

　相も変わらず横おう柄へいな態度のクララと、馬ば鹿か丁てい寧ねいな仕草を崩くずさないマルヤム。何とも凸でこ凹ぼこな少女たちのやり取りは、妙に微ほほ笑えましかった。

「何だ、クララを待っておったのか。ならば初めからそう言えばよかろう」

「……そういうことを察せないのが、若の駄だ目めなところ」

「む──」

　寸鉄の一言で主あるじを黙らせ、サミーラはアデリーナに向き直る。

「……首しゆ尾びは？」

「上々だ。今はベルやハッサン中ちゆう佐さが、裏を取っている」

「そうか、報告はまとまってから受け取ろう」

「了りよう解かいした」

　具体的な固有名詞を省いた会話だが、それでも大意は伝わる。部外者であるマルヤムだが、曇くもりかけた顔に気き丈じような笑みを浮うかべる。

「皆様のご武運、お祈いのり申し上げます」

　言うなり、今度はひどく真しん剣けんな表情で、懐ふところから火打ち石を取り出した。

「何でも東洋では昔、出しゆつ陣じんの際に火打ち石を打って武運を祈る風習があったとか。わたくしもそれに倣ならい──」

「……今はマルヤム様が見送られる方」

「ていうかそれ、何もかも間ま違ちがっているから」

「も、申し訳ありません」

　赤面したマルヤムが、そそくさと〈ルイアン〉号に乗った。何度も振り返る彼女に、そのつどユースフはうなずき、クララは大きく手を振る。

　やがて汽笛の音も高らかに、〈ルイアン〉号は出港する。岬みさきを回った船が沖おき合あいに姿を消すまで、一同はじっと見送っていた。




　その時マルヤムもまた〈ルイアン〉号の甲かん板ぱんから、遠ざかっていくベルベラの港をじっとながめていた。

「マルヤム様、お部屋にお戻りを。ここは少々、日差しが強うございます」

「分かりました」

　従者の言葉に、マルヤムはうなずいた。

　それに出港直後の甲板では、船員たちが忙しく立ち働いている。部外者の自分が余りうろうろしていては、彼らの邪じや魔まになるだろう。

　ただでさえ、父に無理を言ってこの船に乗せてもらったのだ。これ以上の負担はかけられない。

　用意された船室に向かいながら、マルヤムは数日を共に過ごしたＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の面々を思い出す。

（本当に、良き方たちでした）

　最愛の夫であるユースフ、気心の知れたサミーラやハッサンだけではない。達哉やアデリーナ、そして新しい友達となったクララのことも、心からそう思う。

　そしてその一方で、心の奥底にほんの小さなしこりがあった。

　ユースフが武者修しゆ行ぎようの身であるのは分かっているし、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の危難を見過ごせないという義心も立派だと思う。だがその一方で、妻として国に残された身では、やはりそこに寂しさを感じる。

「ねえ、もしわたくしが助けを求めたら、ユースフ様は駆けつけてくださるかしら？」

「それはもう、当然ですとも」

　何気ないマルヤムの問いに、従者は大おお真ま面じ目めでうなずく。

「ユースフ殿でん下かならば、千せん尋じんの谷も万ばん里りの波は濤とうも乗り越こえて、必ずやマルヤム様をお救いくださるはずです」

「まあまあ、大げさですよ」

　力説する従者の姿に、マルヤムはくすくすと笑う。おそらくはお世辞だろうが、悪い気はしなかった。




　ベルベラには整備された商港だけではなく、こぢんまりとした漁港もある。うだるような暑さの中、何隻せきかの漁船がアデン湾わんを西に向かう〈ルイアン〉号と行き合った。

　そのうちの一隻で、船頭が鋭い目でじっと〈ルイアン〉号を見つめている。そして船体とすれ違うや否いなや、急いで無線機に飛びつく。

　今にも転てん覆ぷくしそうなオンボロの漁船で、唯ゆい一いつその無線機だけが最新型の機材だった。




「ミス・サンジョウの話の裏が取れました」

〈シンドバッド〉号の多目的室、集まったメンバーを前にベルトランがそう告げたのは、その夜のことだった。

「ずいぶんと早いな」

　配布された写真を見やったアデリーナの目がすっと細まった。

　隣りん席せきの達哉も、小さく息を呑のむ。

「リーナ、これって……」

「ああ、間違いないな」

　闇やみの中、非常に粗あらく、ピントもぼけている。だが、その姿は見間違えない。見間違えようがない。

「〈ケントゥリア〉……？」

　押し殺した呻うめき声を上げながら、達哉は写真に写された無人ＡＳをにらみつける。噛かみしめた奥歯が、鈍にぶく軋きしんだ。

　ＴＡＲＯＳタロスを介かいして達哉の才能やセンスを写し取りながら、迷いも葛かつ藤とうもなく、ただ破は壊かいと殺さつ戮りくのためだけにそれを振ふるう無人ＡＳ。その存在そのものが、まるで歪ゆがんだ自画像を見せつけられているようで、怒いかりと嫌けん悪おをかき立てる。

（潰つぶす──）

　改めて達哉は、そう心に決めた。

「これは、ガルナスタンでのものか？」

　ユースフの質問──というより確かく認にんに、ベルトランはうなずいた。

「ええ。先日、ロシア軍のクラノヴォーツク基地をガルナスタンが接収──した際のものです」

「接収、なんて穏おだやかなモンには見えないけどな」

　写真をひらひらさせながら、クララは言った。確かに不ふ鮮せん明めいながら、その写真には戦場の片かた隅すみを切り取ったような迫はく力りよくがあった。

（ていうかベルさん、どこからこんな写真を手に入れたんだろ？　この前のルーマニアの要よう塞さいもそうだけどさ）

　内心で達哉が首を傾かしげている間にも、話は進んでいく。

「しかし、小さいとはいえ国一つが相手じゃ、どうにも手を出し辛づらいねえ。どうするんだい、これから？」

「中央アジアのど真ん中じゃ、この船で乗り付けるわけにもいかないし」

　整備課長のダニエラに、船長のサンチャと、女性陣じんが疑問を投げる。

「……インドシナで使った手はどう？」

　サミーラの提案に、ユースフが渋しぶい顔を作った。

「押しかけ助っ人として、ロシア側の反はん撃げきに参陣すると？　しかし、それは──」

「やめた方がいい。そんな手が通じるほど、甘い国ではない」

　ひどく硬かたい声で、アデリーナはそう言った。

　やや議題が詰つまる中、進行役のベルトランが、今まで黙だまっていた溝みぞ呂ろ木ぎに話を振る。

「ところで、クライアントとしてはどういう意向でしょうか？」

「せっかく〈レイヴン〉四機が雁がん首くびそろえてるんだ、派手に暴れてくれれば何も文句は言わねえ──いや、冗じよう談だんだ」

　たちまち一同が半眼になったところで、溝呂木は慌あわてて前言を翻ひるがえす。

「日本側としちゃ、カエサル・プロジェクトのＴＡＲＯＳ周りについては徹てつ底てい的てきに調べてもらいてえ。このまま放ほっといたら、いつＡＳ─１の開発にまで飛び火するか分かったもんじゃねえしな。俺個人としちゃ、あんなけたっくそ悪いガラクタは残らずぶっ潰して欲しいところなんだが、無理強じいはできねえよ」

「なるほど……」

　日本側も腹を括くくっているのは分かったが、かといって具体的な方策がもたらされたわけじゃない。

　そこでふと、達哉はあることを思い出した。

「あのさ──」

　やや小声で挙手すると、一いつ斉せいに目線が集まる。

「この間、ルーマニアで鉢はち合あわせしたアメリカ軍の特とく殊しゆ部隊のことだけどさ。えーっと、何て言ったっけ」

「報告にあったＳＥＡＬｓの分隊か？」

「そう、それ」

　アデリーナの訂てい正せいに、達哉はうなずく。

「あの連中も、何かジオ社のこと探さぐってるみたいだしさ。それに〈ケントゥリア〉とも戦ってた。うまく連れん絡らく取って、協力できないものかな？」

「……現時点で、決めつけるのは早計」

「よしんばＳＥＡＬｓがジオ社と敵対しておったとしてもだな。敵の敵が味方とも限るまいて」

　サミーラとユースフから立て続けにダメ出しされ、達哉も少し落ちこむ。と、クララが何か言いたげに口を開きかける。

「あ、あのさあ……」

「クララ」

　だがベルトランがそう呼びかけると、クララは慌てて口を閉とざす。

「ＳＥＡＬｓについては現在、社長独自のコネクションを使って接せつ触しよくを試みています。ですが──」

「詳しよう細さいについては説明できぬと？」

「申し訳ありません。進展があり次し第だい、報告します」

「それが社長補ほ佐さとしての判断なら、いたしかたあるまい」

　あっさりとユースフは引き下がった。軽く咳せき払ばらいしたベルトランは、話を続ける。

「この先ですが、当面はまず〈レイヴン〉の戦力化を第一に──」

　だが、そんな悠ゆう長ちようなことを考える余よ裕ゆうは、もはやなかった。

「い、一大事でございます！」

　部屋の扉とびらを押し開けて、ハッサンが転がりこんできた。

「何事か？」

　ただならぬ様子に、驚おどろく一同。

「ラシッド本国から連絡がありました。アデン湾を航行中の〈ルイアン〉号が、マルヤム様ともども海かい賊ぞくに拿だ捕ほされた由よしにございます」

「何!?」

　思いもかけぬ妻の変事に、さしものユースフも言葉を失った。




　　　　２




　独どく房ぼうで不意に大きな揺ゆれを感じ、菊乃は身を起こした。

「……あら？」

　部屋──いや船体そのものを震ふるわせる独特の振しん動どうに、ここまで伝わってくる喧けん噪そう。どうやらこの〈シンドバッド〉号は、ベルベラから出港しようとしているようだ。

[image: ]

　捕ほ虜りよである菊乃は、当然ながらＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の今後の計画予定など知らされてはいない。だが監かん視しの人間の言動や、尋じん問もんでのやり取りなどを注意深く観察することにより、おおよその当たりはつけていた。

　その予測よりも、ずいぶんと早い。

（どういうことかしら？）

　単に自分の推測が外れただけ、とは思えない。昨日の尋問の時には、今日出港する気配などまるで感じられなかった。

　おそらく、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．にとって予想外な、何らかの事情が出来たのだ。待ち望んでいた変化の兆きざしを感じ取り、菊乃は静かにその時を待つ。

　やがて、独房の扉が外から開かれた。現れた二人の人ひと影かげを見て、菊乃はぱっと顔をほころばせる。

「まあ、来てくれたのですか達哉さん。ついでにアデリーナさんも」

「ああ、ちょっと用があってな」

　答える達哉のやや硬い表情に、菊乃は自分の予想が当たったことを知った。

「さあさあ、おかけになって。あいにくと、何のおもてなしもできませんが」

「別に期待してないって」

　律りち儀ぎにそう答えながら、達哉はパイプ椅い子すに腰こしを下ろした。一方のアデリーナは無言のまま、自然体で壁かべにもたれている。

　これ見よがしに武器を持ってこそいないものの、こちらを監視しているのは明らかだ。もっとも菊乃自身は、もうその気はないのだが。

「それで、一体何が起こりましたか？」

「ラシッドの船がユースフの身内ごと、海賊に捕つかまった」

「まあ」

　菊乃が目を丸くしたのは、演技だけではない。実際にかなり驚いたのだ。

「ラシッド王家の方々を狙ねらったと？　ずいぶんと勇ゆう敢かんな海賊さんですわね。大昔のバルバリア海賊も顔負けです」

「確かにな。それで吹ふっかけられた身みの代しろ金きんってのが超ちよう法外で、ユースフのポケットマネーじゃどうしようもないらしい。国の王様に泣きついて、頭を下げれば話は別なんだろうけど──」

「そもそも、ユースフが完全に頭に血が上っているからな。あれでは血を見なければ収まらないだろう」

　達哉の言葉を、アデリーナが補足する。

「それでユースフ殿でん下かは自ら手勢を率いて出しゆつ陣じんし、愛いとしき姫ひめ君ぎみを取り戻もどすため、悪漢どもに誅ちゆうを下すと？　ああ、素す敵てきです。浪ロ漫マンですわ」

「……ま、まあ、やることはそれであんまり間ま違ちがっていない──のか、これって？」

　拘こう束そくされた体をくねらせながら、感極きわまった歓かん声せいを上げる菊乃を、達哉は引きつった顔で見やる。

「ていうわけでこの一件が片づくまで、しばらく色々と慌ただしくなると思う。尋問もしばらく中止だから、この部屋で大人しくしてろよ」

「それは構いませんが──」

　菊乃はふと、感じた疑問を口にする。

「なぜわざわざ、わたくしにそのことを教えてくれるのです？　今後の作戦行動の予定など、捕虜に伝えることではないでしょうに」

　特に意図があったわけではない。純じゆん粋すいな疑問だった。

「ああ、それは──」

「社長──クララの意向だ」

　達哉の言葉に割りこんで、アデリーナが答える。いつもむっつりした顔が、一ひと際きわ不ふ機き嫌げんそうだ。

　どうやら状じよう況きようが、よほど気に入らないらしい。

「お前との間に、何らかの信しん頼らい関係をつくりたいらしい。よりスムーズに情報を引き出すためにな」

「『アイツから腹を割った話を聞きたいなら、まずアタシたちから腹を割らないといけねーんだ』だとさ」

「気持ち悪い声こわ音ねを使うな、馬ば鹿か者もの」

　達哉を横目でにらみながら、アデリーナは嘆たん息そくした。

「全く、無意味としか思えん。甘すぎる」

「そうですか、あの社長さんが」

　意味ありげに笑う菊乃を、アデリーナはにらみつけた。

「言っておくがな、これ以上あの子の優やさしさ──もとい甘さにつけ込み、踏ふみにじるというなら、容よう赦しやはせん」

「まさか、そんなひどいことはいたしません」

「どうだかな。タツヤ、もう用は済んだ、格納庫にいくぞ」

「あ、ああ……それじゃあな」

　そのまま連れ立って部屋を出ようとする二人の背に、菊乃は呼びかけた。

「ねえアデリーナさん、あなたステンカ小お父じ様とは親交があったようですが、あの方の趣しゆ味みを知ってますか」

「知らんな。興味もない」

　足を止めたアデリーナが、不ふ審しんげに振ふり返る。そんなアデリーナに向かって菊乃は、わざとらしいほどに満面の笑えみを浮うかべる。

「釣つりです。わたくしたちも、よくお供させてもらいました」

「…………？」

「少し前になりますが、バリクでは中々の収しゆう穫かくでした。きっと撒まき餌えが良かったのでしょうね」

「そうか」

　若じやつ干かん、戸と惑まどったようにそう答え、達哉とアデリーナは独房を後にした。




　独房の扉がロックされるのと同時に、菊乃の顔から笑みがごっそりと抜ぬけ落ちた。鋭えい利りかつ真しん剣けんな顔でベッドに横たわり、今の話を吟ぎん味みする。

（わたくしの読みが正しければ──）

　十中八九、何らかの仕込みがあるはずだ。おそらくそれに合わせ、自分が行動に出ることも期待、もしくは予想されている。

　ならば当然、動くべきだ。一々具体的な指示を出されずとも、自分が為なすべきことくらいは臨機応変に判断できる。

　今まで数え切れない任務で、そうしてきたように。

（なのに、なぜわたくしは今しがた……）

　あのような警告じみたことを、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側に言ったのだろうか。状況によっては、あの一言のために計画がひっくり返ることもありえるだろう。これは、裏切り行こう為いだ。

　だがそもそも、先に裏切ったのは誰だろうか？

「わたくしは……」

　唇くちびるを噛かみしめ、菊乃は己おのれの内面へと潜もぐっていく。深く、そして静かに。

　幸いなことに、考える時間だけはいくらでもありそうだ。




「ソマリランド政府から、情報の提供がありました」

〈シンドバッド〉号の船橋で、ベルトランは地図を広げた。

「〈ルイアン〉号を拿捕した海賊の根こん拠きよ地は、ソマリアとの国境付近にあるこの半島です。両国とも領有を主張しており、事実上は無政府状態で放置されているとか」

「海に面した三方はほぼ崖がけに囲まれておるか。天然の要害よな」

　答えるユースフの声や振る舞まいは、今のところは冷静そのものだった。あくまで今のところは、だが。

「戦力も、アデン湾わんの海賊としては相当なものです。武装した舟しゆう艇ていに加え、根拠地の防ぼう御ぎよにはＡＳを使っています。ソマリランドも手を出しかねているらしく、こちらで対処するならば御おんの字じ、といったところのようですね」

「よーするに、アタシらが好き勝手に暴れてＯＫってことだな」

　力強くうなずくクララの姿に、ベルトランはため息をつく。

「正直、社長にはベルベラに残ってもらいたかったのですがね」

「ああん？　マルヤムはアタシのダチだぞ。それがヤバイってのに、大人しく引っ込んでられるかっての」

「まあまあ、社長殿どのお一人を港に放置は出来ず、さりとてわざわざ警護に回す人員の余よ裕ゆうは厳しいですから」

　間に入ったハッサンがなだめる。そこで、海図を確かく認にんしていたサンチャが言った。

「この半島なら、全速で急げば今日中に着くわね。どうする？」

「奇き襲しゆうの定石通り、夜を待つべきであろう。夜襲をかける」

　ユースフの言葉に、クララは顔をしかめる。

「マルヤムがヤベーんだぞ。少しでも早く助けるべきじゃないのかよ」

「なればこそ、万に一つの失敗も許されんのだ。確実に決めねばな」

　ユースフの意見に、一同はうなずいた。

「我々の戦力ですと、やはりＡＳが中心になりますね。海中から潜せん入にゆうし、人ひと質じちの確保と同時に回収のヘリを降ろす、といったところでしょうか」

「その際には、海からの支し援えんも必要でしょうなあ。後、ヘリには歩兵を乗せておきませんと」

「ＯＫ、手の空いた船員から陸戦隊を集めとく。ボーナスは弾はずんでよね」

「無論だ」

「とーぜん」

　サンチャの軽口に、スポンサーと社長は大おお真ま面じ目めにうなずいた。

「問題は、先行するＡＳですな。相当に困難な任務ですぞ」

「なに、ちょうどうってつけの機体があるではないか。これぞ天の配はい剤ざいというものよ」

　懸け念ねんするハッサンに、ユースフはそう言った。

「殿下、まさか──」

「〈レイヴン〉の三号機、私が預かろう」




　出しゆつ撃げきを控ひかえ、喧けん噪そうに満ちた〈シンドバッド〉号の格納庫。乗機の調整を終え、達哉は一度ＡＳから降りた。

　と、気づいたダニエラが声をかけてくる。

「どうだい、久々の〈シャドウ〉は？」

「いい感じです。やっぱりこいつ、しっくり来ますよ」

〈シャドウ〉の機体を見上げ、達哉は満足気に言った。

　このZy─99Ｍ〈シャドウ〉は、達哉が初めて乗ったＡＳだ。外見こそ輸出仕様のＭ型だが、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．独自のルートで入手した純正品のパーツが使用されており、ロシア本国仕様機とほぼ同等の性能を発揮できる。

　達哉も日本での初戦せん闘とうを皮切りに、カルロス相手の入社試験やユースフとの模も擬ぎ戦など、様々な試練を〈シャドウ〉と共に切り抜けてきた。ほぼ〈レイヴン〉一号機専属となった今でも、この機体には強い思い入れがある。

　今の〈シャドウ〉には水中用の推進ユニットが取りつけられており、出撃の時を待っている。

「あれって、まだ訓練でしか使ったことがないんだよなあ」

「……現時点のあなたの技術なら問題ない」

　静かな声は、サミーラのものだった。

　現在。〈シンドバッド〉号に搭とう載さいされている〈シャドウ〉は二機。もう一機にはサミーラが乗りこみ、達哉機と行動を共にする。

「お前に言ってもらえると、何か安心できるよ。ありがとな」

「……こちらこそ」

　屈くつ託たくのない笑顔で差し出した達哉の手を、サミーラは握にぎり返す。侍じ女じよの伏ふせた顔は、やや曇くもっていた。

「……そもそもこの戦いは、若とラシッドのもの。皆みなを巻きこんで申し訳ない」

「そんなこと、気にするなよ。ユースフは俺たちの仲間だし、あの姫ひめ様をほっとくわけにもいかないだろ。クララの友達でもあるんだし」

「……感謝する」

　そんな言葉を交かわしながら、達哉は並んだ二機の〈シャドウ〉をもう一度見上げる。その隣となりには、アデリーナの〈レイヴン〉二号機が駐ちゆう機き姿勢を取っていた。

　作戦計画では〈レイヴン〉二号機は上陸せず、〈シンドバッド〉号の船上から間接砲ほう撃げきによる火力支援を行なうことになっていた。そのため水中ユニットを装備しておらず、火力強化型の〈ブラスト〉仕様だ。

　偽ぎ装そう揚よう陸りく艦かんである〈シンドバッド〉号自体には、一いつ切さいの武装がないため、いざという時の護衛も兼かねているらしい。

　そしてそのさらに奥には、残る二機の〈レイヴン〉の影かげがあった。

「ったく、一号機も四号機も完調なんだがなあ」

　ぼやきながら溝呂木が、こっちに近づいてくる。

「おい達哉、今からでも遅おそくはないからよ、お前さんどっちかに乗れって」

「すんません、さすがにぶっつけ本番ってのはどうも」

　昨日から数え切れないゴリ押しを勧すすめる溝呂木を、達哉は辟へき易えきと見やった。新たに届いた四号機は言わずもがな、突とつ貫かん作業で修理──否いな、改修を受けた一号機も、だ。

「ったく、アンパイだのマージンだの、どいつもこいつもつまんねえことばかり言いやがって。そんなんじゃ、ろくなギグは出来ねえっての。もっとソウルの赴おもむくまま、プリミティヴなサウンドってものを──」

「……ドクター、静かに」

「──ああ、そうかよ」

　サミーラから遠えん慮りよも容よう赦しやもなく叩たたき斬きられ、溝呂木は不ふ機き嫌げんそうに舌を止めた。達哉も遠慮なく吹ふき出しておく。

「ったく、おたくのユースフ殿でん下かは御おん自ら三号機にお乗りになられ、出しゆつ陣じんあそばすんだろ？　見上げたガッツじゃないか。そのハートを、見習おうとは思わないのかよ」

「……その例は不適切。〈ファントム〉装備の操縦性自体は、従来の〈ブレイズ〉装備に準ずる。故ゆえに若なら問題ないと判断した」

「だよなあ」

　ちなみに三号機最大の特とく徴ちようである高度な電子兵装だが、ユースフは難なく使いこなしてみせた。新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のＡＳオペレータの中では、最も高度な軍事教育を受けているとはいえ、やはり大したものである。

　と、オペレータの教育と言えば──

「お前の親おや父じさん、今回は生身で出張るのか。大変だな」

「……大事なお役目」

　サミーラの父であるハッサンはＡＳオペレータでもあるのだが、今回はヘリで運ばれる陸戦隊を指揮することになる。

　ラシッド王国はペルシア湾の島を領有しており、また対岸のイランとも緊きん張ちよう状態が続いているため、陸軍には海兵隊的な性質が求められている。本来はラシッドの陸軍軍人であるハッサンは、演習で水陸両用戦を指揮したことがあり、その経験を買われた形だ。

　もっともハッサン本人は、主君や娘むすめに先陣を押しつけることには、忸じく怩じたる思いのようだが。

「……適材適所というもの」

「後で親父さんにそう言ってやれよ」

　全くぶれないサミーラに、達哉は苦く笑しようした。




　アデン湾の海かい賊ぞくは、概おおむね現地の漁民が発はつ祥しようである。

　外国人の不法漁業や不法投とう棄きによって漁場が荒あらされて魚が捕とれなくなり、食い詰つめて海賊行こう為いに手を付けた者。あるいは武装勢力に船頭として雇やとわれた漁民が戦いのやり方を覚え、独立して海賊に進化した者など、様々だ。

　何にせようち続く内戦のため悪化した治安と、大量に出回った武器弾だん薬やくが、その背後にある。

〈ルイアン〉号を拿だ捕ほした海賊たちの根拠地は、海上に突つき出した半島の突とつ端たんにあった。この一帯はソマリランドと隣りん国ごくとが共に領有を宣言しているが、実質的には無政府状態で放置されている。

　三方を切り立った崖に囲まれた岬みさきは、それ全体が小高い丘おかになっている。その中腹に建てられたプレハブの建物で、マルヤムは海賊の頭目と引き合わされていた。

　他ほかの船員やお付きからも引き離はなされ、一人っきりで。

「最初に言っておくが、お姫様に怪け我がをさせるつもりはない。安心してくれ」

　スレイマンと名乗った頭目は、まずそう切り出した。四〇絡がらみの大おお柄がらな男で、禿はげ頭あたまにびっしり彫ほられた入れ墨ずみには迫はく力りよくがある。

「なんせ大切な金づるだからな。ちょっと変わった休きゆう暇かだと思って、のんびりしてくれ。少しは不自由かけるかもしれんが、なーに身みの代しろ金きんが入るまでの辛しん抱ぼうだ」

　固く唇くちびるを噛かみしめて、マルヤムは窓の外を見やる。そこには、ライフルを構えた〈サベージ〉が見張りをしていた。

　マルヤムから見える範はん囲いだけでも三機、相当にくたびれてはいるものの、かなりの戦力である。

「ずいぶんと、物々しいですね。軍や警察に備えてのものかしら？」

「まさか、あんな腰こし抜ぬけどもに何が出来る」

　さも馬ば鹿かにしたように、スレイマンは言った。

「あんたみたいなおいしい獲え物ものを抱かかえてると、商売敵がたきが横取りに来ることがよくあるんでね。その用心ってわけだ」

　何のことはない。要するに海賊同士の間でも、人質の奪うばい合いが武力衝しよう突とつにまで発達しうるのだ。

　仁義のかけらもない話に、マルヤムは肩かたを震ふるわせた。

「わ、わたくしはどうなっても構いません。で、ですが、もし船員や供の者になにかあれば……」

「だから、大だい丈じよう夫ぶだと言ってるだろ。人質に怪我させても一文にもならないんだ。大人しくしてりゃメシも出すし手も上げない」

　いくぶん辟易した様子で、頭目は言った。

「俺たちはこの商売でメシ食ってるんだ。そういうことはきちんと心得てる。あんたの船を捕つかまえた時もそうだったろ？」

「ええ、そうでしたね……」

　いくぶん冷静さを取り戻もどした声で、マルヤムは答えた。

　確かに海賊たちが〈ルイアン〉号を拿捕した手口は、鮮あざやかなものだった。海賊はおろか船員側にさえ一人の死人も怪我人も出さず、船は海賊たちの手に落ちた。

　そこが、問題なのだ。

　お忍しのびの旅である以上、護衛は数こそ少ないものの厳選されていた。にもかかわらず、一いつ滴てきの流血すらなく易やす々やすと船を捕らえた海賊たち──いや、あの男。

「頭かしらぁっ！　例の旦だん那なが戻ってきやした！」

「おう、いつもの部屋に通しとけ！　俺も今行く！」

　手下の胴どう間ま声ごえに怒ど鳴なり返し、頭目は立ち上がった。

「もう少ししたら、食い物を届けさせる。山や羊ぎの肉とラクダの肉、どっちがいい？」

「……どちらでも」

　大おお股またで去って行く男の背を見ながら、マルヤムは思った。

（彼は、傀かい儡らいにすぎない）

　だが背後に潜ひそむ『あの男』の素す性じようを、マルヤムは知らなかった。




「で、塩梅あんばいはどうだったかね、旦那」

「ラシッドも、ただで手を上げるつもりはないようだな。どうやら本気で、姫の奪だつ還かんに乗り出すつもりらしい」

「大丈夫かよ、そいつは。ラシッドっていや、国は小さいが軍は粒つぶよりって話だぞ」

「心配いらん、そちらは俺が引き受ける。陸の上はこちらの仕事、海の上はそちらの仕事、そして儲もうけは折半。そういう取り決めだろう」

「ああ、そうだ。そうだったな」

「こいつを撃げき退たいすれば、ラシッドも諦あきらめて大人しく金を出すだろう」

「全く、旦那もおいしい話をもってきてくれたもんだ。俺たちゃもう、一人残らず億万長者だぜ」

「とはいえこれだけのことをやらかしてしまえば、もうこのあたりでは商売できんだろうがな」

「構わねえよ。どうせこんな国には何の未練もねえ。金が手に入れば、女によう房ぼう子供を連れてヨーロッパにでもいくさ」

「まだ仕事は、これからが本番だ。皮算用もいいが、気を抜くなよ。それと──」

「そいつはちっとばかし面めん倒どうだな。手下どもも文句を言うぞ」

「いいから言われたとおりにしておけ」




　　　　３




　鏡のように凪ないだ夜の海を、〈シンドバッド〉号は静かに進んだ。ほぼ灯火を消したその姿は、墨すみのような闇やみに溶とけこんでいる。

「さて、そろそろ子供たちが出る頃ころか」

　船橋で時間を確かく認にんし、艦かん長ちようのサンチャは独りごつ。

　今回の作戦の眼目は、水中発進したＡＳ三機による奇き襲しゆう上陸だ。目立つコンテナ船がのこのこ海賊のアジトに近づいては不ふ審しんがられるし、下手をすれば獲物として襲おそわれかねない。

　とはいえＡＳの水中行動時間には制限があるし、長時間の巡じゆん航こうを取らせてはオペレータの疲ひ労ろうもたまる。作戦開始後の支し援えん、それに機体や人ひと質じち回収のことも考えれば、あまり沖おき合あいでＡＳだけ放ほうり出すわけにもいかない。

　それらの様々な要素を勘かん案あんし、作戦開始の時間と座標は慎しん重ちように決定されていた。

（波の下に姿を隠かくせる潜せん水すい艦かんなら、こういう時も色々便利だろーな。それはそれでものすごく面倒くさそうだけど）

　そんな愚ぐにも付かないことを考えていたサンチャに、部下からの報告が入る。

「キャプテン、ＣＩＣからです。作戦開始せよ、と」

「ＯＫ。ＡＳの発進に備えて、前進最微び速そく」

「了りよう解かい」

　と、船橋の片かた隅すみでやり取りを見ていたクララが、ぽつりとつぶやく。

「船長が下から命令されるってのも、変な話だよな」

「役割分担よ。と、機関停止」

　苦笑しながらサンチャは、船の足を止めるよう指示を出す。

　ちなみに作戦の指揮自体は船体内のＣＩＣでベルトランたちが執とり、船橋のサンチャたちはその指示に従って操船を担になうことになる。何となく納なつ得とくが出来ないものを感じないではなかった。




「それじゃ、先に行ってくる」

〈シンドバッド〉号の格納庫、駐ちゆう機き姿勢を取った〈シャドウ〉のコクピットハッチで、達哉はアデリーナにそう言った。

「何度も言うが、隠おん密みつ上陸は非常に難度の高いミッションだ。くれぐれも慎しん重ちようにな」

「分かっている」

　忠告するアデリーナに、達哉は真しん剣けんな表情でうなずいた。

「マルヤムや、〈ルイアン〉号の人たちの命がかかっているんだ。絶対に下手を打ったりしない」

「そうか」

〈レイヴン〉二号機で〈シンドバッド〉号に残るアデリーナは、じっと達哉を見やる。

「戦えるんだな、タツヤ」

「ああ、心配はいらない」

「そうか」

　その声に送られ、達哉は〈シャドウ〉のコクピットに滑すべりこんだ。もうすっかり慣れた手つきで機体を起動、周囲の安全を確かく認にんしてから機体を立ち上がらせる。

「うし、行くぜ！」

　気合の声を上げる達哉機の隣となりで、ユースフの〈レイヴン〉三号機とサミーラの〈シャドウ〉が身を起こした。

『……親おや父じ殿どの、お先に』

『うむ、先せん陣じんは任すぞ』

　サミーラとハッサンの通信が、達哉にも聞こえた。そのハッサンはヘリの側そばで、一個分隊ほどいる臨時の部下と、あれこれ打ち合わせをしている。

　と、振ふり返ったハッサンが達哉の〈シャドウ〉を見やった。

『タツヤ殿、殿でん下かと娘むすめをお願いいたしますぞ』

（どちらかと言うと、世話になるのは俺の方な気がするんだが……）

　さすがに我ながら情けないので、その言葉は胸の奥にしまいこんだが。

『では、行くぞ』

　短くそう言うなり、ユースフの三号機はエレベーターに向かう。達哉とサミーラの〈シャドウ〉も、その後を追った。

　格納庫からエレベーターで船底まで下りると、ＡＳ水中発進用の気密チェンバーにたどりつく。

「こちらオシラ４。第二チェンバーに入ったっす」

　ハッチをくぐり、チェンバー内に〈シャドウ〉の機体を収めた達哉は、ＣＩＣにそう報告した。その背後でハッチが、わずかに軋きしみながら閉じた。

『左さ舷げん、第二気密チェンバー監かん視し員いんよりＣＩＣに。内部ハッチの閉へい鎖さを完かん了りようしました。気密閉鎖を確認』

『了解、では二、四、五番のチェンバーに注水開始』

　ベルトランの指示と共に、密閉されたチェンバーへと海水が注がれる。達哉は〈シャドウ〉の頭部を操作し、メインカメラで上じよう昇しようする水面を見下ろした。

　足首から腰こし、胸部を超こえて頭頂まで。あっという間にチェンバーは海水で満たされ、〈シャドウ〉は水中の住人となる。安全だと頭では分かっているのだが、何となく息苦しくなってきた。

『オシラ３よりオシラ４へ。どうだ、気分は？』

　アデリーナから、通信が入る。

「上々、と言いたいところだけど、やっぱり水の中でずっぽりってのは落ち着かないな。溺おぼれちまいそうだ」

『そんなわけがあるか、馬ば鹿か者もの』

　軽口を叩たたくが、すぐにたしなめられた。こんなたわいないやり取りだが、緊きん張ちようがほぐれるのを感じる。

『ハッチ開放、ＡＳ全機発進せよ』

「了解──そういうことだ、また後でな、リーナ。支援は当てにしてるけど、くれぐれも俺まで吹ふき飛ばさないでくれよ」

『君はわたしを何だと思っているのだ』

　その言葉を最後に、アデリーナとの通信は切れた。同時に正面のハッチが開く。小さな衝しよう撃げきと共に、達哉の〈シャドウ〉は海中に飛び出した。

　振り向くと、つい今まで乗ってた〈シンドバッド〉号の船底が、暗視センサ越ごしに見える。普ふ段だんは海中に隠れて目にしない部位だけに、突つき出したバルバスバウや回転するスクリュー、小刻みに動く舵かじが印象的だ。

『何をしているオシラ４、遅おくれているぞ』

「っと、すまねえ」

『……時間がない、急行する』

　同時に発はつ艦かんしたユースフの〈レイヴン〉と、サミーラの〈シャドウ〉からの通信だった。達哉は素す早ばやく水中行動ユニットを作動させ、後を追う。

　ＡＳ用の水中行動ユニットは、機体の胴どう体たいを前後から挟はさむ構造になっており、酸素タンクやバラスト、推進用のウォーター・ジェットなどを内蔵している。あくまで巡航用の装備であり、水上艦や潜水艦との水中戦は想定されていない。

（ユースフのやつ、落ち着いているみたいだな）

　内心はともかく、ユースフの言動は冷静そのままだった。上陸後の部隊指揮は、三号機のユースフが執る以上、そうでなくては困るが。

　気き泡ほうの尾おを引きながら、三機のＡＳは海中を進んだ。




　上陸ポイントへの到とう達たつは、ほぼ予定時刻通りだった。

「オシラ５より各員へ。経由点ウエイ・ポイント３を通過した。これより予定通り、上陸を開始する。ぬかるなよ」

〈レイヴン〉三号機から、ユースフは僚りよう機きに通信を入れる。すぐに達哉とサミーラの〈シャドウ〉から返答があった。

『オシラ４了解、っと』

『……オシラ６了解』

　切り立った崖がけとなっている海岸は、その直下からかなりの深度となっている。おかげですぐ間近まで、海中から接近できた。ユースフは三号機の機体から水中行動ユニットをパージし、投とう棄きする。

『え、捨てるのかそれ？　もったいない』

『……これ以上は装着していても邪じや魔まなだけ』

『でもさ、けっこう高いんだろこのユニット。せめて上陸するまではつけといて、地上に隠しておいてさ、帰りに回収するとか──』

『……今は経済的効率より、優先すべきことがある』

　そんな会話を交かわす達哉とサミーラを尻しり目めに、ユースフは三号機の腕うでを海面すれすれまで上げた。手首から延びたセンサの先せん端たんの小型カメラを潜水艦の潜望鏡よろしく海面から突き出し、暗視モードで周囲を索さく敵てきする。

　不可視型ＥＣＳを搭とう載さいしている三号機だが、この装備は水に弱く、機体を海中に浸ひたした状じよう況きようでは使用できない。上陸前の索敵は、慎重に行なわねばならないのだ。

　崖の上に、見張りの影かげはなかった。精々旧式のセンサがおざなりに配置されている程度だ。あれくらいなら、三号機の電子兵装ならば簡単に無力化できる。

（所しよ詮せんは無ぶ頼らいの海かい賊ぞくか。そのような輩やからに、マルヤムが捕とらえられておるとは）

　侮ぶ蔑べつの思いと同時に、焼けつくような怒いかりと焦あせりがこみ上げてきた。自制心を総動員し、行動を開始する。

　まずは二機の〈シャドウ〉が、水面から銃じゆう口こうを突き出す。同時にユースフの三号機は、慎重に身を起こした。

　上体のみを水中から突き出し、レドームの一機を展開。前方に設置されたセンサの一機に焦しよう点てんを合わせ、ＥＭＰを照射する。シールドされた対象ならともかく、この程度のセンサならば機体に負担をかけずとも対処は可能だ。

　こじ開けたセンサの穴を縫ぬい、三号機は登とう攀はんを開始する。波は濤とうのしぶきが届かない高さまで達したところで、不可視型ＥＣＳを起動。一気に崖を登ってその奥の原生林に入り、周囲を探索する。異常なし。

　三号機が確保したポイントから、二機の〈シャドウ〉も上陸した。

（ここまでは予定通り。さて、次は──）

　三号機のセンサを総動員したユースフは、格好の標的を見つけて口元を歪ゆがめた。




　ＡＫライフルを手に眠ねむ気けを噛かみ殺しながら、それでも見張りのエガルはこみ上げてくる笑いをこらえきれなかった。

　村を飛び出し街で食い詰つめ、海賊の一員に拾われて一年余り。下したっ端ぱとして朝から晩までこき使われてきたが、それも今回限りだ。

　今回の仕事で得られる、巨きよ額がくの身みの代しろ金きん。あれだけの金額なら下っ端の自分にも十分な分け前が回ってくるはずだ。そうすれば足を洗い、その金で家か畜ちくを群れごと買う。何十頭もの羊やラクダを連れて帰れば、村のみんなもきっと自分を見直すはずだ。

　だが彼の幸福な皮算用は、突とつ如じよとして断絶した。

　音もなく忍しのび寄っていた黒い影が、背後からエガルに組み付く。同時にしなやかな両腕が首に絡からみつき、頸けい動どう脈みやくと気管を絞しめ上げた。

「あ……が……」

　悲鳴一つ上げられないまま、エガルはじたばたともがく。だが相手の両腕は、全く弛ゆるまない。

　血流が断たたれた脳はわずか七秒ほどで酸素不足におちいり、エガルはごく速すみやかに失神した。




　生おい茂しげった木々の中、気絶した海賊の体を担かついでユースフが戻もどってきたのを、達哉は〈シャドウ〉のコクピットから見ていた。サミーラが素早く海賊を縛しばり上げて拘こう束そくし、活を入れる。

　息を吹き返した海賊が、焦点の合わない目を見開く。まるで鉈なたのような大おお振ぶりなナイフを、サミーラが眼前に突きつけたのだ。

『……騒さわいだら殺す』

　淡たん々たんとしたサミーラの声を、〈シャドウ〉のマイクは拾い上げた。

『……質問に答えなければ殺す。嘘うそをつけば殺す。本当のことを言っても私たちの気に障さわれば殺す。そういうルール、理解した？』

　哀あわれなほど震ふるえ上がった海賊に、サミーラは尋じん問もんを開始する。もっとも無言で控ひかえたユースフの目つきの方が、おっかなそうだったが。

　その一部始終を、達哉は〈シャドウ〉のコクピットから見ていた。傍かたわらでは三号機とサミーラの〈シャドウ〉が、駐ちゆう機き姿勢を取っている。

（やっぱりかなり頭に来ているんだろうな、あれ）

　恐おそらく溜ためこんだ怒りのベクトルを、目的まで常に最適解の行動を取り続けるという形で発散しているのだろう。そう考えると、つい先ほどまで頼たのもしく思っていたユースフの冷静さが、途と端たんに怖こわくなってきた。

　そんなことを頭の片かた隅すみで考えながら、だが達哉は油断なく見張りを続けていた。

　ユースフとサミーラが尋問で情報を得ている間、この場の安全を確保するのは達哉の役目だ。愛用の〈ボクサー〉散弾砲シヨツト・キヤノンを構えた達哉の〈シャドウ〉は闇やみの中、パッシブセンサを全開にして目と耳を研とぎ澄すませていた。

　と、その目前を光条が走った。同時にガスタービンの唸うなりと鈍にぶい足音が聞こえる。心持ち機体を伏ふせてそちらの方角を見やると、派手にサーチライトを照らしながら近づく〈サベージ〉の姿があった。

（巡じゆん回かいか）

　間の悪さに、達哉は舌打ちする。〈サベージ〉はまだこちらに気づいていないようだが、このままの進路を取っていれば間ま違ちがいなくユースフたちの機体と鉢はち合あわせになる。その前に仕留めなければ、自分たちの潜せん入にゆうが露ろ見けんしてしまう。

（やるしか、ない）

　可能な限り足音を忍ばせながら、〈シャドウ〉は〈サベージ〉の背後に回りこむ。この状況では、砲声を立てるわけにはいかない。〈ボクサー〉を背部に仕し舞まい、左前ぜん腕わんにマウントしていた一〇式単分子カッターを構える。日本刀を模した機械仕じ掛かけの刃はが、かすかに震えた。

　狙ねらうのはコクピット、背後からの一ひと突つきで確実に仕留めなければならない。だがそう理解してもなお、達哉にはまだ逡しゆん巡じゆんが残っていた。

　旭あきらを撃うった時の、引き金の手て応ごたえが蘇よみがえる。情けない。もしここであの敵機を倒たおさなければ、自分やユースフのみならず、海賊に捕らえられたマルヤムたちも危険に晒さらされるというのに。

　と、達哉の眼前で不意に〈サベージ〉が立ち止まった。

（気づかれたか）

　もはや一刻の猶ゆう予よもない。飛びかかるためわずかに〈シャドウ〉が身をかがめたその瞬しゆん間かん、〈サベージ〉は進路を変えて歩き出した。どうやらここが、巡回ルートの転進位置だったらしい。

[image: ]

　気づかぬままユースフたちから遠ざかる〈サベージ〉の後ろ姿に、達哉はほっと息をついた。

「ったく、冷や冷やさせやがって」

『ご苦労だったな』

　ぼやくのとほぼ同時に、ユースフから通信が入った。二人の乗りこんだＡＳが、ゆっくりと身を起こす。

「尋問は終わったのか？」

『聞くだけのことは聞き出した』

　ユースフの三号機が示した方向を見やると、再び気絶させられた海賊が、縛り上げられたまま茂みに隠かくされている。

「いいのか、ほっといて？」

『何、あやつが賊の一党に見つかるまでには、全すべてが終わっていよう。行くぞ！』

『……電光石火』

「了りよう解かい、っと」

　駆かけ出したユースフ機の後を、達哉は追う。だが先ほどの胸のしこりは、まだ重く残っていた。




「オシラ５より入電──『我、潜入に成功せり』」

　ユースフからの連れん絡らくに、〈シンドバッド〉号のＣＩＣは沸わき立った。

「まだ作戦は第一段階が終わっただけです。浮うかれるのは早いですよ」

　そうＣＩＣのクルーをたしなめつつ、ベルトランはコンソールを確かく認にんする。そこにはユースフの三号機から転送されてきた現地の情報が、リアルタイムで表示されていた。

「何ともはや」

　三号機の搭載した莫ばく大だいな電子機器や情報機器により、半島の詳しよう細さいな地形や植生、人造物等が走査されていた。それらの情報はＧＰＳ等と組み合わせられ、簡略化され３Ｄモデルとして表示されている。

　わずか一機のＡＳの侵しん入にゆうにより、海賊の根こん拠きよ地は丸まる裸はだかにされていた。

「そろそろ頃ころ合あいですね」

　うなずいたベルトランは、てきぱきと周囲に指示を出す。

「〈レイヴン〉二号機とヘリを甲かん板ぱんに上げるよう。それとヴァレンティナ船長には、予定通りのコースで接近を願います」




　夜の原生林を、達哉たちのＡＳは駆け抜ぬける。

　まずは不可視型ＥＣＳで身を隠した三号機が先行して進路を確保、その後を多少の距きよ離りをおいて二機の〈シャドウ〉が続く。

　途と中ちゆうで〈サベージ〉や生身の見張りにも何度か遭そう遇ぐうしかけたが、その都度ユースフの指示に従って転進し、いまだ発見されてはいない。

「しっかし、便利なものだなこりゃ」

　三号機が収集した情報は、〈シャドウ〉にも伝えられている。詳細なデータに、達哉は唸った。

『先ほどの海賊から得た情報では、中腹のプレハブにマルヤムは捕らえられておる。他ほかの船員たちは、麓ふもとのバラックだ』

「目的地は二つってことか」

　もう一度情報を再確認し、達哉はつぶやく。

『二手に分かれる。そなたらは麓の船員を解放せよ。私は妻を迎むかえに行く』

「一人で大だい丈じよう夫ぶか？」

『……危険』

『何、単機の方が〈ファントム・レイヴン〉の隠おん密みつ性を最大限に生かせる。それに多くの船員を誘ゆう導どうするには、まず数が必要だ』

『……しかし』

『いいから行くがよい。今、時間は宝石よりも貴重だ』

　ここまで言われては、指示に従うしかない。そもそもこの場の指揮権は、ユースフにあるのだから。

「分かった。急ぐぞ」

『……ご武運を』

『カウントを合わせよ、同時に仕掛けるぞ』




〈シンドバッド〉号のエレベーターが作動し、うずくまった重厚な影かげが甲板上に姿を現した。

　ＡＳ─１二号機砲戦仕様──〈ブラスト・レイヴン〉のコクピットで、アデリーナは船首方向を見やった。

「そろそろ時間か」

　一〇〇を切ったカウントを確認する。同時に二号機は、右腰こしにマウントされた長大な砲身──〈ゴルゴン〉一五五ミリ破は砕さい砲ほうを構えた。

　闇やみ夜よの中、目指す半島は水平線の向こうに大半が隠れていた。だが、それで何ら問題はない。

　アデリーナは、コンソールに視線を落とす。狙うべき座標に加え、気温・風速・湿しつ度ど等の詳細な情報が三号機から送られていた。これに〈シンドバッド〉号の針路と速度を加え、砲身の方位と仰ぎよう角かくを決定する。

　まさしく、間接砲ほう撃げきの醍だい醐ご味みだ。

　カウント〇と同時に、アデリーナはトリガーを引く。

　爆ばく音おん。

　発生した巨きよ大だいな火球は、一瞬だけ周囲を照らし出した。発生した強きよう烈れつな反動に、強きよう靭じんな機体構造と柔じゆう軟なんな衝しよう撃げき吸収システムで耐たえる。

　放たれた一五五ミリ弾だんは、超ちよう音おん速そくで夜空を飛ひ翔しよう、見事な放物線を描えがきつつ、地上へと帰き還かんした。

　炸さく裂れつ。

　狙い過あやまたず港こう湾わんのど真ん中に飛びこんだ砲弾は、その圧あつ倒とう的てきなエネルギーを解き放った。




「さすがアデリーナ、良き腕うでだ」

　ユースフは満足げにつぶやく。

　寸前までユースフの三号機は、不可視型ＥＣＳを展開して目指すプレハブの寸前までにじり寄っていた。周囲を固める二機の〈サベージ〉から、これ以上近づけば見つかるというギリギリの距離で身を潜ひそめていたのだ。

　そこで炸裂したのが、二号機の砲撃だった。

　港をまず狙ったのは、真っ先に海かい賊ぞくたちの高こう速そく艇ていを潰つぶすためだ。港に停てい泊はくしている今なら、破砕砲の一撃で一いち網もう打だ尽じんにできる。

　瞬時に炎えん上じようした港は、この位置からでも見て取れる。突とつ然ぜんの災さい厄やくに、二機の〈サベージ〉は棒立ちのままあぜんと見入っている。

　絶好の好機だ。

「参る！」

　不可視型ＥＣＳを解除し、その電力をアジャイル・スラスタに注ぎ込む。高機動型の〈ブレイズ〉装備に比べれば小型だが、それでもその推力はＡＳにとって破格である。

　いまだ残るＥＣＳの残ざん影えいを陽炎かげろうのように揺ゆらめかせ、三号機は疾しつ駆くする。瞬時に縮む彼ひ我がの距離。腰のサーベル型をした大型単分子カッターに手を伸のばす。かつての愛機である〈ヴォルフ〉用の予備を流用したものだ。

　抜ばつ刀とうと斬ざん撃げきの動作は完全に一いつ致ちしていた。初撃で左の、切り返しで右の〈サベージ〉をそれぞれ両断。刀身を振ふるい、こびりついたオイルを払はらう。

　瞬しゆん時じに崩くずれ落ちた敵機には目もくれず、ユースフは妻の名を叫さけぶ。

「マルヤム！　どこにおる、マルヤム！」

　呼びかけても当然ながら返事はない。逸はやる心を抑おさえながら、ユースフはプレハブに向けて超広帯域ＵＷＢレーダーを照射した。

　高い分解能を持つパルス電磁波が外がい壁へきを透とう過かし、プレハブの屋内を探査する。動き回る人体らしき反応有り。場所は二階の──

「そこか！」

　叫ぶなりユースフは、その部屋の窓へと左手を叩たたきこんだ。一撃で窓まど枠わくが粉ふん砕さいされ、ぽっかりと穴が開く。その奥に見えるのはこちらを呆ぼう然ぜんと見上げる髭ひげ面づらの男と、幼い少女の姿だった。

　──見つけた！

「下がれ、下げ郎ろう!!」

　三号機のマイクでそう怒ど鳴なりつけると、髭面の海賊は悲鳴を上げながら部屋から転がり出た。どうやらＡＳの巨きよ躯くを間近で見せつけられ、マルヤムを人ひと質じちに取る度胸さえ吹ふき飛ばされたようだ。

「怪け我がはないな、良かった」

　取り戻もどした妻の無事に安あん堵どしながら、ユースフは脱だつ出しゆつを呼びかける。

「さあ、早く乗るがよい」

『いけません、我わが君様！』

　だがそんな夫と裏腹に、マルヤムの声はいまだ緊きん張ちように張り詰つめていた。

『お逃にげ下さい、これは罠わなにございます！』




　ほぼ同じタイミングで、達哉たちも強きよう襲しゆうを開始していた。

　バラックの周囲を固めているのは、二機の〈サベージ〉。港の砲声を引き金に、達哉とサミーラの〈シャドウ〉は突とつ撃げきをかける。

「どきやがれ！」

　叫ぶと同時に〈ボクサー〉を発砲。至近距離からの五七ミリ徹てつ甲こう弾だんを食くらい、〈サベージ〉の機体が真っ二つになる。オペレータの生死が気にかかるが、わざわざ確認している暇ひまはない。

　もう一機の〈サベージ〉はサミーラの〈シャドウ〉からライフルの掃そう射しやを浴びせられ、もんどりうって横転した。

　周囲には他にも生身の海賊がいるが、突然の奇き襲しゆうに唖あ然ぜんとしている。武装もせいぜい小しよう銃じゆう程度で、ＡＳの脅きよう威いにはなり得ない。

　それを見て取った達哉は、スピーカー越ごしに海賊を怒鳴りつけた。

「散れ!!」

　地面に〈ボクサー〉を撃うちこむ。脅おどしにはそれで十分だった。まるで蜘く蛛もの子を散らすように、海賊たちは逃げ出した。

　その間にも港の方角には正確なペースで榴りゆう弾だん砲ほうが降り続き、弾だん薬やく庫こやタンクを次々に吹っ飛ばしていく。

「派手にやってるな、リーナのやつ」

　つぶやいた達哉の頭上から、ローター音が降ってくる。ハッサンたちを乗せたヘリが、接近していた。着陸ポイントを確保するべく、達哉たちは周囲を警けい戒かいする。

『……オシラ６よりイーサ１へ。周囲の制圧は完かん了りようした。救助対象も無事に確保済み。なお、オシラ５との合流が遅おくれている』

『イーサ１了解。これより降下に移る』

　さすがに作戦中となれば、親子でもこういう会話になるらしい。ホバリングしたヘリからロープが垂らされ、武装した兵士たちが次々降下した。ハッサンも小太りの体格に似合わず、手慣れた身軽さで降り立つ。

　二機の〈シャドウ〉が抑おさえているだけあって、バラックの制圧と人質の解放はスムーズに進んだ。と言うかそもそも、海賊たちの大半が逃げ散っていたのだから当然だが。

『ハッサン中ちゆう佐さにサミーラ殿どの、ありがとうございます。ですが、マルヤム様は、ここにはおりませぬ。我らのことは構いませぬゆえ、急ぎ救出に──』

『心配はご無用です。奥方様の許もとには、殿でん下かがおりますゆえ』

『援えん護ごするから、あなたたちも脱出を』

　そんな通信が交かわされている間に、ヘリが着陸した。

　自動化が進んでいる〈ルイアン〉号は、〈シンドバッド〉号のように戦せん闘とう要員や支し援えん要員がいないこともあって、船員は船長以下二〇名ほどしか乗っていない。ヘリ一機でも、全員の救出は可能だ。

　すべては順調──そう達哉がわずかに緊張を解きかけた時だった。

　何とも言えぬ戦せん慄りつが、達哉の脊せき髄ずいを駆かけ抜けた。同時にアクティブ式のＥＣＣＳが、かすかな反応を捕とらえる。

「やばい──」

　咄とつ嗟さに達哉は、反応のあった方向へと〈ボクサー〉の砲門を突つきつけた。誰だれも見えないが、確かに何かがいる──半ば勘かんだけで狙ねらいを付けて対０装０甲Ｈ榴Ｅ散Ａ弾Ｔをセレクト、トリガーを引く。

　撒まき散らされた成形炸薬弾ＨＥＡＴの散布界で、火花が走った。不可視型ＥＣＳで姿を隠かくしていたＡＳが、その偽ぎ装そうを解除して回かい避ひ機動を取ったのだ。

『……何!?』

「敵だ!!」

　驚おどろきで棒立ちになったサミーラにそう怒鳴る。同時に空中の敵てき影えいから、火線が走った。狙いは〈シャドウ〉ではなく、後方のヘリ。

　回避しつつの不安定な射撃にもかかわらず、敵ＡＳの照準は正確だった。着弾。泡あわを食ったパイロットが機体から転がり出るのと同時に、エンジンから火の手が上がる。

「野や郎ろう、やってくれやがった……」

　呻うめく達哉の眼前で、着地した敵ＡＳはＥＣＳのベールを完全にかなぐり捨てる。

　滲にじむように現れた影、十字に明めい滅めつするメインセンサを見やり、達哉は息を呑のんだ。

「け、〈ケントゥリア〉……？」

『……なぜ、ここに？』

　サミーラの驚きの声に、かえって達哉は冷静さを取り戻した。

　現れた〈ケントゥリア〉は二機。ライフルを構えた無人ＡＳをにらみつけ、達哉は頭脳をフル回転させる。

　ヘリが落とされた以上、人質たちを救出するには〈シンドバッド〉号から予備のヘリを飛ばす必要がある。だがその到とう着ちやくまで、〈ケントゥリア〉等の敵相手に踏ふみ止とどまってこのポイントと人質を守りきるのはまず不可能だ。ならば──

　素す早ばやく決断を下した達哉は、僚りよう機きに通信を繋つなぐ。

「サミーラ、こいつらは俺が引きつける。お前はハッサンのおっさん──イーサ１と協力し、船員の人たちをつれて予備の回収ポイントまで後退しろ。ユースフとの連れん絡らくを忘れるなよ」

『……タツヤ？』

「いいから早く！」

『そ、それは無む謀ぼうというものですぞ』

『……あなたにそういうヒーロー役は似合わない』

「そんなんじゃないさ」

　後退する、サミーラの〈シャドウ〉。その背を守りながら、達哉の〈シャドウ〉もじりじり動く。

「俺はただ、こいつらが動いてるのが我が慢まんできないだけだ！」

　右手に一〇式単分子カッター、左手に散弾砲シヨツト・キヤノンという『八やつ墓はか村むらカスタム』で、〈ケントゥリア〉に対たい峙じした。

「さあ来いよ、木で偶く人形」




　異変は同時に、海上でも起こっていた。

「三時方向より海上を急速接近する物体──こ、これは高こう速そく艇ていです！」

　報告と同時に、〈シンドバッド〉号のＣＩＣは沈ちん黙もくに閉とざされた。真っ先に二号機の砲撃で潰したはずの高速艇が、なぜ今いま頃ごろ？

　おそらく、先んじて港から退たい避ひさせていたのだろう。そしてこちらが近づいたタイミングを見計らい、奇襲をかけてきた。そうとしか考えられない。

　要するに、はめられたのだ。苦い結論を、ベルトランは出さざるを得なかった。

（こちらの計画が読まれていたのか？　あるいは、これ自体が罠だったという可能性すらありえる）

　と、そこに通信が入る。船橋のサンチャからだ。

『話は聞いたわ。船のことはこちらに任せてちょうだい』

「了解しました。ご自由に」

　迷っている暇はなかった。




「さーてと、それじゃ行きますか」

　操船指揮のフリーハンドをもぎ取ったサンチャが次々と指示を飛ばすのを、クララは船橋の片かた隅すみから見ていた。

「面おも舵かじ一いつ杯ぱい、全速前進。手の空いてるクルーは全員、武装して甲かん板ぱん上に集合！」

　船体自体は非武装の〈シンドバッド〉号だが、歩兵用の手持ち武器なら話は別だ。小銃やロケットランチャー、あるいは拳けん銃じゆうまで、様々な火器を手に船員たちが駆け出して来るのが、船橋から見えた。

　ふと見れば、東の空が白んできている。明るくなっていく海面上、接近してくる高速艇の姿は、すでに肉眼で確かく認にんできた。

　数は、八隻せき。クララは目を細め、敵船を観察する。

（見たところ武装は、二〇ミリの機関砲に歩兵用ロケットってとこか。速度はおよそ四〇ノット、はえーな）

「オシラ３、あなたも防ぼう御ぎよ戦せん闘とうに移って。手段は任せるわ。とにかく撃ちまくって、一隻でも多く沈しずめてちょうだい」

「サンチャ！」

　アデリーナの二号機と通信していたサンチャに、クララは呼びかける。

「アタシも出る。ライフルをくれ」

「だめ」

　その申し出を、だがサンチャはきっぱりと断る。

「あなたに人を撃たせるわけにはいかないわ」

「そんなこと言ってる場合かよ。この船そのものがヤベーんだぞ」

「それでもよ。もしそんなことをあなたにさせたら、社長に顔向けができないから」

　その途と端たん、船橋正面の窓に蜘蛛の巣状のひびが入った。飛びこんできた銃弾が、背後の壁かべに弾だん痕こんを穿うがつ。

「クララ──いえ社長、すぐに避ひ難なんして。いつ流れ弾だまが飛んでくるか分からないここよりも、下の方がまだ安全よ」

「……分かった」

　唇くちびるをかみしめていたクララだが、うなずくとタラップの方向に駆け出す。

（今、アタシに出来ることは──）

　一つだけ、目算があった。不確実だが、この不利な戦せん況きようをひっくり返せる一手の。

　と、クララとは逆に下からタラップを駆け上がってきた人ひと影かげを見つける。

「ミゾロギのセンセイ!?」

「おう社長、考えてることは同じみたいだな」

「ああ、多分」

　不ふ貞て不ぶ貞てしく笑う溝呂木に、クララはうなずいた。




「おい、話が違ちがうぞミハイロフの旦だん那な！」

　半島の指揮所で、海かい賊ぞくのスレイマン頭目はミハイロフに食ってかかった。

「あんたが手て駒ごまを出し惜おしんだせいで、手下どもの〈サベージ〉は全ぜん滅めつだ！　おまけに人ひと質じちまでかっ攫さらわれちまった！　くそ、大損じゃねえか！」

「仕方あるまい。獲え物ものを確実に釣つり上げるためだ。餌えさを飲みこまれることもある」

　あくまで泰たい然ぜんとした様子のミハイロフに、頭目は目を剥むいた。

「何だと……あんた、まさかそのつもりで」

「いいから、早く船を攻こう撃げきさせろ。あれさえ沈めれば、残った連中は袋ふくろのネズミだ。ゆっくりと始末すればいい」

「冗じよう談だんじゃねえ。これ以上つきあってら、れ……」

　尻しり切きれトンボになる頭目。手品のような素早さでミハイロフが抜いた拳銃。その銃口を突きつけられ、スレイマンは押し黙だまった。




　　　　４




〈シンドバッド〉号の激しい揺ゆれは、下層の菊乃にも伝わっていた。

（本格的に始まりましたか）

　物もの憂うげにつぶやきながら、菊乃は身を起こした。拘こう束そく服姿のまま、器用にベッドの端はしへと腰こしかける。

　動くなら、今この時をおいて外にない。しかし、本当に動くべきなのか？　動いても良いのだろうか。

（わたくしは……）

　と、鍵かぎがかけられたはずの扉とびらが開く。菊乃は素早く、憂ゆう鬱うつな表情を消し去った。
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「あら、何の用かしら？」

　部屋に入ってきたのは二人。クララと溝呂木だった。

「よう姉ちゃん、今からでも一口乗ってみないかい？　ロックな体験を約束するぜ」

「ロックじゃねーよ、パンクだっての」

「…………？」

　状じよう況きように合わぬ軽口を叩たたく二人に、菊乃は困ったように首を傾かしげた。そんな彼女を、クララはじっと見やる。

「お前の力を、貸して欲しいんだ」

「わたくしの？」

　菊乃が問い返すのと同時に、船体が大きく揺れた。

「わたくしに、あなたがたのために戦えと？　いきなりそう言われても、困ります」

「それなら──タツヤのため……だったら？」

　探さぐるようにおずおずと、クララは言った。

「──そこであの人の名前を出しますか。素敵です、社長さん」

　クララの言葉に目を丸くした菊乃は、弾はじかれたように笑い出す。

「了りよう解かい、ってことでいいんだな？」

　菊乃の両手から拘束服のベルトを解きながら、クララは念を押した。

「では、一ひと肌はだ脱ぬがせていただきましょう」




　非武装の船員たちを守りながらの戦闘は、サミーラにとっても泣きたくなるほど辛つらかった。

〈シンドバッド〉号からの火力支し援えんが途と絶だえたためか、海賊たちは徐じよ々じよに奇き襲しゆうの衝しよう撃げきから立ち直りつつある。怒いかり狂くるったまま手に手に雑多な兵器を取り、こちらを狙ねらって撃うちまくってきた。

　下手に統制が取れていないぶん、かえってたちが悪い。

「……親おや父じ殿どの、裏に新手が回りこんだ。こちらでは対処できない」

『分かった、任せい』

　もはや、コールサインを使う余よ裕ゆうもない。船員たちを守ってバラックに立て籠こもったハッサンたちと協力し、防衛線を構築する。

（……本当、厄やつ介かい）

〈シャドウ〉の対人センサを限界まで稼か働どうさせ、敵の影を見つけては片かた端はしから撃ち返す。船員たちが少しでも攻撃を受けないよう、敵の注意を引きつけ続けねばならない。

〈シャドウ〉に対人用の機き関かん砲ほうが積まれていないことが、何とも腹立たしい──そんな物ぶつ騒そうなことさえ考えていた。

『待たせたな、サミーラ』

「……若」

　待ち望んでいた声に、サミーラの声が潤うるみかけた。いけない、と慌あわてて気を引き締しめ直す。自分はただの従者であり、それ以上の振ふる舞まいをすることは許されない。特に、あの方の前では。

「……マルヤム様は？」

『無事に救出した。こちらのポイントも確保済みだ。だが、我らは陥かん穽せいに嵌はめられたようだな』

　ユースフの忌いま々いましげな声に、サミーラは唇を噛かむ。

「……タツヤ──オシラ４が例の無人ＡＳと交戦中。至急、援軍に向かうことを意見具申」

『ならぬ』

　だが、ユースフの答えは明めい瞭りようだった。

『この混乱した状況でヘリの到とう着ちやくまで皆みなを守り切るには、我ら両機が必要だ。我わがラシッドの民たみを、一人たりとも傷つけるわけにはいかぬ』

「……それでは、オシラ４が」

　実に珍めずらしいことに、サミーラの声にユースフへの非難が混ざった。

『信じるのだ、あやつを。それに、一応の手は打ってある』




　達哉と〈ケントゥリア〉との戦闘は、原生林の中へと移っていた。

　この一帯では樹高が一〇メートル近くあり、少し身をかがめればＡＳでも身を隠かくすことが出来る。人間のサイズで言えば、背せ丈たけほどの高さにまで生おい茂しげった夏草の中で、撃ち合うようなものだろうか。

「まずったか」

　訪おとずれた静せい寂じやくの中、達哉は唾つばを飲みこんだ。

〈シャドウ〉も〈ケントゥリア〉も互たがいに敵機を見失い、ＥＣＳを展開して身を潜ひそめている。二機の〈ケントゥリア〉を船員たちから引き離はなせたのは僥ぎよう倖こうだが、この状況は明らかに達哉が不利だ。

　相手は二機の上、不可視型ＥＣＳを装備しているのだ。かくれんぼや忍しのび足では、〈シャドウ〉に勝ち目はない。かといってこちらから積極的にＥＣＣＳを使えば、逆にそのせいでこちらの位置が露ろ見けんする恐おそれがある。

（どうする……？）

　このまま隠れ続けるか、それとも賭かけに打って出るか。迷う達哉の眼前で、ＨＵＤの片かた隅すみが明めい滅めつする。同時に上空から降ってくる、少々間が抜ぬけた風切り音。

〈シャドウ〉が見上げると、ちょうど頭上を小型の機き影えいが通過した。球状の本体の上でローターが回転しており、まるでタンポポの綿毛のような外見をしている。

「あれは、確か三号機の無人機だよな」

〈レイヴン〉三号機のオプションである、小型の無人偵てい察さつ機だった。玩具おもちやのラジコンヘリとほぼ同サイズ、電動モーターとローターによって飛行し、三号機のＡＩによる半自動操縦で上空から情報を収集する。

　無人機からの情報を受信し、ＨＵＤの一画に上空から見た原生林の鮮せん明めいな画像が映る。それを見て、達哉は首を傾げた。

（何でまたユースフのやつ、〈ケントゥリア〉相手にあんなもの飛ばしたんだ？）

　あの偵察機のセンサは、光学式と赤外線式のみしか積んでいない。不可視型ＥＣＳを展開した〈ケントゥリア〉には、ほとんど意味がないはず──そこまで考えて達哉は、ユースフの意図を悟さとった。

　あれは、撒まき餌えの囮おとりだ。

　無人機のセンサが不可視型ＥＣＳに通じないのは、達哉たちがその性能を知っているからこそ言えることだ。逆に敵機から見ればこのタイミングで飛来した偵察機に、ＥＣＣＳが積まれているように見えてもおかしくない。

　さて、〈ケントゥリア〉のＡＩはどう判断するか。

　わずかな沈ちん黙もくの後、木々の間から伸のびた火線が偵察機に集中する。非武装の機体はあっという間にばらばらになり、大空に散った。

「ビンゴ！」

　だがその光景に、達哉は快かい哉さいを叫んだ。射線から予想される敵位置へと、回りこむように急行。可能な限り足音を忍ばせながら、〈シャドウ〉は駆かける。

　敵予想位置の間近で、ＥＣＣＳ最大出力。反応あり。ほぼ目の前の標的に向け、ボクサーをぶっ放す。

　目の前の空間がスパークし、〈ケントゥリア〉がよろめきながら姿を現す。五七ミリ徹てつ甲こう弾だんの直撃は、〈ケントゥリア〉の右みぎ肩かたから先をもぎ取っていた。

「経験が足りてないな！」

　残された左手でしぶとく予備のハンドガンを構える敵機を、一〇式単分子カッターの抜き打ちで叩き斬きる。

（ありがとうよ、ユースフ）

　僚りよう友ゆうの機転に感謝しながら、達哉は〈シャドウ〉の機体を翻ひるがえす。残る〈ケントゥリア〉は一機──反応あり。

「右か！」

　至し近きん距きよ離りでライフルを構える〈ケントゥリア〉に、達哉の〈シャドウ〉もボクサーの砲門をつきつける。二つの砲声が交差した。

「くおっ！」

　相あい討うち覚かく悟ごの一撃だった。激しい衝撃に機体が揺れ、明滅したスクリーンが真っ黒になる。頭部メインセンサ完全停止。サブセンサも──だめだ。

　躊ちゆう躇ちよなく、胸の緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用ようハンドルを口でくわえて引っ張る。爆ばく発はつボルトが作動し、〈シャドウ〉の首ごとコクピットの天てん井じようが吹ふっ飛んだ。

　傍かたわらのサブマシンガンを引っつかみ、コクピットから転がり出る。目の前の〈ケントゥリア〉は、目の前に仰あお向むけでひっくり返っている。徹甲弾の貫かん通つうした胴どう部ぶはほとんど原形を留とどめておらず、機体はぴくりとも動かない。

　とりあえず、相討ちには持ち込めたようだ。

「ありがとよ、無理させてすまなかったな」

　同じく作動を停止した〈シャドウ〉にそう告げ、達哉は駆け出す。休んでいる暇ひまも、感傷に浸ひたっている時間もない。

　生身の自分にどれほどのことが出来るか分からないが、一刻も早くサミーラやハッサンと合流せねば。




　まるで鯨くじらを狙うシャチの群れだった。

　海かい賊ぞくたちの高こう速そく艇ていは〈シンドバッド〉号の周囲に群がりより、続けざまの攻こう撃げきを叩きこむ。速度に差がありすぎ、まるでサンドバッグのようだ。

「いかんな、このままではじり貧ひんだ」

　二号機のコクピットで、アデリーナは呻うめいた。その二号機は右手に、ぶ厚い盾たてを構えている。

　二号機のセンサが、左さ舷げんから飛来するロケット弾を感知する。素す早ばやく駆けつけ、盾をかざして防ぼう御ぎよ。衝撃を受け止めた機体の関節が軋きしむ。

（防戦一方で反撃できない。これは、まずいぞ）

　甲かん板ぱん上に展開した船員たちも、既すでに半数近くが負傷して船内に収容されている。死者が出てないのが不思議なくらいだ。

『聞こえるかい、リーナ』

　入った通信は、格納庫のダニエラからだった。

『今から援軍をそっちに上げる。その──仲良くしてやってくれ』

「……？　了りよう解かい」

　言っている意味が分からない。すぐにエレベーターが作動する。

　現れたのは、〈レイヴン〉四号機の重厚な姿だった。

（誰だれが乗っている？）

　リーナの頭を過よぎる疑問。

　だが事態は、アデリーナの予想をはるかに超こえていた。

『苦戦しているようですわね、アデリーナさん』

「キ、キクノ……」

　目を剥むくアデリーナ。どういうことだ？　まさかこの土ど壇たん場ばで、四号機を奪だつ取しゆして逃とう走そうするつもりなのか？　いや、それではダニエラからの通信と辻つじ褄つまが合わない。何らかのトリックで、彼女を欺あざむいたのか？

　だが、それに拘かかずらっている余裕は、もはやアデリーナにはなかった。遊ゆう弋よくする高速艇が、一いつ斉せいにロケット弾を放ったのだ。

　迫せまり来るロケットの数は、一〇を超えていた。対処能力を超えている。

『ここは、わたくしにお任せください』

　次の瞬しゆん間かん、四号機の両肩から前後左右に向けて、四つの飛ひ翔しよう体が射出された。それぞれ吸い寄せられるように迫るロケット弾へと向かったその飛翔体は途と中ちゆうで分ぶん裂れつ。まるで散さん弾だん銃じゆうのように、濃のう密みつなバレットを撒き散らす。

　ちょうどそこに突つっこんでいったロケット弾は近接信管を誤作動させ、次々と誘ゆう爆ばくする。結果として、〈シンドバッド〉号まで届いたものは一発もなかった。

「あれは──アクティブ防御システムか、ＡＳサイズの」

　その正体を一目で見抜いたアデリーナは、感心したようにつぶやく。

　アクティブ防御システムとは、主に戦せん闘とう車両用に開発された自衛兵器の一種だ。ミサイルや銃砲弾による攻撃を、装そう甲こうで受け止めるのではなく、命中前に破は壊かいすることを目的としている。

　機体の各種センサと連動、敵の攻撃を感知すると同時にコンマ数秒以下の短時間で迎げい撃げき用の弾頭を発射し、空中で撃うち落とす。言わば軍ぐん艦かんの近接防御火器システムＣＩＷＳの地上版とでも呼ぶべき、新しいシステムだ。

　四号機の肩でリボルバー型の発射機が回転し、次弾を装そう填てんする。それを見て、アデリーナもはっと我に返った。

「どういうことだ、貴様」

『助すけ太だ刀ち、ではありませんわね。利害の一いつ致ちです。わたくしもまだ、海の藻も屑くずになるのは御ご免めんですし』

　その言葉と同時に、四号機の機体に変化が起こった。左右の腰こしに設置されたスカート状の装甲が展開し、その内側から一いつ対ついの副ふく腕わんが伸びてくる。

　そのまま背中のコンテナまで伸ばした副腕が、その内側から大口径のガトリング砲ほうを掴つかみだした。

『どうしました、アデリーナさん。あまり呆ほうけてるようですと、わたくしがお仕事を替かわりますけど』

「無用だ、お前はそこで黙だまって立っていればいい。カカシの代わりにな」

　言うなりアデリーナの二号機は盾を投げ捨て、両腰の砲身を構え直す。信用できない相手だが、少なくとも今〈シンドバッド〉号を守るというのは本気のようだ。ならば守備は菊乃に任せ、自分は攻撃に専念できる。

　右手の〈ゴルゴン〉一五五ミリ破は砕さい砲ほう、左手の〈ブッシュマスター３〉三五ミリ機関砲、両肩の〈リンドブルム〉兵装システムに内蔵されたブルパップ式アサルトライフル──それら全身の砲門が、遊弋する海賊船を捕ほ捉そくする。

「少しばかり鬱うつ憤ぷんが溜たまっている。晴らさせてもらうぞ」

　発砲──

　発砲発砲発砲──

　仁に王おう立ちになった二号機を中心に破壊の嵐あらしが吹き荒あれ、海上に紅ぐ蓮れんの花が次々と咲さき乱れた。その一方で海賊船による絶望的な反撃は、菊乃の四号機が迎撃し、あるいは受け止める。

　オペレータの内心はどうであれ、二機の〈レイヴン〉による矛ほこと盾の役割分担は完かん璧ぺきだった。

　海賊船が一隻せき残らず沈しずめられるまで、反撃から一分とはかからなかった。




「お、俺のボートが」

　全ぜん滅めつした部下たちの惨さん状じようを目まの当たりにし、スレイマンはがっくりとうずくまった。いや、もはや配下に一隻の船も持たない彼を、海賊の頭目と呼んで良いのかは極きわめて疑問だが。

　そんな頭目を無視し、ミハイロフは戦せん況きようを確かく認にんする。

「俺の判断が甘すぎたか」

　投入する戦力を惜おしみすぎ、新たな〈レイヴン〉二機の投入を予測できなかった。

　地上では〈ケントゥリア〉が二機とも撃破され、かつ新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側はいまだに脱だつ出しゆつポイントを確保し続けている。

　海上でも〈シンドバッド〉号は損傷を受けつつも健在で、全すべての海賊船は撃げき沈ちんされてしまった。

（まあ、構わんか）

　少なくとも新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．をこちらの望む戦場へ引きずり出すという、最低限度の仕事はできた。後は、自分自身の手で片を付ければいい。

　まずは──港からだろう。

「何をしている、キクノ」




　抵てい抗こうを排はい除じよした〈シンドバッド〉号は、そのまま港内に突とつ入にゆうした。水先案内人もタグボートもない無茶苦茶な行動だが、今さら止める者は誰もいない。

　港には、もはやほとんど人ひと気けはなかった。海賊たちもすでに蹴け散ちらされ、散り散りに逃にげたのだろうか。

　いや、完全に無人ではない。埠ふ頭とうの岸がん壁ぺきに立つ長身の男が、じっとこちらを見ている。

「あれは」

〈レイヴン〉四号機のコクピットで、菊乃は声を上げた。わざわざ拡大する必要もない。彼女がミハイロフを見み間ま違ちがうことなどないのだから。

「ステンカ小お父じ様！」

　叫さけぶなり甲板を蹴けって、四号機は跳ちよう躍やくした。埠頭に一息で降り立つ。

『ずいぶんと太い機体だが、それも〈レイヴン〉か？』

「ええ、四号機だそうです」

『そうか、上出来だ。戻もどるぞ』

　だがその呼びかけにも、菊乃は動こうとしない。

『どうした？』

「その前に一つだけ教えてください、小父様。あの人形に旭が撃たれたのは、小父様の差し金ですか？」

『違うと言えば、お前は信じるか？』

「信じます。小父様の言葉ですから」

　きっぱりとうなずき、さらに菊乃は問い続ける。

「ならば旭の仇かたき討うちを──あの人形たちの破壊を、お願いしてもよろしいでしょうか」

『それは、出来ん相談だ』

　分かっていた言葉だった。予想通りの言葉だった。

「仕事だから、ですか？」

『仕事だから、だ』

「そうですか……」

　小さく息をつく。分かっていたことだ。分かっていた言葉だ。

　ミハイロフにとって自分たち姉弟きようだいは、単なる道具に過ぎないのだから。

　それでも良いと、思っていた。戦いの理由も目的も、全てミハイロフに投げ、ただ闘争の愉ゆ悦えつに酔よいしれるのは、ある意味でとても楽な生き方だった。

　いや──

（それも、違う）

　菊乃は決して、戦いそのものに酔っていたのではない。本当は『戦いに酔う自分』という役割演技ロールプレイに、溺おぼれていただけなのだ。

　だがもう、それは続けられない。本当の自分の弱い姿を、知ってしまったから。

　だから菊乃は、その一言を口にした。

「それならば、あの子の仇討ちを阻はばむなら、小父様もわたくしの敵です」

　その幼よう稚ちさと未熟さが、ついには弟の死を招いた。だからこそ、そのけじめは自分の手で付けなければならない。

　ここから先こそが、三さん条じよう菊乃にとって本当の戦いだ。

『そうか』

　ごくあっさりと、ミハイロフはうなずいた。その顔に浮うかんだ表情は、菊乃が初めて見るものだった。

　ひどく平へい坦たんでありながら、決して無表情ではない。その目には、ある種の感情が確かに渦うず巻まいている。そしてわずかにだけ吊つり上がった口元。

　それが微ほほ笑えみなのだと、ようやく菊乃は気づいた。

『ならば、死ね』

　穏おだやかな微笑みのまま、ミハイロフはそう告げた。

「……え？」

『避よけろ、キクノ!!』

　アデリーナの警告と同時に、海中から跳はね上がった巨きよ大だいな影かげが、菊乃に襲おそいかかった。

「く！」

　声を押し殺しながら、回かい避ひ行動。重い機体を捻ひねり、コクピットを狙ねらった刺し突とつを辛かろうじて避けた。そのまま地面を転がり、Ｊロール機動で間合いを取る。

　襲いかかってきたＡＳは、ミハイロフの〈レガトゥス〉だった。インペリウム・ネットワークに接続されたこの機体は、オペレータ抜ぬきでも高度な自律行動が可能なのだ。

　駐ちゆう機き姿勢を取った〈レガトゥス〉のコクピットに、ミハイロフは素す早ばやく乗りこむ。同時にその左右を守るよう、二機の〈ケントゥリア〉が不可視型ＥＣＳを解いて現れる。

『もう一度だけ言う、戻ってこい』

「何度でも言います。できませんわ──fuck'nshit!」

　生まれて初めての罵ば声せいを叩たたきつける菊乃の顔には、緊きん張ちようが濃こかった。




「こちらオシラ３。現状は見ての通りだ、これより菊乃を援えん護ごする」

『分かりました、無理と深追いは禁物ですよ』

　ＣＩＣのベルトランの声は、いまだ冷静だった。

『予定は大おお幅はばに狂くるいましたが、これより人ひと質じち回収のヘリを送ります。戻ってくるまでの間だけでも、敵機を船から引き離はなしてもらえれば十分です』

「分かった」

[image: ]

　短く答えたアデリーナの二号機は、両腰のハードポイントから〈ゴルゴン〉破砕砲と〈ブッシュマスター〉機関砲を切り離す。この距きよ離りでＡＳ相手の戦闘ならば、砲戦装備は無用の長物だ。

　続いて両肩の〈リンドブルム〉から内蔵されていたアサルトライフルを引き出し、両手にそれぞれ構える。〈リンドブルム〉のモジュール自体はパージ。

　すっかり身軽になった二号機で、アデリーナも岸に跳躍する。

『アデリーナさん？』

「援護する」

　素っ気なく答えたアデリーナは、両手のライフルをミハイロフに突つきつける。

　脳のう裏りに、先ほどのミハイロフが見せた微び笑しようがある。それは、六年前のあの時と、全く同じものだった。




　原生林から駆かけ出し、達哉はようやく一息つく。

（戦況はどうなっている？）

　通信機から得られる断だん片ぺん的な情報だけでは、現状がさっぱり分からない。

　と、上空からローター音が降ってきた。見上げると、〈シンドバッド〉号の艦かん載さいヘリがこちらに向かってきている。

「おーい、こっちだ！」

　手を振ふって呼びかけた時、今まで沈ちん黙もくしていた無線機が急に息を吹ふき返した。

『おう……聞こえ……てるか、坊ぼう主ず──』

　耳障ざわりな雑音と共に聞こえた歪ゆがんだ声は、溝呂木のもので間違いない。

『嬢じようちゃんたちが……やばい……今から、そっちに例のブツを落とす。乗ってとっとと戻ってきてくれ、頼たのんだ』

　言うなり急降下したヘリが着地した。後部ハッチが開く激しい風圧に耐たえながら、達哉は人ひと影かげに怒ど鳴なりつけた。

「いくら何でも乱暴すぎるだろ、おい！」

「いいから乗れ！」

　ローター音に負けないよう、大声の出し合いになる。それでようやく達哉は、ＡＳの巨大な──青い影に気づいた。

「センセイ、こいつは──」

「ああ、生まれ変わったＡＳ─１一号機だ」




　菊乃にとってはぶっつけ本番になるＡＳ─１四号機〈イージス・レイヴン〉への搭とう乗じようだが、この機体は意外なほどしっくり来た。

　長らく乗ってきたロシア製の重ＡＳ、Rk─02〈セプター〉に、機体の性質がよく似ているのだ。重量級の耐たい久きゆう力と、高出力パラジウム・リアクターのもたらす瞬しゆん発ぱつ力りよく。付け加えるなら、副ふく腕わんとコンテナによる多用な装備の換かん装そうもそうだ。

　ＴＡＲＯＳによる副腕の思考制せい御ぎよも、慣れるのにはそれ程ほどかからなかった。

　今の四号機は本来の両りよう腕うでに二振りの一〇式単分子カッターを構えつつ、副腕に装備したガトリング砲から大量の砲ほう弾だんをばら撒まいている。〈ケントゥリア〉の反はん撃げきにはほとんど回避機動をとらず、濃のう密みつな弾幕へと敵機を捉とらえることに専念した。

　見ればアデリーナの二号機は、もう一機の〈ケントゥリア〉と目まぐるしく位置を入れ替かえつつ撃うち合っている。

（いくら重荷を下ろしたとはいえ、スラスタ抜きの〈レイヴン〉で〈ケントゥリア〉と渡わたり合いますか。さすがです、アデリーナさん）

　と、二機の〈ケントゥリア〉の機動が偶ぐう然ぜんにも交差しようとする。その瞬間、二号機から通信が入った。

『仕し掛かけるぞ、わたしは右から行く』

「では、わたくしは左から」

　言うなり二機の〈レイヴン〉は跳躍、重なり合った二機の〈ケントゥリア〉を、十字砲火の焦しよう点てんに捉える。

『これで──』

「終わりです」

　ガトリング砲とライフルの猛もう射しやを浴び、崩くずれ落ちる〈ケントゥリア〉。それを確かく認にんし、初めてミハイロフの〈レガトゥス〉が動いた。

『面おも白しろい武装だが、お前には合わんな。アキラなら使いこなせただろうに』

　ミハイロフの声は淡たん々たんとしており、挑ちよう発はつや煽あおりの意図は一いつ切さい感じられない。ただ事実のみを告げるその言葉が、菊乃の激情を駆り立てる。

「ええ、分かっています」

〈レガトゥス〉の武装は両手に構えた単分子カッターと、前腕にマウントした短砲身の機関砲、加えて腰こしのラックに差した予備の単分子カッターである。単分子カッターの数を除けば、菊乃が以前に〈セプター〉やＭ９〈エンハンスド〉に乗っていた時のそれと酷こく似じしている。

　実際、菊乃の戦せん闘とう技術の大半はミハイロフのそれを見、盗ぬすみ、身につけたものだ。

『行くぞ』

〈レガトゥス〉の機関砲が火を噴ふいた。菊乃はあえて接近しようとせず、ガトリング砲で撃ち返す。

　先ほどの〈ケントゥリア〉戦と同じ心算つもりだった。四号機の装そう甲こうならば、あのサイズの機関砲弾には十分耐えられる。この距離での撃ち合いの方が有利──そう判断したはずなのに、コクピットに警報が鳴り響ひびく。

「これは!?」

　機体の損害状じよう況きようを確認し、菊乃は愕がく然ぜんとした。飛来する敵弾の大半は、手足の末まつ端たんや関節部と言った、装甲の薄うすい部位に集中している。偶然ではなく、明らかに狙ったものだ。

『何を呆ほうけている！』

　通信機からアデリーナの激しい叱しつ責せきが響くと同時に、二号機が両手のライフルを掃そう射しやした。狙いをろくにつけていない弾だん幕まく射しや撃げきだが、ミハイロフを回避機動に専念させることはできた。

『そもそも前進しか能のない猪いのしし武む者しやが、足を止めてどうするつもりだ!?　支援するから早く突っこめ！』

「分かっています……」

　言うなり菊乃は弾たまの切れたガトリング砲を放ほうり捨てて、副腕でコンテナから次の兵装を引き出す。短砲身の機関砲を内蔵した、格かく闘とう用のクローだ。

　四本の腕を振りかざして、菊乃の四号機は〈レガトゥス〉に肉にく薄はくする。至近距離で四本の刃やいばが煌きらめき、ぶつかり合い、弾はじき合う。

　切り結ぶ四号機を支援すべく、アデリーナの二号機が〈レガトゥス〉の背後に回りこもうとする。だがミハイロフは巧たくみな位置取りで常に四号機の死角に回りこみ続け、アデリーナによる援護を許さなかった。

　構わない──菊乃も唇くちびるを噛かみしめる。ならば自分自身の手で彼を斬きり伏ふせ、決着をつけるまでだ。

「はあっ！」

　気勢と共に振り下ろした二振りの単分子カッター。左右のコンビネーションに加え、副腕による打撃も交えた六連撃だ。

　たまらず後方に跳ちよう躍やくする〈レガトゥス〉。空中に逃のがれた敵機を追おうとペダルを踏ふみこんだ途と端たん、強い衝しよう撃げきが菊乃を襲おそった。

　空中で〈レガトゥス〉が投げた二振りの単分子カッターが、〈レイヴン〉の両りよう肩かたに命中したのだ。高速振しん動どうする刃は四号機の重装甲すら易やす々やすと貫つらぬき、両腕を完全に停止させた。

「──ま、まだ!!」

　副腕を構え直した途端、着地した〈レガトゥス〉が機関砲を四号機に向けた。放たれた砲弾は恐おそるべき精密さで、クローの砲門に飛びこむ。弾薬が誘ゆう爆ばくし、クローはおろか副腕自体にまで損傷が発生した。

　両腕を失って崩れ落ちる四号機を尻しり目めに、〈レガトゥス〉は二号機に躍おどりかかる。果か敢かんに撃ち返しつつ後退するアデリーナだが、あっという間に懐ふところへと潜もぐりこまれた。

　繰くり出された単分子カッターの猛もう攻こうを、四手まで凌しのげたのはむしろ幸運だろう。両手のライフルを叩き斬られ、足あし払ばらいをかけられた二号機は、無様に転てん倒とうする。

「そんな……」

『く、くそ』

　勝敗は決した。

　もがく二機の〈レイヴン〉にとどめを刺さそうと、〈レガトゥス〉が単分子カッターを掲かかげる。凶きよう刃じんが曙しよ光こうに煌めき、振り下ろされるまさにその瞬間──

『待ちやがれ！』

　青い雷らい光こうが、大地を水平に走った。

　プラズマの尾おを引く突とつ貫かんを、ミハイロフの〈レガトゥス〉は寸前でかわす。だがその雷光は空中で方向を変え、上方から急降下しつつ〈レガトゥス〉を狙ねらった。

　繰り出される刃と刃。すれ違ちがいざまの刺し突とつが、互たがいの装甲をかすめる。

『ぬ!?』

　ミハイロフの呻うめきと同時に、青いＡＳはゆっくりと振り返った。

『タツヤ……なのか？』

『ああ、待たせたな』

　コクピットの達哉は、アデリーナからの通信に力強く答える。一方の、菊乃は、一変した〈レイヴン〉一号機の姿を呆ぼう然ぜんと見ていた。

　鎧よろい武者を模した基本的な意い匠しようこそ変わらないものの、全身のアジャイル・スラスタが大型化・増設されている。特に下半身のシルエットは、今までに比べて一回り大きく見えていた。

　主要武器の〈ドラゴンフライ〉近接戦闘システムは二本、左右の下腕部にマウントされていた。迫せり出したグリップを、一号機が握にぎり直す。かすかな駆く動どう音と共に、柄えが解放された。

　二本の槍やりを両手で構え、一号機がこちらを向いた。機体のメインセンサ越ごしに達哉の視線を感じ、菊乃は身を熱くする。

「達哉さん……」

『四号機は──菊乃か。後は俺に任せて、二人とも下がってくれ』

『ほう、ずいぶんと大きく出たものだ』

『黙だまれよ』

　ミハイロフの静かな挑発に、達哉は低い声で答えた。

『今まで好き勝手に引っかき回してくれた借り、今日こそ返させてもらうぞ』

『できるものならな』

　その言葉と同時に、二機のＡＳは大地を蹴けった。




〈レイヴン〉一号機のコクピットで、達哉はミハイロフの〈レガトゥス〉をにらみつける。かつて、マランパの戦闘で完敗した相手だ。一挙一動すら、見み逃のがすことはできない。

（今だ！）

　わずかな行動の予兆を悟さとり、達哉はペダルを踏みこんだ。ほぼ同時に、〈レガトゥス〉の機関砲が向けられる。わずかだが発砲に先んじ、アジャイル・スラスタ点火──

「お──おおおおおおっ!?」

　増強された一号機の推力は、桁けた外はずれだった。まるで意識を根こそぎ持って行くような急加速に、達哉は悲鳴寸前の叫さけびを上げる。だがその代だい償しようとして、一号機は瞬時に〈レガトゥス〉の射界から逃れていた。

　お返しとばかりに、右の〈ドラゴンフライ〉を〈レガトゥス〉に向けた。マウントされた散弾砲シヨツト・キヤノンで撃ち返す。

『なるほど、確かに腕は上げたようだ』

　言うなりほぼノーモーションで、ミハイロフの〈レガトゥス〉は単分子カッターを投とう擲てきした。一号機の未来位置まで予測した、精密な一投。だが──

「そいつを待ってた!!」

　一号機もほぼ同時に、右の〈ドラゴンフライ〉の穂ほ先さきを射出していた。二つの単分子カッターは、達哉の狙い通りに正中する。

　拮きつ抗こうは一瞬。スラスタを内蔵した〈ドラゴンフライ〉の穂先は、その推力でミハイロフの投とう剣けんをあっさりと跳はね飛ばし、〈レガトゥス〉に迫せまる。

『何!?』

〈レガトゥス〉に回かい避ひされ、穂先はコンクリートで固められた地面に突つき立った。だが初めてミハイロフの機動が、わずかに乱れる。

　その小さな隙すきを、達哉は見逃さなかった。

〈ドラゴンフライ〉のワイヤを引き戻もどしつつ、スラスタは右方向に噴ふん射しや。横よこ滑すべりの機動は突き立った穂先を中心に矯きよう正せいされ、〈レイヴン〉は鮮あざやかな円えん弧こを描えがきつつ〈レガトゥス〉へ突貫する。

「もらったぁっ!!」

　跳躍と同時に、左右のスラスタを逆方向に噴射する。空中で回転しながら、一号機は左の〈ドラゴンフライ〉を繰り出した。

　刺突ではなく、横よこ薙なぎの斬ざん撃げき。〈レガトゥス〉は左右の単分子カッターを交差させて受け止めるものの、勢いを殺しきれず後退する。

　空いた空間を埋うめるよう、一号機は前進する。スラスタを再噴射しつつ、穂先を巻き戻した右の〈ドラゴンフライ〉を突き出した。




　それは戦闘というよりも、何かの舞ぶ踏とうのようだった。

　全身のスラスタによって攻こう撃げきのモーションを加速し、間断なく攻せめかかる一号機。

　対する〈レガトゥス〉は、完全に受けに回っていた。要所要所で的確な反撃を見せるものの、凌ぎきれずじりじりと後退していく。

「馬ば鹿かな……」

〈レガトゥス〉のコクピットで、ミハイロフは驚きよう愕がくに呻いた。

　アジャイル・スラスタを駆く使しした一号機の高機動格闘戦技自体は、それほど驚おどろくに値あたいしない。インドシナやカルパチアの戦闘で情報は得ているし、アラスカのユーコン研で菊乃が似たような技法を編み出している。対処は十分に可能──なはずだった。

　予想外だったのは、一号機の強化。そして驚くべきは、達哉の成長だった。

（信じられん。これが、マランパのあの小こ僧ぞうなのか？）

　ミハイロフの背を、冷たい汗あせが伝った。




（行ける、のか？）

　一号機のコクピットで、達哉はかつてない手て応ごたえを得ていた。後一手、ここで過あやまたねば──勝てる。

「行くぞ！」

　繰り出すのは、右の槍の刺突。スラスタで加速された一撃は回避されるものの、それは織り込み済みだ。

　わずかな手首の返しで、槍の方向を変える。内蔵された補助スラスタによってモーメントが変化し、刺突の機動そのものがねじ曲げられ──

（待て！）

　達哉の脳のう裏りで、経験が全力で警告を発する。

　これではあの日、マランパで喫きつした敗北と全く同じ展開ではないか。

　考えるより先に、体が動いた。右の〈ドラゴンフライ〉をあえて手放し、左のそれのみを反転させる。結果、書き換かえられたのは刺突ではなく、全身の運動ベクトル。スラスタの推力に押された機体は、そのままふわりと浮うかび上がり、上下に反転した。

　その動きのままに繰り出されたサマーソルト気味の蹴りが、〈レガトゥス〉の顔面に入った。さすがに意表を突かれたのか、伸のび上がった機体の動きが静止する。

　まさに千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。

　空中で反転しつつ〈レイヴン〉は、落ちてきた槍をつかみ取る。二本のそれをまるで翼つばさのように広げて、一号機は全身のスラスタを全力で噴ふかした。

　天地逆の姿勢のまま、体幹の軸じくを中心に〈レイヴン〉の機体は破は壊かいの竜たつ巻まきと化した。円の動きで続けざまに繰り出される怒ど濤とうの連撃を、〈レガトゥス〉は捌さばききれない。

　強きよう烈れつな不協和音と共に、〈レガトゥス〉の単分子カッターが断たち切られ、両りよう腕うでがばらばらに砕くだけ散る。ほぼ完全に戦せん闘とう能力を喪そう失しつした〈レガトゥス〉は、そのまま後方に吹ふっ飛ばされて横転する。

　同時に一号機もコンデンサの容量が尽つき、アジャイル・スラスタが停止した。推力を失った機体は、頭から地面に激げき突とつする。

　身を起こした〈レガトゥス〉が、後退と同時に全身の装そう甲こうを展開させた。全身に紫し電でんが走り、不完全ながらその機体がぼやけ出す。不可視型ＥＣＳだ。同時に大地を蹴り、後方に跳躍。

　ミハイロフが逃にげる？──一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした達哉だが、すぐに戦意をかき立てられる。

「させるか！」

〈レガトゥス〉の逃げ足は、明らかに遅おそい。中ちゆう途と半はん端ぱに歪ゆがんだ敵てき影えいを追い、一号機はスラスタに点火した。爆ばく発はつ的てきな加速で、一気に距きよ離りを詰つめる。

　倉庫と倉庫の隙すき間まを縫ぬう〈レガトゥス〉。あと少しで追いつく。左の〈ドラゴンフライ〉にマウントされた散弾砲シヨツト・キヤノンを敵機の背に向け──

『三時方向!!』

　アデリーナの警告と同時に、〈レイヴン〉の右側で倉庫が吹き飛んだ。

「うおっ!?」

　不意をつかれた一号機に、回避の術すべはなかった。爆風に煽あおられた機体は錐きり揉もみ状に地面に叩たたきつけられた。

　暴走を避さけるため、咄とつ嗟さにスラスタを停止。機体を丸めて受け身を取り、地面を転がる勢いを利用して跳ね起きた。

　だがその間に〈レガトゥス〉は、完全に一号機の視界から消えていた。すでにＥＣＣＳの索さく敵てき範はん囲いからも逃のがれたらしく、センサにも反応はない。

「トラップかよ、くそ」

　長刀を支えに、機体を支える一号機。荒あらい息をつくコクピットに、少女の声が聞こえた。

『すげえぞタツヤ！　あのミハイロフに勝っちまうなんて！』

「クララ……？」

　そうは言われても、勝利の実感がまるで湧わいてこない。

「勝ったのか、俺？」

『敵を追っ払ぱらって、お前はきちっと立ってる。これが勝ちでなきゃ何だよ』

「そうか、そうなんだよな……」

　ようやく勝利の実感が、染しみ渡わたってきた。達哉は右拳こぶしを握り締しめ。静かな昂こう揚ように身を委ゆだねた。




「負けただと、俺が……」
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　両腕を失った〈レガトゥス〉で山中をさまよいながら、ミハイロフは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「イチノセ・タツヤ──」

　以前、マランパでの戦闘で覚えた名だ。あの時は精々見所のあるルーキー──程度だった新人が、よもやそれから数ヶ月で自分を圧あつ倒とうするとは。その凄すさまじい成長には、ミハイロフさえ底冷えするような気分になる。

（初めてＡＳに乗って、半年と少しでこれか……あの男、これから先は一体どこまで強くなる？）

　ミハイロフが初めてＡＳに乗ったのは、九〇年代初頭のアフガニスタンだ。当時の彼は若いソ連軍兵士として、初期型の〈サベージ〉を操縦していた。

　アフガニスタンはＡＳという兵器が初めて本格的に投入された戦場であり、ミハイロフはＡＳオペレータとして最古参の部類に入る。その二〇年以上の経験に、達哉はわずか数パーセントの時間で追いついてきたのだ。

　自分の経験と理解を超こえた、怪かい物ぶつ的な才能とその開花。認めるしかない、ミハイロフは今、確かに恐きよう怖ふしていた。

『ご無事ですか、社長!?』

「……ああ、完敗したがな」

　通信機から聞こえたナタリアの切せつ迫ぱくした声に、ミハイロフは少しだけ落ち着きを取り戻した。

「例のポイントまで、至急ヘリを回せ。機体がそれほどもちそうにない」

『了りよう解かいしました』

〈ケントゥリア〉の速度を緩ゆるめる。ランデブーまでは、何としてももたせなければ。

　その時、ミハイロフを未知の衝しよう撃げきが襲おそった。

　達哉のコピーを戦闘用ＡＩとして量産する〈ケントゥリア〉、それが真の意味で解き放たれたならば、一体どんな事態になるのだろうか？

「なるほど、そういうことかクルピンスキー」

　ややあって、ミハイロフの顔に笑えみが浮かぶ。

「面おも白しろい」




「どうやら、首の皮一枚、繋つながったようですわね」

「ああ、そうだな」

　コクピットから這はい出た菊乃は、どこか物もの憂うげにつぶやいた。アデリーナも同じく、それに倣ならう。

　二人の少女は、〈レガトゥス〉が撤てつ退たいした方向をじっと見やっていた。

「ねえアデリーナさん、わたくしは捨てたのかしら？　それとも捨てられたのかしら」

「知るか」

　菊乃の冗じよう談だんめかした問いに、アデリーナはきっぱりと答える。

「自分で好きな方を選べ」

「つれない方です、本当に」

　口を尖とがらせてみせながら、菊乃は心中でそっと囁ささやいた。

（さようなら、小お父じ様）








エピローグ









「う……えぐ……ひく……」

　明け方のアデン湾わんを進む〈シンドバッド〉号の甲かん板ぱんで、マルヤムは泣きじゃくっていた。

「怖こわかったです、ユースフ様……とても、とても……」

「そうよな」

　いつもの貴き顕けんとしての物もの腰ごしを放ほうり捨て、年相応の少女として泣く妻を、ユースフは抱だきしめた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。何もかも終わったのだ。今後は私がそなたを守る」

「はい、はい……」

　途と切ぎれ途切れの言葉をもらしながら、マルヤムはひしとユースフに取りすがった。




「お手て柄がらだったぜ、タツヤ」

　ぴっと親指を立て、クララはにっかりと笑った。その隣となりではサミーラが、深々と頭を下げている。

「……此こ度たびの助勢、心から感謝してる。我わがラシッドは、決してあなたたちの大恩を忘れない」

「おいおい、何だよいきなり改まって」

　その前で、達たつ哉やは照れたように頬ほおをかいた。

「あんまり持ち上げないでくれよ。ていうか、別に俺が一人で決めたわけじゃないんだし」

「そんなことねーよ」

　ぶんぶんと、クララが首を強く振ふる。

「お前はもう、アタシらのエースなんだからさ」

「エース、ねえ」

　聞き慣れない言葉に、達哉は戸と惑まどった。




　そんな達哉を少し離はなれた場所から、アデリーナは見やっていた。潮風に揺ゆれる、金きん髪ぱつのポニーテール。

「まさか、一対一であのミハイロフを降くだすとは」

　その言葉に、今は嫉しつ妬との響ひびきはない。あるのは賞賛と驚きよう嘆たん、そしてある種の懸け念ねんだった。

「本当にあいつは、どこまで強くなるのだろう。そして──」

「──どういう風に変わってしまうのだろう、ですか？」

「……む」

　胸中の言葉を先取られ、アデリーナは不ふ機き嫌げんそうに振り向く。訳知り顔の菊きく乃のが微ほほ笑えんでいた。相変わらず拘こう束そく服のままだが、すでに全身のベルトは解かれている。

「まて、なぜ貴様が我が物顔で船内を歩いている？　拘束するぞ」

「社長さんの許可は得ているのですが……どうしてもと言うのなら、お好きにどうぞ」

　アデリーナが手て錠じようを取り出すと、菊乃は大人しく両手をそろえて差し出した。

「…………」

　顔をしかめたアデリーナは、自分の手錠と菊乃の両手を交こう互ごに見やる。やがてため息をつくと、手錠をしまいこんだ。

「やめた、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「ありがとうございます、アデリーナさん」

　馬鹿丁てい寧ねいに頭を下げた菊乃は、そのまま先ほどの話を続ける。

「達哉さんのことなら、心配はいりません。きっと達哉さんはどこまでも達哉さんだと思います。おっちょこちょいで、間が抜ぬけていて、でも誰だれよりも強くて優やさしい。そんな素す敵てきな方です」

　意味ありげな菊乃の笑顔に、アデリーナはなぜか少しばかり腹が立った。

「持ち上げすぎだ。一体どこをどう見れば、達哉がそんな風に見えるんだ」

「それは純じゆん粋すいな愛と恋こい故ゆえに、ですわ」

「お前の愛情は殺意と同じだろう」

　不機嫌そうなアデリーナに、菊乃は薄うすく微笑む。

「それはもう、終わりにしました」

「何？」

「わたくしこれからは、自分の慕ぼ情じようと肉欲に、もう少し正直になりたいと思います」

　相変わらずの物言いに、アデリーナは目を剥むいた。

「に、肉欲!?　何を言ってるんだお前は」

「アデリーナさんは、どうなさいます？」

　挑ちよう発はつ的にそう言う菊乃から、アデリーナは目を逸そらす。

「……わたしの知ったことではない。勝手にしろ」

「まあ、本当に達哉さんと好きにしてよろしいんですか？」

「そ、それは……」

　口ごもったアデリーナの姿に、菊乃は上品に笑った。

[image: ]




「ええ、勝手にさせていただきます」

　満面の笑みを浮うかべる菊乃から目を逸らし、アデリーナはそっぽを向いた。




　アデン湾より遥はるか東のインド洋上を、一隻せきの船が進んでいた。広々とした全通式の飛行甲板とこぢんまりまとまった艦かん橋きようは一見空母のようにも見えるが、艦かん尾びのウェルドックがそれを否定していた。

　アメリカ海軍所属ワスプ級強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かんボノム・リシャール。排はい水すい量四万トンを超える巨きよ体たいに二〇〇〇人近い兵力を搭とう載さいし、前線へと速すみやかに展開させることが可能な能力を有している。

　船体内の一室で、ロニー・ゼンメルヴァイス一等兵へい曹そうは手書きの便びん箋せんを前に頭を抱かかえていた。

「『親愛なるＴＴへ──』ああもう、こんな出だしじゃ駄だ目めだ駄目だ」

　黒みがかった赤い髪かみをかきむしりながら、ロニーはくしゃくしゃに丸めた便箋を放り投げる。これでもう、一二枚目だった。

　そんなロニーの有様を、同室のサミュエル・デービス一等兵曹はにやにや笑いながら見ていた。

「あの別べつ嬪ぴんさんへの手紙かよ。相変わらず羨うらやましいねえ」

「あのさあ、彼女との関係はサムたちが誤解してるようなものじゃないって、何度も言ってるだろう。もっとこうプラトニックで、なおかつプリミティブな、こう、家族という枠わくすら超ちよう越えつした──」

「あー、分かった分かった。そろそろブリーフィングだし、それまでにはちゃんと仕上げとけよ」

「分かってるって」

　しばらくロニーがペンを走らせる音と、デービスが雑誌のページをめくる音だけが、静かに響いた。

「にしてもよ、この間はルーマニアの山奥で、今度は中央アジアのど真ん中だ。俺たちって確か海軍だよな」

「当たり前だろう。任務ならばアマゾンだろうがメキシコだろうが直行するのが、僕たちＳＥＡＬｓなんだから」

　手を止めないまま、ロニーは答えた。

　彼らが所属するのは、合衆国海軍特とく殊しゆ部隊ＮａｖｙＳＥＡＬｓのチーム９。新たなる任務を受け、中央アジアのガルナスタンへと移動の途と中ちゆうなのだ。

「それにしてもややこしい任務だよな。議員センセやホワイトハウスの一部まで絡からんだ計画に、俺らがちょっかいかけに行くとかよ」

「これ以上ジオトロンの火遊びは見過ごせない──ってのが上の判断だからね」

「どうもすっきりしねえよ。何だか右みぎ腕うでが他人をぶん殴なぐるのを、左腕が無理矢理止めようとしてるみたいでさ」

「ま、政治だよね──と、できた」

　封ふう書しよを閉じ、満足の笑みを浮かべたロニーの肩かたを、デービスは軽く叩たたいた。

「それじゃあまあ、そろそろ行くか」

「ああ、お仕事お仕事、っと」




　風は、ガルナスタンへ──








あとがき









　最近、放送中の某ぼうアニメの影えい響きようもあってガンプラに手を出し始めました。

　プラモの製作は、小学生時代のＳＤガンダムやゾイド以来です。当時は相当はまっていたはずなんですが、中学の頃ころには卒業──していたような。そこらへんちょっと記き憶おくが曖あい昧まいで。

　小こ遣づかいの大半を突つっこんでたはずのコレクション、最後はどう処分したんだっけ……。




　ガンプラの製作と言っても、本格的なものではありません。説明書通りに組んで塗と装そうもせずにそのまんまという、どこかの師し匠しようとは違ちがい（笑）とても温ぬるいです。

　とはいえ、それだけでカッコいい出で来き映ばえになるものですから、最近の模型技術は本当にすごいですね！

　組んだ機体を机の上であれこれいじり、ポーズをつけたりすると、インスピレーションも色々と湧わいてきます。

　これも仕事のうち──というのは自分自身への言い訳なんですけど（汗）




　話は変わりますが、このフルメタアナザー７巻と同時発売のドラゴンマガジン３月号で、龍りゆう皇おう杯はい──ドラゴンカップという企き画かくに参加しております。

　新しん鋭えい作家によるドラマガ連れん載さい権を賭かけた短編の競作で、およそ一〇年ぶりの再開となるとのこと。以前は読者として楽しんでた企画に、作家として自分がノミネートされるなんて、とてもとても感無量なのですが……、参加しているのが実力のある作家さんばかりで、僕自身は完全にガクブル状態です。ただ、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりましたので、もしよかったらご一読頂けますと幸いです。




　さて、そろそろ紙数も尽つきてきました。いつも通りで恐きよう縮しゆくですが、最後まで読んでくださった読者の皆みな様さまにお礼を申し上げ、筆をおかせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一三年一一月　大おお黒くろ尚なお人と










解説









　早いもので、もう七巻になります。

　いろいろあって影かげのある感じになってきた達たつ哉やくんですが、大だい丈じよう夫ぶでしょうかね。心配です。

　お話はそろそろ中央アジアのきな臭くさい国に収束して参りましたが、そこでどんなドラマが繰くり広げられるのでしょうか？　実はざっくり決めてるだけで、これからホセ（大おお黒くろくん）と相談です！

　ところで、前の巻でユースフ殿でん下かのヴォルフがぶっ壊こわれちゃったり、一号機がボロボロになっちゃったり、菊きく乃のさんがじわーっと合流してきたりで、機体が足りなくなりました。それで補ほ充じゆうされるのはサベージばかり、たまにボーナスで届くのはサベージの改良モデル……なんて渋しぶい展開も考えたのですが、それではあまりに華はながないし、表紙なんかも〈ブレイズ・サベージ〉とか〈イージス・サベージ〉とかばかりになってしまうので、やめておきました。

　せっかくなのでＡＳ─１のバリエーションで遊んでみよう！　ということで、いろいろと変なタイプの〈レイヴン〉をご用意させていただいております。あれですね、この調子で五号機以降なんかも考えてみたら面おも白しろいかもしれませんね。




『ＥＣＳを徹てつ底てい強化。探知不可能の黒い影。得意の闇やみ討うちで大活かつ躍やく！　（ニンジャ・レイヴン）』

『海の中ならオレに任せろ！　自じ慢まんの背ビレ型カッターで敵を切り裂さくぜ！（アクア・レイヴン）』

『両腕に装備した巨きよ大だいなドリルで、地中の移動も自由自在。おもにジャブローの攻こう略りやくを目的に開発された。（ドリル・レイヴン）』

『巨大なバルカン砲ほうを装備。メタルギアソリッドにいたよね、そういう名前のキャラ（バルカン・レイヴン）』

『初の可変型レイヴン。ファイター形態、ガウォーク形態と自由自在！　実は宇宙人との戦せん闘とう目的に開発された。（ヴァリアブル・レイヴン）』

『ピンクカラーの美少女型レイヴン。ビビッドなＥＣＭステッキで、敵をノックアウト！　胸のサイズは好みで選べます。（魔ま法ほう少女マジカル・レイヴン）』

『五機のレイヴンが合体して完成する最強のレイヴン。ただし合体には、達哉、リーナ、ユースフ、菊乃、そして新たにパイロットとなったクララの五人の心が、ＴＡＲＯＳタロスを通じて一つにならなければならない。（究極合体キング・レイヴン）』

『量産型レイヴン。頭部のデザインが簡略化。弱い。（レヴ）』

『レヴの改良型（レヴ改）』

『レヴの改良型。狙そ撃げき仕様でさらに機動性などが向上している。（レヴ・スナイパー２）』

『レヴを徹底強化したレヴカスタムに、さらに高機動ユニットを（以下略）（レヴカスタム高機動タイプ）』







　はい、ご安心ください、全部やりません！

　……とはいえ、なんかいいネタあったら登場してもいいかも……？




　だんだん増えてきたレイヴンも、次巻ではまた設定画をお届けできるかと思います（すいません、時間なかったんです！）。





二〇一三年　一一月　賀が東とう招しよう二じ
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